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諸 言

日本の土壌;は, その地理的位:tが:比似的出認な, しもな欠候先下にあるためうに, 大ぶ分の放 

はﾡ色森林土によつて占められ,北証地域うよび一流の海商の高い帳温ェ地放にはポ ドゾル・ ポ ド ゾル 

化土壌がみられ,中部以南の比核的高温な旭域の低山地域には赤色土の分布がみられる  こ と ,ナでに広 

く 知られている。関附, 父下川 ら は, これらの上例的』土境型の分布地域を第 1のよ う こ示している。

第1区 気候的土埃の分布 ( 原図) 
Distribution of climatic soils in Japan.

日本の土埃学界においては, 火心的にはこれらの地域区分が採用 せられ, 各地地内に現っれる土塚の理 

化学的性質の研究が主に進められ,また,一部の土。とくに赤色土についてはその生成条件; こ関与する 

ものと しての気候条件の解折な どが行なわれて い る "a"。

これらの気院的土旅型とその生成原境との閲係を解析しよ う とする研究では, 常に土壌分布がみられる 

地域の現在の気候条件が, その土旅の生成に関すナるという考え方にたっている。この考え方は, 一応土 

ﾡ生成とﾡ収との閲係を水めようとする場合, 常道となるであろう。しかしながら. 第者らの研究対象で 

ある赤色土の期合,M和22年以降, 系統を一にした森林土ﾡ調査が進ﾡするにしたがい, 従来赤色士の分 

布地域外とされている北陸地方をはじめ,東北, 北湖道などの広純な地城にわたつて, その一部の地区に 

存在することが判明してきた。このF態は, 土坂やの」上にT大な富を行するものと考えられる。なぜな 

らば,もしこのように現実の気侯条件が相当に異なると考えられる峻常から温帯ないし冷温帯の広い気候

にわたつて, 同じような赤色土が分布するとするならば,日本の赤色土の生成条件について供木的にサ 

え M さなければならなく なるからである. また, そのような前提をぢえないとしても, 少なくとも溫带な 

・ L fsil二分する 介色土の性置 と その生成条件を愉Jする とともに, F2に分する 赤色土の性質 と 

'に条を改めて肉し, 欠院条を県にする地域の赤色土を対すること,H ホの赤色土の別上の 

fitけナを 5え, さらに"又への応川をちえる上にも絶対に必数なことである。

そこで, Wバ究之述める下はじめとして. さきに,か色土の分布地域外と少えられている地城のうち, 新 

iのものの生成条について校3を加えたが,そ >布,形態ならごに川現的たにられる特微な 

どが:所生代の定の刷と商をな間係があるこ とを知り. さらに検討 した期果,この方に分布する赤色 

上;te時代に生成された古いか色土であり, その述代あるい生成時代が,ﾡ所世後期ないし涙市世前 

ﾡ(この地方では,血沼税の上部州造五時代から矢代H府ﾡ時代に至るまでの期川) でもることが判明 

した。これに関ナる帽省は,ナでに, か色土旅の可究1"としてよした。

さつづう3ひ究を述めるﾡとして, 従来より か色土分布地域と 号えられて いる 日本中南部の暖帝胞域 

に分布する赤色 土のうち, その心地域と ぢえられている北九州地方のものを対«とし, その生成条件を 

主として分布,形態的性i. 出現説式などの特徴と地史との関係, これに町材,依生, 気試条件とのN係 

と加えて検 L た樹, i注手勧を間たので, さ ら に次海独方の赤色土について も何機な方法を用いて追 

究し,田られた結果を加え,新潟地方,北九州地方,*海地方の赤色土の生成条件を対比 し, あわせて」 

ie 3 地域の代及的な土壌の.指性を止似険討 した結県,H本の色土の即別に側して所しい知見を得た。

また, この研究の途上,北九州および海地方の一市の地城に, 赤色土にともなって一定の分布前向を 

示す黒色土壌が存在 したので, 色土 と 同報にその分布上の 隠 義について 検討すを加えた。

日本における黒色土熄の分布は褐色森林土についで広く, また,北は北海道から市は九州までかな り 普 

ﾡ的にみられる。その断而影感は,見かけ 上大「を域の幅ﾡ気試締にしてみられる チ ルノーゼムと欄 

似したﾡを示ナが。性質 は萍常に異なり,特珠な 劇 带土境と して古くから注同されている。この土ﾡの 

生に側してはいろいろななから検1が加えられているが, 現在までのと ころその分布が, 火山ならび 

に火山放出物と密接な関係を示す加含が多いことその他の点から,火山灰の特異な性質に由来して生成さ 

れたものとする考え 方が主流 を な している。その他, こ の土が現在 ま た は比板的近年 まで草原に xって 

占められていたことなどから,チェルノーゼム生成機講にならって不麻柳生の影警によって生成されたも 

のであろうとするなど, 幾つかの説がある。

この研究でとり上げたﾡ色土ﾡが,上記のような日本で広砲 無色土壊と 同一類型に用淨:

かどうかということは, なお今後の研究 に またねばならないであろう が, この研究を通じて,日本におけ 

る赤土の生広的な加別がなされる と 同時に, 黑色土境の生成解明の足がか り が得られるなら, 土壌学 

の発展に,ひいては"業の系統的な技術計画削立にﾡ益する ことがナくなく ないとずる ものである。

この研究を行な う にあた り,種々ご便をいただいた飛が験場土収調部宙は講間士,土版調花師長 

竹原秀雄博, 現東北文場流(当時土壌調花宏共)井光聴技Tに, □T究とりまとめにあたつて= 

指原を 助わった,東京大学教授弘法秘三博」:に,研充に深く 協していただいた地1研究室長木立正刷N 

士,分析研究室長新名鏡之助技官,地负硏究室公木久二技官,同的場節子娘, 分析研空六田住行技高、 

同山家富美子氏に深く感謝申 し上げチる。また, J地調花にあたつてH々話いただいた術本営林成. 

名古団営ル 大阪営林局, 高知営林局,前Iで側係合位. 九州ぬや部油仰体, 福問県庁, 向# 

業試験場,佐賀第林業試験場,林業試験坳九州支埸関係各位:に深いみ.位を表する。
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I 日本全土にわたる赤色土分布の概要

H 本における赤色土の分布範用は第 2 関ニ 示す う こず型外に広くほとんと「i不金にわ二つていつ。

しかし, 各地域内のこの土場の技がり小さく, 大部分のものはである。 生た, その分すっ迫 

形上のf丘唆性地形の情部.開折段匠面 iなどである。 つぎにこの土の分布のでのﾡしい特み 

海抜高の関係である。 ナなわち, この土収は地成によつて出現する海高にH迎が,8められることと, ま 

た同一通域内で も特定の地区ごとに幾つか・のWにわか.れて. それぞれ一定のﾡ高の団に唄られて分布 

ナる ことである。たとえ北九州地方では海部100m以下の昨と200〜220wの昨にわかれて山現するが, 

中部地方では 100m. 以下の昨と 300～600mf の昨にわかれ, 北ﾡを地力で 100m 以下の誰と400～700m,の

四の群,東北也方では仙分. 後岡付近で約100w,の高さ, 北円費限山境古2山1付近で400w. 北湖遣の小 

,士別地区で 60～120»,「別付近で 300mr の海払高にそれぞれ現っれている。

これだけでし 赤色土の田現; 工 必ずしも各地地の欠続条件と密ほな係を示さないことが場に推定で 

さる。

第2図 日本全土における赤色土の分布

Distribution map of red soil in Japan.

n 北九州地方の赤色土およびそれにともなう黒色土壌の分布

今回の研究において関生した範囲は,島城を除いた福岡県のほぼ全域と,佐賀県のほほ全域。大分, 長 

網果 の一部の地域である。そのうちでも, 筑紫平野周縁前,遠賀川上中流域,背振山塊および その周縁 

筑後平野周緑制,矢部川流域などについてはで き うるかぎり 希在を行なっだ。調査地ル域内で赤色土お

工 び無 色土の布したところ は第 3 図 に示す とおりである。

下da ーー

すC5い

Ridge3

Gesikai-Nado

Biack Soils
色土奥_____________

水改 円(よ4はよび/;中地と 
台地山ﾡ
Bouadadpontieldsodupous

第 3 E 北九州におけ る 赤色土 と これに ともなう黒色土ﾡの分布

Distribution of red soil and accompanying black soil in the northern KyushQ.

赤色上の分布する位近は,背振山塊巾のただー地点の も のが:海抜高54400にみら れた以外は, 丘陵性山 

の/刷部や段丘面の 200～220w・ の純叫と. 低位丘陵中の 30～100w の範田 とにかな り 画然とわかれて 

みられる。すなわち筑紫平野用緑の衣林地区,福岡市東南部,国商部の丘限地域では低位のものが多いが。 

久山町ノ神の大明川深谷沿いの段丘面やその東方をほほ南北池する迫賀川流域との分水界をななす丘険 

中の校部では200～220mの位itを占め, また,福河岡県南部の納山境の西報部をなす高良山中や矢部川中 

流域の段丘面な どで は 220～200w, の位を占める のに, これと 岡す る 高良台 丘酸地域で さ 100w 以下の 

ところにその分布がみられる。

このょう に赤色土の分布する位置が海抜高の両でハーでな く,特定の海抜高の範囲に群をなしている こ 

とは, 前にも記こ述したように口本の他の地域と同であるが。北九州のものは朿海,北陸地方と比べて, 

商位に現われるものと低位に現われるものの比高は小さい。

また, 地域内の赤色土の分布は非常に断片的で あって,分布単位ごと の広がり はきわめて小さく,ﾡ総 

する山地の各所には, かなり 異なった形態を もつた土塀が入り交じって 分布する。このような傾風向は, 東

が色土媒のげ究 II (以・大政)
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海地ガをはじめ近総・ 回, 円回地力泣しとより,川本全放に通な現糸であつて, ITi)地ノのバミビ 

や四国ガの高知県召川I書北H色内のIiでは添流あるい注小C唄を岡てた内lほ地にポ ・ゾル化土 

が8められている;法か.. 多くの地域で::し;#しi,納色森土あるい辻川色土が近lしてらしろ。北 

九州地方で.. 尚色体士あるいはその木始:形態をもった土が:Wほ土旅の人分をいめるが, ・ 

地区で はに 示ナﾡ色土旅が務ほな:関係を示し : 分布すナる ・

この地域内の色土旅はめ3Mに示ナよ う に, 青炭山塊出养で. よ赤色土より し ・段りモの段と「.ili上:.二, 

筑索野, 日原地区でな小丘「:に:よさ生れた沖f地沼いのきっめてﾡ「の段状地形iにつ, それされ主 

・つた分布を示すほか,福良台丘闕"由 tびその西地区で, ある ものはか色土をおうつて, またあ 

る も のまか色土に接して分する。高貴台丘ﾡのも の注側々 の分 if s あて小 さ く, 小谷の折 

に ょつて 切断 = た形態を示 している。同 色土壊の分 的 と 海がの関係で商5Afi唆の ・ のが:i2 ・ 商s 

く,海払高約80nのfi : ・ ッ20w,のf流tと山めるが. 介色土の期

合より もその高小さい。

m 北九州地方の赤色土と,それにともなう黒色土の生成に関する考索

1) 赤色土の生成と現在環境との関連性

北九州方がロ本の色土分布の代よ的な地域と されていることは,すでに記述した。 そしてn本の上 

歯学界では, ・級にこのホ色土は具の公候条作によつて生広されたもしのと解されている"川®!。1F 

はこの地方やI海方の気ﾡ条件を州断して,ロ本のホ色土の生条を,年平均iﾡ 14.5～18°C,円 

量係数 (RF) 70～150<, N-S係数350～700< とし, JENNY の吹米におけナるJ色土および赤色土の条 

件. 年平均温眼M~21。C. RF55～87, NS係数234～379と対比し, H本の気院条がにﾡいて 

いる数字を示すこと を, 日本のか色土がﾡ米のものにべてﾡじの述んだ性ﾡを示ナことで説明されると 

している。これらのぢえ方は,いずれも現の土』分命地城の欠候条作が:そのま主その土収の生広を支岡 

するという仮定にたつている。

赤色 土 と 環境 との間に も し 密後な関係がある とするなら, 地域内のか色土の分布はﾡ沼的であるか, 

またはナくな くとも,地形的にその頭が強劇される ようなところ, たとえ/県の竹iや, 少位では市 

ない し 南西に 面した傾斜面な どや,統地にiし たﾡ斜面な どのよ う に口四 よりも 高温; こな り やすいと こ ろ 

の土ﾡはﾡずな色土になるはずである。 また, このような条件で亦色土になりやすい母材のと ころに赤色 

土がみられて よい と思われる,ところが現実の赤色土の分布は,第3凶に示されるようにはなはだげバ 

であり, また,地域内の土県のうちでは文間的な分命を示さず, このようなサえ方をり書きするような系 

教的な出現を していなない。た と えば,制倉地域内で般 もまと まった分布を示すと みられる 福岡市番間町と 

中t とする地区でも第 4 示す よう に, か色土は城の地l(18lw) から 多 " 良町松崎を結ぶ多々 f丘唆 

の後線の:シほ北叫にﾡられてられるが,陰線の市側の丘唆中には全く 出現していない。さらに形的に 

細かく みると,この団地の西南緑にある世筆坂付近では丘陵斜面の北而;このみ赤色土がみられ, またで 

町長谷付近では赤色土は丘唆中のI脚部に分布するが, この位那: は城の越山の北髓にあたつている。

このような筠 用 は,赤色土が点住的にみられる地区ではさらに刊然と している。久山町上原山ノ神地 

区で まﾡ 5 区に示すよ う に, 赤色上は 渓谷中の張い段丘面上と その下流平•野に接する 扇 状地にのみ分布が 

ﾡられてお り, その分はきわめて画然と している。

ホ
RedSoil

[ 100m以と"あ光

Hgher than i00 reter Ridges and Atitde

第4 図 番推付近の色土の分布と地形との関係

Distribution of red soil in relation to topographyin Kashii region.

第 5 図 上久願山ノ神の赤色土と地形上の位お よ び地質 と の関係 

Occurrences of red soil in relation to topographical- 
location and geology in Yamanokami region.
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第 6 図 商良山および商良台丘段のが色士のグイい.と地形とのい係 
Occurrences of red soil in relation to topography of 
Mt. Kora and Koradai hill.

第7図 IT納山系および高良山茂の赤色土の分布と 

位置,海抜高, 方位との関係

Relationships of the distribution of red 
soil to the location, the altitude and the 
direction, of Min6 Mountains and the 
foot of Mt. Kora.

も特徴的な出現を示したのは, 久 

田米市 郊外の高良 台丘唆 ・のものと項 

納山挑中の高良山hの斜面上部に存在

するものの関係であつて, 第6図およ 

びw7 区に示すよう に高良C丘陵中の 

ものが海払商50〜100m・ の純四の斜面 

上部から斜面にかけて山現するのに対 

して, 高良山中 の ものは海抜高 200〜 

220m のと ころにある小星仪あるいは 

物状地形のところに限られて出現し,

しかもその位証は方位に全くかかわら 

ないことである。

これらの例示した幾つかの現ﾡは, 

いずれも局所琢境によ つて赤色土の生 

成が優先的に行なわれる可能性を明ら 

かに否定的にする ものである。普野1) 

らは, 北九州の赤色土の分布が非常に 

ﾡル的で あって, しかも 面積的に も 支 

配的でないとい うことを, 母材のﾡ択 

風化によると解釈をした。このような観点にたって,調査地域の赤色の母材を通じて, 上記のような現 

象を検対してみることにする。

赤色土分布図 と地質図,"を対照してみると,その大部分のものが古期第三紀用と税層の上にみられる 

が,そのほか花商当, ﾡ母片岩, 資関岩などの古期岩石上にる少なからず認められる。しかも, 赤色土

四野 ホも, 

Redsoil

第 8 図 竹根山塊 出禄部の段正的が理式断而 と土旗分布 

Schematic cross section showing the relationship between stratification of the 
terraces and the distribution of soil, of the southern border of Mt. Seburi.

は これら の各地悟や岩体の分布する地域のごく…部を 占めて い る にすさない。た と えば. 上記の香能地区 

の大部分法古期部三紀岡の買営および砂tH岩, 砂を槍ﾡと しているが, 赤色土のと ころとそうでない 

ところとでは材的に遊県は認8め讃い。まだ,'那須山塊を中心とする花崗’は 花网関緑岩地域の大部分は演 

岡風化の形式を示しているが, 赤色風化をしているところはそのごく一部を占めるにすぎないし,風化形 

式を異にする ところの母岩体には何らのは材的な差先は認められない。っぎに洪極用でみると,ここの地 

層は形態的には一部を除いては花岩の風化物を体にしたものが多いが, たとえば振山境府旋の段丘 

面では郊 8 図に示すよ う に赤色土は III 期洪積世の地付と は 密接な関連性を示すのに,これと ほぼ一の母 

材からなると思おれる訴期潰徴の地用と は商接な関性を示さない。

これらの幾つかの現条や, 後で詳細に記述する (第3). 4) 節希照)調地域内の各所にみられる赤 

色土あるいは赤色風化面などの特興な川現係式などの点は, 土城生成作用をりえる 上で, いずれも母材の 

澄択風化という脚点からは説明がつかない。筆者の一人皿』りの調査結果では, 赤色土の分布やその出現様 

式にみられる特徴は,；再査地域の地史と結びついているものと考えられる。

2) 調査地域の地史

調地成の地置は第9区および第10図に示すように, 下位から, 三都変成省畑 (古生代) ﾡ石層群(白 

亜系),花崗岩および閃緑岩類 (白亜系ないし古第三系). 古第三系の積岩, 新第三系の火成岩類, 久和 

米岡W(,(ﾡ新性一口山), 旧期積世段丘税用, 新期洪積世段丘址積用,旧期中区世段丘ﾡ岡, 

神中積岡な どから なつている。これら の州およ び岩体の分布 と 既住の t料をも と に, 調地城の新生代. 

こ と に, 第三紀中期以後の地史に1点をおいて解析を加えてみる。

小によると, 当調地城の先陸地形は, セノン変動時期(白亜紀来) の著しい道陸運動の影響をう 

け,I層運動をともなつて幾つかの地ﾡに分立した。つづいて古第三紀の時代には西方より 漸次海浸 (陸 

地沈降)が行なわふれ,佐賀県西部地城 博多周辺部, 速賀川沈域全般などには炭層をはさむこの時代の 

地悟を堆積した。商新 ・中新世の変動始 にあたつて古第三紀 の海水は後退し,調査地域全般が陸地化 

するとともに変動は激動段際に述して 上記の古第三系は柄曲し,祈木細工のような断用系を生じて, 地塊 

ごとのおるいは小ﾡごとの運ﾡは複雑な動きを示した。 そして中新世末の瑞穂沈降時代には,調査地域
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第9区 調地取の地図

Geological map of the northern Kyushu.

は「と して残存して削細の影惻をう け,沛:平原の形成が行なわれた。

このような削制によ る軍平原化の様相は, 介ロでも#II境, ことにその南側の花崗岩,関岩地地 

によく保存されていることが价認される。ついで地盤連動は上界期にはいったが,曲査地域の南部は埼部 

的に陥没して•黒木盆地をはし め矢部川流域,久 く米 小 の南方高良台地区などに は久刊米風群”) (仲に 

よって は野新此 あるいは俳所ﾡと もいわれるが, まだ正確な時代区分は明らかにされていない) と 

いわれる地橋が湖成あるいは三角洲堆積物と して税した。したがって,この時代;こは上記の南篇地域を

・ ﾡ ﾡ可 
Aレトosion 

terrQce

□な欲面以上"む心
Higher thon AbrOsie I

回 ぶ丸
Bosalt

第11関 後久留米変動時におけ る ﾡ岡市近防の海触面 (E山原図) 

Distribution of abrasion terraces (near Fukuoka city) formed 
by the Gokurume movements.
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第13図 高台丘唆および上津荒木丘唆の地m 
Geological map of the Koradai and the Kamitsuaraki hills.

(島ムﾡ図)

Geological map of baisins of the Homan and the Yamaguchi Rivers.

除いた他の地域は吹然と して欧地と して前制されていたことになる。

っいで, 洪秋祉にはいつてからの地史としては,』山"かによると, 久留米岡昨の地積終了に引さつづ 

いて起こった後久和米変動によつて調地域の地塊はさらにﾡ曲, 傾助し,北西一商東方向の所用系を生 

み,同時に地盤が沈降している。

このと きの注降によつて,平均現在の60～70m,の海抜高まで海水は侵入して海触面を形成し (第11図念

m). 海触而上に巨円磔国 (旧期洪秋一) を積した (第12区参照)。 これに引きつづいて地録の上昇が 

始まり, これによつてこの海触面は侵触された。

その後,前より も規ばの小さい地銀沈降があつて新期市州の進積が行なわれたが, この沈降時に局部 

的に降量の大さかつた ところで は砂礫南が厚 く 積している。

その後,さらに地盤の水平上昇が行なわれて洪ﾡ世が終わり となつているが, このと きに新期積層の 

段丘が形版 された= (第13Mお よ び第 14 図参照)。

このょう な洪は冠における地史の変遷を,さらにJ地『Keoewwoとm島の調査結果を も と に通ﾡすると, 

新期洪積府段丘の分布は二日市地湖 と有明海に面 した調地域の商部地城に幅 し て存在 し,北部地域の表
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第15関4 汰 積の各時代に おける 調地域の 水「分(古地理用 折区) 

Map of the pre-geographical analysis.

岡市周辺の丘ﾡ地には海触面の残イがよく認8められて, それよ り も低位の新ルHからなる段丘が存 

在しないという特みをもつている。このことは, fの時代に城後主で女湖部と行削海を逆力ていたと 

される二h市地満を境とした東西の筑紫,背振両地塊が,抱緒の"降にあたって,筑紫地塊がほぼ東西方 

向に, "振地城が市北方向に, それぞれ傾動運動を行なった こと を物つている。

いち, これらの関係を洪秋山における水陸分布凶と してあらわせば, 第15悩に示ナとおりである。

さらに洪ﾡ世における調地域の地ﾡ運動を細部についてみると, 数多くの層昨によつてりられた地 

塊あるいは小地 塁ごと に, きわめて 桜雑な功さとしたとじわれる兆ﾡは各所に認められる。ﾡilの料72) 

に示された爲良台丘陵の南縁にある中広川の低地と, それにする入女丘唆との解F係な どはその好例 

の 1 っである し, またﾡﾡのiﾡの残イによる水成積物用の在測査材果によつて得られた1r約川境中 

の小尾根あるいはﾡ状地形の海抜高 200～220mの現ﾡ之はじめ, これと同じ海抜高にみられた矢部川」 

iと 火嗚川流城の嶄心:の1*堆试物の存在は,四/の他の同様な現象と対比して, 100""以メ上の著しい高 

方があ る ことから 今%ナれ,地境によつては後久留求変動時を中心と した地盤の昇降: こあたって,平均 

値よりしかたり大きな動きを示した現われであると肝される。

これをけ:る料と して, 地域; よ少し はずれるが, 茂木温灰岩暦の唯殺位近が瑞曲海口以後 720m 内外 

の術か.ら 海面 まで 代下した とす る 矢部の 加dに対し,E山l』tその唯ル沈『の時期が:後久和米変動時 と 

同劇 Wであろ うと命じていることなどや, 矢部の 日木周紙の浜秋 世における 2 回の陸地沈降の規模が,

1 Wllが:Y以7oow. 第 2 回Hが最高 150w,に述する と いうi告のェ ど がある。

これらの資料に示される地盤沈降の時期,こと に欠流のャ 1回日の時期は調地域の後久留米変動時期 

と :ヨ玉対応にされるので. このMにおける調地域の平均沈「の商さ60～70m は,全日本の平均M700w; よ 

り もるかに小さい。しかしなながら,北九州のPlル域で,上記の う な茂木 通区の西 700w, に ぶ大さな 

な動を示した境も (tナるので あるから. 刑査地域内 の IT 納山塊や筑紫山塊の 一部の変動 がﾡ 200m 

を示したとして も, そう突飛な孤像でない。

以上のような調ル般の新生代, とくに, その後期:こおける地史の変遷:エ地質図上にみちれる各時代 

の片野に著しい特徴をりえている と と も:為 地彫お よ び土壌分布や' その版に も深 く関与している こ と 

が8めらられる。

3) 地史と土収分布との関係

制空地域の地史の変遷と,それにともなう地甲の分布と土分布との関係についてみると, 赤色土は, 

後久和米変動(旧期洪積世)によるﾡ触面と,引さつづきその上に積した巨円ﾡ刷たは法読ﾡ土用 (回旧 

期もl) 上に支m的に分布している。そして, 時体が赤色限化を行なっている部位は海触面の上端部に 

叫られてお; り, 色土が税型 (土R) を示すのは旧期洪積刷の巨門ﾡ町主たは環ﾡ土岡の上位部であ 

る。

赤色土はこのほか新期洪積層にもられることがあるが, その分布は普過的ではなく, また, 土色も旧 

Mﾡ用のものよりもびいのみならず, 多く の場合異質の色謂のものと夾雑し,さらにその出現する土暦 

の位置も-定していないなど, その兆使には明らかに2次積的な災米が強くみられる。このことにっい 

てょ次簡でしくiじ述する。

ﾡ色土の分布は赤色土の場合と対盟的であって, ﾡとも支配的にみられるのは新期ﾡ世の段丘述積物 

納とM中硫Iの紙位な段丘ﾡ約用にほほ唄られており, それよ り も古い地にも, また新しい冲積面 

のいFれこもみられることがほとんどない。 たとえ送, 久留米市南流の商良台取で;,黒色土ﾡは新期 

J(qが心逃を5う商部の八女丘唆とその西係海にﾡられているし, ニ口市地湍内ではその本流筋には 

現れいで,IIの第をなナ遮営の在によって入りくんだ女谷i沿いの彼い段丘面にのみ分布し, ま 

た澗在地域中でもっとも分衣规模の大きなす娘山塊南旗にある新期決秋世の段正面中でも, 製色土県の増 

精燃漠は水流のび否と密接な関係をもって'•、る。 しかも, 新期徴の段丘,旧期沖試世の低位の段丘面 

のいずれの塌合でも, m色土収の分布する位ﾡは,ﾡ元の在在する四田の兆形と閲逃して多慮すれに, 段 

丘形版ﾡに水の過位する連が小さかつたと地定される条件のところだけに唄られているよう にぢえられ 

る。このことについては次簡4) で例示して説明を加える。

4) 地史と赤色土お よびこれにともなう 黒色土壌の出現様式 と の関係

調域の赤色土の大部分は, 炎州から下州に進むにしたがつて赤色味が州すﾡ向がみられる。この現
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16 新大間池脇小立の赤色土出現様式 

Occurrences of Red soil on hills near 
Shin-oma pond, Fukuoka prefecture.

の中には, 一げ生のめ二 *つて色した 

と解されるものもないで :ょなないが, み.る解訳 

がな りたつためには. 七 立 的面を懐底一)•る 各 w 

fのl!に生り二九て地税したI!係が:もたれる 

ことが必要である.しかしながら,利査建域の

ホ色土の中に は こ のよう な 前拠と 否定 し なけナれ 

itならず,i述の地史 とそれに ともなう 解序と 

密広な関係があると判定される現朱が多数認め 

られた。

以下ホe土を 1休にして. これに付はナる墨 

色土はの出現趣式を示す适 (り販) Iiiを例示 

し, その神徹とル史,用Fとの係を術断して

ることにする。

( i) iu岡県W/I大川平原の新大Ii池聡 

の小丘

この小元は, i海高6約45m., 統ﾡ平野の東市

方に後する小丘昨の1つで,壻盤は角閃岩類か 

らなつている。J所面iの様Hは第16図,I1 

に示すよ う に, 用は約 5 cm. " さでKlに よ

つてやや汚染された暗褐色の (A一B)ﾡ,(I) その下部は約15cmさの汚賞色の土州(II),それにつ 

ういて #:30cm厚さの渋赤ﾡ色の土ﾡ(I)があ り ,下方にむかつてK次60～70cmIさで ﾡt色の土m(IV), 

レンズ状ﾡを示す黄色の土W(V)と推移し, こらに濃赤色の巨大円形斑を行する班 (C)(V), 俄いて 

潰赤色に ビランした 岩からな る 刷へ と 推移 している。

邪17図 須恵町における巨円報層 (旧川洪積層) と赤色土出現式述との関係 
Occurrences of red soil in relation to the shingle bed of older 
diluvium at Sue, Fukuoka prefecture.

-ら の 番咨他開の推移を細か くみると, t 色の土パ( V )と その下位パと の間には古生 Tの走岩か ら 

なるﾡ化門ﾡの引があ . そのi下の巨大円形度を存する岡の一部お;よび,上位の各土ﾡには同ﾡの 

小門成が旅見されしるが. ﾡ岡には全く各まれていない。すなわち, この小円隠の含否境界面付近に明らか 

に不整合面であって. その『1上位;こある濃赤色に巨大円斑を示す陋 (V1)はﾡ化が新しく進行していて, 

一処ﾡ府の税 さ とえるが,同一ﾡ面を抑つたﾡ125でもわかるよ う に, 巨円魔悟の風化したものと判所 

されるので. この不整G面;は前述の地史とﾡ合してみると, 後久和米変動時の海触面にH当し, したがつ 

てロ円操疚化階を含めた上位の土曜は旧期洪積暦にあたるものと判定される。

この川面3 に地域 ﾡ旧期地岡とされる巨円ﾡ層欄当用が, 上記のようにﾡ化が著しく, 

用と の判別が:不明 り よう であるから,この時代判定;よ一見無理がある よ う にみえる。しかしながら, こ 

の小丘がその北ﾡをなす一の小丘険地域. ことに, この述に近したじ海抜高のところ, たとえばに, 

ﾡU町よびその蘭西方の小丘の各所で, 第 17 図および务 n 2 に示ナよ う に巨円磔純が古第三系の堆積岩 

あるいは花崗な体を切って明 り ょ う な不整合関係を示してみられる こ とで十分に対止でさる。

さらに, こり所大間池の断面では, 不監合面より上位の各士岡. I, I. IL. I,V,V岡間の関係は 

I 隋を除いた也の土屈;: エ地太; こ対して空合した形態を示さないという特徴をもっている。すなわも, I層 

は幌M (16区)右方に移るにしたがつてルさをじ, 断面右方ではその上に黄権色の土岡 (さきにI 

州とした土,w) がや20cw厚さで被置し,しかもこの両届の境界面には, 上記のV岡とVI用のﾡ界面と同 

椽に古生年の珪岩質な円既!の線状堆積がみられる • このよう な領向は, さらこI, V刷間においても同様 

であって, 円型 あるいは土城を; ょ さ んで帯状また はレン ズ状に刊然 とした 色調のむら と生じている。

土用内のこれらのき現象は, 1(A-B)用の分化を除いては, これを土壌生成作用;こよる土層の分化 

と*えるのは不盗当であって, 土用が水成を行なったと さのﾡむらの現われであると解する方が妥 

当である。そして, その時期は巨円ﾡ層積終了間の向陸化助と考えられる。

(ii) M岡市番山町浜り,番ﾡ中学砲の切販地研面

w 2)簡に記述したように, 番嶋地区一ﾡの低位の丘陸は後久留米変動時に広く海の影ほをうけてい 

る (is第11図参照)。 その後 多少の地塊運動とね他によって小地塊に分立し,地貌も変化している が,

第18図 番他中学臓古第三紀浦上の赤色土出現成式 

Occurrences of red soil on the Palaeogene beddings near 
Kashii middle school, Kashii, Fukuoka city.

N ふ セ ナ Red soil

○o4sらっぎぱ" coc_oS3a
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丘面の各所に現在なお海性面が保されている。

こ こ の道はその海触面を ・ つ小地境の一端を占 めてい る。海抜高6#40w ・ 古郊三飛の工I;; ご砂"の 

互格を基盤としている。M面のゆは, 第18日x, 3こ示すとおりで, 例示(i) とHﾡする.は, 兄 

かけ上古第三系の堆積岩の上出;が能状に赤色風化をした彫速を示すことである.

こ こでは地炎から,ﾡ神色ないし汚神色で細ﾡ状 N たは細堅果状構造をもつた土片 ( I ). 白i灰ない 

し駅褐色で,その中に赤色風化した小円ﾡとﾡ品片どの小ﾡを命む土ﾡ (I). 赤褐色で, 下位の古第三 

系砂若悟の赤色限化した巨礫と 古生的の小円礫を含む土ヤ (II). その上位が赤樹色にピランした白第三 

系の基岩暦とからなっている。この所面の著しい特徴は, (I) 您が加色系, (II)用と刷が:ホ色味卜の 

強い色調と示すのに, この両層にはさまれた (I) 所が未風化の极相を呈し,土壌生成作用; 二よう上mの 

分化を考え る には不ロ 然な交 を してい る こと で ある。さら に詳細にみ る と, 基盤の古第三系の地州は:北 

に約30°の傾斜をもつているのに対し, 上位の(I), (II),(II) 所は基盤と 異質な古生 增後を含み,北 

東に約10°傾き, しかも地表面とも整合した関係を示していない。これらの諸現象は,明らかに地版的な

積をしたことを示すものであり, (m)用の巨ﾡのイ在とあわせて考※すナれ, (UI) 岡とﾡ解の川に 

は明らかに不整合関係がある ものと判定 される。

香ﾡ地区では,すでに記述したように後久ﾡ米変動による海触面の形後,新期浜ﾡ岡による段丘の形 

成がみられず, また (.111) 用中に風化巨度相が存在するから, この所面にみられる不笠な面は海触面にﾡ 

当し, それより も上位の土片は,例示(i) と同期こ海他面形成時に堆秋した旧期洪積>と判定される。 

この左の南方の小丘陵群では,上位的の堆殖を欠いて,灰色を豊した海触面の岩ﾡ上にわずかにﾡ灰色の 

土層分化が行なわれて いる平 担面が各所 に存在している。

(iii) 福岡 m 香椎町浜刃, 例示 (ii) の東方約300m,にあるり販面

ここは, 海払高は約40wで, 例示 (ii) と同げな地形面である。 盤は震母ル書からなつている。I面 

の様ﾡは, 第19区4および!4に示すように, 雲ﾡルのﾡ岡の上にﾡ板,ﾡど, 関省, お母片岩な 

どの古期代の岩石からなる円端を多数命む砂ﾡ層が:被置 した形態を示し, 上下両層間に不ﾡ合側係が明 

りょう に 您 められる ものである。この所面でのみ色風化の兆ﾡは不整合画下のル岩体上位流にみられ, 

不整合面より上位の砂閥用は, 地から賞色砂関用, 货褐色砂獲陋, 秘色砂脚解の3用にわかれている 

が, 赤褐色砂礫症と 基盤層 と のﾡ界面の山部にはJ色砂刷の レ ン ズ状唯積をみる。

第19区 香推地区の結/岩しにみられる赤色土の出現り式

Occurrences of red soil on the crystalline schist at Kashii region.

例ボ (ii) と は用材を除く 他の立地条件が 同じであるから, このI所面iによつて, 例示 (ii) では一見判 

然とL なかった海性面 (不整合而)とそれにと もなう 決積屈の堀战が衣椎地区でも 行なわれたこと を立証 

することができる。

主た。これらの(i).(ii). (iii)の例示は, 各例ごと に,年岩, 準営体守が県なるにもかかわらず, 

居f; 体の赤色風化した 止にﾡ土州がミみうけられるAで,者しい通性を示している。

このWの形態を示す例は, さらに, itli県iW久山I町『上久原uノ神の海抜高約50mの. 三井ﾡ野 

町熊野神社脇の海抜涡 160m・のところ. 八女郡広川町川瀬,同北川内などにみられる。これらの地点で 

はいずれも 結晶片岩 と 盤 としているが,そ の上位 解は旧 期洪積用また は久科米 靖上部 と判定 されている。

つぎに,基的または基代体に赤色斑化而がみられないが,赤色の土聯に特異な現象のみられるもので, 

地史あるいは解序と関係が深いと サえられるものを例示する。

(iv) a岡県三市叩抗ル町西不叫駅付近の切J販面

ここは八女丘唆の西部にあた り ・ ﾡ商5約30m,若い地役之もつた小丘の側所面である。断而の樣相は 

第201お よ びケi 5 に示すよ う に,主 と して花间 む,…部こ 個面辞賞から な る 巨大な円課岡 (NR) を基 

銀とし, その上に赤禍色で小円礫を含む土解 (II用), 橙褐色の土用 (I岡). 汚黄褐色の土'?？ (1刷) と 

からなつている。

第20 西牟田駅付近の赤色土の出現保代

Occurrences of red soil near the Nishimuta slation, Fukuoka prefecture.

このI所面iのしい特徹は,II用とIY/はと もに変動の影野をうけて小塊刑位に切所され,しかもm用の 

上面が:一ﾡを画してI用に川移することである。またI, II層のﾡとI,N用のﾡとの間で土相が神しく 

H1遼している。これら土歴にみられる形態的特徴は,明らかに地層的な現象であると ともに,m府以下と 

上位の I, m 解は時代的に火なった地字である こ と を示している。ナなわも, m用上面は両岡序川の不ﾡ 

* 而に相当する。これら時代をにする土州の推積時代は,前述の地史および地n区 (前締12区参照) 

と照合すれば, IV用が旧期渋間州にあたるから, これと整合側係にある皿ﾡまでは旧期積岡,I,I層 

は所期状f州と定される。

また, こ の小丘:の裾にある凹地形面には腐地に富む,黑色土境がみられる。この坦点付近の黒色土埃の分 

布は局所的にみられる にすぎないが,こ こから東方お よ び前方の八女丘険の上位面には新期状積府の最 

L 位を 占 め て かな り広く分布している。

(v) 福岡県久留米市嘉良町相川付近の切取断面

この地区は地T認 (前第12図参照) によると, eによつて久留米問の認星した地地に合まれる。断 

面は, 第21閲,16に示すように,地炎から, 松ﾡ色で板状情述の発池した花はの土岡(IR).
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第21図 商高良台丘唆H川付近の久置不層上に 
みられる み色土の出現式

Occurrences of red soil on the Kurume 
beddings at Koradaihill, Kurume city・

褐色地色に赤褐色の小さた レ ンズ土成・-ょご シ 

モ フリ状を品する.生 マの小円究 キじりの上

(IW).赤納色で裕しく地1*:土ﾡ(I州),ﾡ 

白 Ce色に赤ﾡ色にﾡ化 し た小門関をG と地ェ 

土W (IV岡) からなつている。

この断面の神色は.. I 片中;二 多教認められる赤部 

色の小レンズ土ﾡと,上位を占める!, II,II% 

に対してN耐以下が著し く 土出が変わり ・ィiWに 

近い形態を示すことである。

I. ロ,I刷の分化は. 今上解中に含まれる円 

礫の数統配分の変化や,土用間の境界綠の判然と 

した推移な:どからみて地岡的な愛米が強く。 土 

生成作用による土耐の分化とは考えい。主た, 

I階中にみられる赤褐色の小レンズ土斑の形状と 

収様は,ゆ積時の従細ﾡ的遊が:その後の土 

塩生成作用に変化を与えたと 解する より も, 小色

fとし, I旧判預lの巨円隈パがこれを不整Gに該頂する, ﾡげ時代の判然とした区放の ・部である (前 

2154参!)。

诙 洵の保川: 工 和22試4,ム7に示すように, ﾡ炎層約5cは断ﾡ色で腐Kを合んだ土パで, 第II層 

なi色. 课ましり の上的, II耐は主として花蘭当1識からなる灰白色の巨門ﾡ層からなる。この所面 

: ・見現作の原の場によつてか色土の生成が行なわれているようにみえるが, 例示 (iv), (v) のl 

面と対させ. さらに 行投山塊南每に発迷する段丘器の形成を地史的に解折してみれぱ. 旧期積府と赤 

色土の山ﾡとが諾接な係にあることが存易に頭解できるであろう。

この例示と同な形態をもったものは,山境内市ﾡの各所に, 生た, 八女丘険中の福岡県八女部広川 

町川湖. 久利米市高良山中,f回IaUH,字災印, 久山町中久原,福岡市西油山,遠賀川流城の飯塚市 

近傍の丘陵地な ビ. 多 く の地域でみる こ と がで s る。

(vii) (県』悟市m代町長ノWの油町面 '

この述の海払高は#50m,竹山境東商体で二日市地i清の商油に位ナる。断面の模はは第23図,T直 

8. 9に示すとおりである。

ここの基盤; よ黒工母花崗外からなり ・ その上端部約 2 " の記聞が者しく 赤褐色に反化している。基證と 

上土Wとのﾡ界面には古生ﾡの庄岩円ﾡ層がみられ,明りような不整合面を形成している。この面よ

土が:侵触にょつて, また,預途上に簡制せられ, その土也または土塊が他の母材に混入して堆縦し,発 

厢堆積後の地風的な圧力をう てレンズ状に変形したものと解すべきである。これと似した現4は, 古 

い座土あとの断面や,河床の唯士中, 新しい低位の河成段丘,自然堤防などを形成する土層中などにはし 

しめられることである。 主た. この地区は地史的にみて,久留米締の州積後地係の上外時に制制せ 

られ. さらに後久帝米変動時の地曾沈下時代には水浸して,旧期洪秋悟の堆積をみたこと は明らかである 

から, 多少にかかわらず, このょうな羽掌が残することは十分にちえられることである (前第12図参 

ﾡ)。 さらに, このようなﾡ点にたつて, I〜I層とN層との間にみられる土相急変の意義を考応すると 

IV刷の上位面は久留米岡の上位部の刑例面に相当 し,それよ り も上位の I 〜I層は旧期渋ﾡ州である と 判

O ©°(
ﾡ円みチ虐

〇 Shirgle bed

227 ﾡﾡ市江め(旧旭村) 付近の旧ﾡ洪 

積層上の赤色土出現り式

Occurrences of red soil on the older di- 
luvial bed at Tosu city. Saga prefecture.

定される。

こ の赤神色の小レンズ土斑と,地岡の進積時代 

との関係は, と り もなおさずこの地階が堆積した 

と き, すでに 赤色土の生成が行なわれていた こと 

を物2るものとして, きわめて, Tなことであ 

る。そして, このようなレンズ土斑の形成されて 

いる例は高 良 台丘陵 中 に限 ら ず, M岡県北部地城 

の依 手I福丸付近の ﾡ層の台地上 にも, また, 

粕屋郡久山町山 ノ 神の洪積岡扇状地の土ルに も 

認められた。

(vi) 佐賀県島橋 市江』り(旧旭村)の台地切取面

ここは, 海抜爲約40";,背振山塊の東南縁を占 

め る 洪税 岡 の段丘の一部であつて, 公母片岩を

りも上:位の土は, 下位から灰賞色の砂ビパ 

渋IN色のﾡ土用,製色土席,花劇営ﾡﾡ 

砂操情. 暗褐色の表土層の順位で堆積 してい 

る。これらの土潜はいずれも水成堆積の兆候 

をﾡ著に示している。S山かは。この地点が 

その南端部を占め.るニロ 市地清帯内の この印 

の現象を解析して,花崗む体の上位平坦面を 

海触面であるとし, これにともなう水成積 

物層を祈期洪預岡お び旧期中独府と してい 

る (i掲第14区参則)。

このような資料をもとに,この展断面の熠 

位之みると, 赤色風化をしている基岩体の ヒ 

面は海帔而がその後の很没(新期浜船世)に 

よ つて再び侵ﾡされた新 しい海触両 となり, 

その上位土ﾡは新期積席, 主たは, 土州の 

急変する上位の照色土解から姫用士でが旧期 

冲殖片,拈上屈と比較的堅硬な砂课咯が初期 

洪 出 階とそえられる。しかしながら,この 

面の四ﾡには上記このﾡ定をさらにづけるよ

A

湍誌鏡
、まをォ

ク//,ノノノ,, 
/ノ・イイパイパイ

と:化
trにま 分3 runite hosbeer 

weathed Red レoon

うな現象は認められなかつたし, 二日市地済

の北部地域で は,花尚 ど体に新期洪ﾡﾡの被

が:認められて も, その風化面に色風化の

第23区 鳥極市田代町長ノ原におけ る 赤色土 

と黒色土塀の出現様式

Occurrences of red soil and black soil 
at Tashiro, Saga prefecture.

blにc
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改続が:金然認められず,明らかに災なつた形態を示しているので, ここの上位土パの正死時代門定は田 

ﾡである。 者らの考えでは, この断面と地"的fiの近いliの例示(vi) や,羽先地城の也の多く の 

赤色風化 •「例と対象して お•察すれば,上位土やの下半前;よ旧財洪続悟に近く,主た にの!色土げ新 

期浜ﾡ岡と 考え るのが至当である.

いずれにしても. この地Aでﾡ色土壌が出土の形で. し力.も, 新しい時代の水ル述ﾡ州のに地州的 

な山現を した とい う こと は,こ の, 也域の黒色土塚の生成 を号え る 上に T 愛なな を もつ ものとる•える ( 

真9参即)。

この地出に四接した赤坂部絡付近では,上位土Wのfを欠いてホ色にビラ ンした花尚が休が:諾ユして 

いるところがあり (第234参則). また, 白色に滅岡及化した花ど休の小丘が:所にられる。これら 

一ﾡの現から見て,岩休の風化および色州の預後, ル史の変選途上において地塊によつて通功にた 

があつて, をの結果削制の程展に差を生じた ものと 辞される ので, ホ色及化 (赤色 土の生成). 少なく 

と も 営休上にﾡ置した土ﾡの積時あるいは, それ以前の地質時代にさかのぼる ことが: t-分にう かが:っ 

れる。

つき に,黒 色土壊の出現爆式 に みられ る行改のある現外を例示して 険 と加え てみる。

(viii) 佐県神場町仁山村お波岡 •伊勢塚古墳脇の切取面

静振山境市施の海払高約30m, 旧期税の段丘面にﾡした新期積段元面」:の凸部にあたる。ここ 

の断面は術24,以い10に示すように, 金土Wと も に堆心した形您が明り ようである. ここの土収の 

出現標式は,他の色土壌の場合と迎つて, 客しい特微をもっている。すなわち, 凹池形部ではないにか 

かわらず叫色土府の財さは最大約2.5mに及び, さらに, この黒色上やは小列の円理幅を境として,上下 

2州にわかれ,硬さと色調に多少ﾡ県がめられる。ﾡた,下刷の送ﾡﾡ色を兄する土甲とのﾡは』も 

特徴的で, かなり大きな花い岩の円ﾡが界外面に沿つてイ在する注か,上下州がかなり災なをもって 

入りくんでいる。このよ うな形状から,この境界而は不整合的た面と 到定されるから, Liの地上の位 

置tから判所すナれ,上位にあるﾡ色土刷は古い土ﾡを切つてﾡした新間洪税府となる。

5山独方病の旧期洪依 .小3 丘は 

北快茁阳析寸所されて断片的に澀め ら

れるにナぶない。したが:って, これと:ミ

同w代な 位m= 接触ナ る 伊勢塚型の 

土壌分伍もまた決して広くはない。し 

かしなが:ら. このmよう も少し低 

の新期預柄の段丘面に:,1w内外の 

た: さをも っ色土旅が広 く分布する。

そして. この地放内のいずれの"色土 

旅 も 花it砂およ ご円ﾡを 多量に命 

行して. 逃前土の形ﾡを示している。

(ix) ialj県八女W川町川i. 八 

kRﾡの皿e土地

丘段 止:位の 平ﾡ面に あ り ・ 海抜商的 

3ow. 久留米甲 と 不整台;こ被覆す る 洪 

続屈の最上位を占めている。ここの 

i mは, 第25図 お よ ご 以11に示す よ 

うに, 最 ド価は固結した灰货色の課解

(L} ﾡﾡ色 
Carkbrwni式h bく

(I) ﾡ 色
BlocK

(□)宗祀色
Browm bIacK

7色5kﾡ
Yellow-brown colon
congrOIierate

奇逐色稀通Red-borncor corgromerote

灰両祀色 
Grayisltyellow-DハOwﾡ 

csor 6orsromerGte
25 ハ女町川町川市の八女丘唆にみられる 

無色土壌の出現慌式

OSSvTenSeSofblack soil on theYame hills(youn. 
geTailuvium) at Hirokawa,Fukuola prefecture.

・や・ その」に位にまこの甲州を不SGに切つた積形態を示寸円ﾡな赤N色の土用と. その上に円 

ﾡをかんだ賞神色の土刷がみ、られ,叫色土Wはこの賞納色土町をさらに不ﾡ合的にれ」る。
このn色土刷色別の派によつて,地炎から節ﾡ色の土問(1m).Neの土W (nw、n#色の 

土岡(I刷) の3亜府に区分きれるが,普過の土順面における各府位のﾡ合せとって, 各您間の推移 

•は 一線を画して明り よ うである。このような現4は, 一般にメI灰などの降下のように時代を興にした品 

材の供船があった塢合に,しばしみられるところである。しかしながら,ここの風色土解の場合各土厢 

.ともに珪岩货の小円礫を多数含み, 母門は明らかに通ﾡされた形ﾡをもつている。この紋よにたって黒色 

土用の3岡の推移をみると, 情生の変化によ り, あるいはﾡMの沼による岡位の形版とは考え紙くや 

り ,下Rと 何向様な地岡的なﾡをしたものと判所される。

第24区4 佐貫県伊笏塚占噴段に 上の黑色土塀の出現群式

Occurrences of black soil on the diluvial terrace at Isezuka, Saga prefecture.

ここの地層の最上位を占める"色土パの預時代は,ﾡllIのホ9によつて新期洪硫であることは確 

であるが,これと不ﾡ合側係をもつ下位の伴『土用, さらに飛下増の固結礫帽の堆科時代の決定には相 

当困難がある。既住の資料に よる と,この地域は久和米州を柄期額州が:不合に放ﾡしたこと になって 

いるが, 前にも記述したように, 後久田米変動後の地塊運動も小地域; こよってかなり 複雑で,な時代の地 

岡の請も, 主た制制も きわめて変化に高んでいるとみなけiれょならない。この I折而: こ隣接する 四囲の各 

地の上片の 様 相と 地質 資料 と を対地すれ, この順画の最下層であるW特閥岡は久留来席, その上位にぁ 

る赤部色の円ﾡ置土柄と賞尚色の土岡は新期状航用下流また;はI旧M状税Wと刊定される。

(x) 福岡市販』町ﾡ 日 原付近の黒色土壊

ここのm色土収,海高ド16〜18mで,他の皿色土坂と途つて,調f地内では&もほい位mに山現 

する。また, 山ﾡ脈式にみられる1つの特位は, 第26区に示ナように約2»前後の高ともつて2段にお
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黒(ﾡ) 色

新洪定よ上 B 
errace of yOLuger cilliviunt

般褐色
BrOn1 blCCk
ヨ 色
8lQcK
解氏黑卡0岂
Groyisht brow/il block
褐 色
BハOwI

古沖ﾡ般女 C 
TerrGce of older Qlluviumi

灰白 色花同ﾡﾡ砂
Granitic white Sond

第26図 番 日 原付近の色 土塚の出現博式

Occurrences of black soil on the younger diluvium and the 
older alluvium deposits at Kasugabaru, Fukuoka city.

かれて出現することである。

高位の"色土壌は呼さ約1m, 運積土の形態を示し, 花尚ﾡの風化した破砕張, 砂を多量に命んでい 

るが。色のin談によって, 表的から無褐色の期 (1用). 女色の用 (II刷)。ﾡ灰ﾡ部色の岡 (I用) の3 

亜層に区分される。3層ともに情池の発述 はみ られずかなり 緊密な 影旗 を 示して いる。

低位の黒色土壌は高位のものに比較して著しく 砂質で,それ; 王ど緊密な用.読を示さず,また, 色調も単 

色で亜層の分化 も 行なわれて いな い。色土用の厚 さ は#C40cmiで, 下屑の優白 色な花崗%’; 質外用 に判然 

と 移する。この斑代の黒色土填に傷統した凹 

地には小さなな沼が:塩する。

こ の地区の黒色土塊にみられる Liの請k現ﾡ 

を既往の資料をもとに地史的にみる と,この地 

区はニロ i地i溝のほ北ﾡに位mし, 森日 原地 

区は地消内 に存在す る 低位の新期浜積用 の 段丘 

と . その一部は段 にの西南方に存在する花 尚岩 

休からなる海抜高約 50mの海性段丘には さまれ 

た低地とにまたがつている (第27図参照)。 し 

たがつて, 高位の黒色 上壊は新期洪積層の段丘 

面上に, 低位:の熱色土境は旧那珂川および御它 

川の古い河後低地,すなわち旧期積面に欄当 

する。そして, この地区の照色土城は ト.記の 2 

つの他史的堆積而の中でも河川の木流沿いには 

みられないで, 四囲の地形や河川の流路に関進 

して 水流の速度が小さかつた と 思っれる地域や 

自 然堤防 にさ えぎ られた排水不良と 考えられる 

地域:このみ限られた分布をしている。

5)赤色土の堆土あるいは生成時期とその環境

これ主での依る州』県こまつて,調E地城の赤色土の山現は, 主に旧期決積世の後久刊米変動時期;こ彫成 

ミォ清催面と, その後の地銀上界にともなう旧期浜積の水成艦ﾡﾡに映らiれ, しかも,岩体に赤色 

風化の兆伏がみられるもの;はすべてi海触面商下に位mし。その他の加合はすべて堆租.を示すこ と, ま 

た,新M税お ょ び以後の堆科地階に は赤色土の堆植が 浒迪的ではな く,存在する場合で も 旧 期洪祐世 

のもの. りも色ぷが法く, しかも他の色ぷの風化約と記入して積した形勝がこるめられること. さらに, 

上記海触而のうちでも*体に赤色反化の徴候の認められるのは. そのに水成ﾡ層の存在する場合に 

Wられてり. この州を欠く消触間上には1ほとんどの場合赤色肌化の依候が認められていなないなどのこと 

が判明した。この鮎果,羽充地城における赤色土の生要な堆徴時代は旧期決療世であり,それ以後の地質 

時代の地用にみられるもの,いつたんﾡしたものが侵触によつて簡制されて呼び沈積した2 次的なも 

のであると判定される。

このう に,旧M積世の地府にみられるみ色土の現形態がﾡ型を示すことと, 海触面証下に赤色 

風化帯がみられることから.赤色土の生成時代は,この土展の堆積した旧期洪秋世また;まそれ以前の池質 

時代と考えられる。現在までの測杰結果では,調地域内には, 旧積の地岡に多量の赤色士を供給 

した根源の痕跡も, また, 旧Mﾡ世以前の地用 (地収ではは久留糸用)中にも赤色土の流入増積の徹 

試が8められなかつた。この現ﾡと,調心域が第三紀中期から第三紀求あるいは状積世初期にわたる長 

い地n時代のl, ﾡ地として政し,前側されつつけていたという地史的Iをあわせて考虐すれ, 同 

載における赤色土の生成時代は, 久留米府ﾡ以前の時代にさかのほる可能性は。まずないと号えら

れる。

ここで, 色土生成に関してもう1つの見方がなりたつ。それは,旧期積性の地用積終丁直後の乾 

陸時代にその生成が行なわれたとするものである。この考え方の根奥は,前めに例示した茏または切取断 

面におけるか色土用と不監合面下の赤色風化ﾡの収様の細合並が。普通の土暦あるいは地的にみられる 

地心水の動きが土州または地層細織の情ﾡ 昭載など那学的性賞の迎いによつて影響をうけ, 地中水に合

まれた鉄分が, これら性状を異にする階の界 

面あるいは例中に析出してくる校様にきわめ 

<似ていることによる。普通の状態では, こ 

の折出した鉄分の形態は糊鉄毎型 (Fe:Os・ 

nH:o) で褐色を呈するが, ここでは赤鉄銘 

a(a-Feos) または針 鉄知: 型 (a-Fe:O.・ 

H.O) を星するためのﾡ化説水条件,すなわ 

ち, ﾡ境的に高温な条件が必要で あった と 考

目:«系 昭:え示 堅28:Paふ「そ点 ・-ne代バ ［ャ#12位ぱ析
G4)Aゐ Bd cも

Groanite Younsedhriar.. Allavol terroce
Abtraaungs Surtaoe terrace

第27図 春 日 原付近の洪ﾡ 世以後の段丘研発述図 

The kinds of terraces formed by lower dilu- 
vium to the older alluvium at Kasugabaru, 
Fukuoka citv.

えるのであるM。

っざに, 淑査地域の赤色土の堆積あるいは 

生成と深い関係をもつ地質時代の環境にっい

て検討を加えてみることにする。

調地城の第三紀後期から積世にかけて 

の古気候に関する資料はきわめてすくなく,

(大塚ﾡ図｝

第28図 ロ 木んおよびﾡ太における第三紀寒両 
海流の影響 を う けた化石動物群の分布

Distribution of the fossils under the influ- 
ences of cold and warm currents on the 
Tertiary atislands of Japan and Saghalien.
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第 1 S新:以役のべが (三ボ』に よ つ)

地時代 g W 名 欠ﾡ 堆 状沈 : : ;ﾡ : li 沟

現 世 1phananthe bed 温咳 淡 ポ 層
Aplanantlte, Castantopsis Mallolts,

Cinntajtonizcmn

上部 

______

i
Sabia.bed 証 設海用 Sapit,Aleivriles,Mclia

洪

積 中市

Larix bed な 演 水 m Larix, Picea /todoenisis. 
Pints koraicnsis

岡
Crypomteria bed 温暖 淡 ポ 用

Cryptomeria, Sciadopitys, 
Chamiaecyharis

下部 Paliuris bed 阪 浅 海 m
Cbressts.rehris, Pali nr us Sabitni, 
ノ"Sieboldiaa

ﾡ 

新 

世

上部 Melaseqnoia bed i通型
淡 水 層
一 海成

Melaseqoiq, Picca Maximoteiczii, 
Jnglas cinierea

下高 Pinas trifolia bed 吸 淡 水 M Picea Koribai, Pinns trifolia, Hemilrahq, 
Carya, NySSa

第2 洪 秋 以 後 の 古 気 ﾡ

地質年代
区 分

絶対年代
(ヨードッバ) : I

古 , 久
(現 在:に 対

○- 
1c00-

冲
2000-
3C00-
4C00-

税 5000-
60C0-
7C00-

世 0000-
9000-

10000-

illサブ ト ランティ ッ ク

サプボレアル期 や交

アトランティ ック期 ﾡ ( + 2°)

ボレアル期

-6°よ り
ブレボレアル期

1ICCO-
新ドリス 期 W4

120C0-

2CC00士

5〜6C00士

7レレード期

18CC0土
回旧ドリてス 期 wa

w»

_ブランデンプルグ期

w.

ウ

ル

ム(

第4)
次

期

-6°

-2～一8°

氷 期 4 代 区 分

洪
後

期

約150CC0

約240CC0

リ ス・ クルム 
(第3)

I 氷 ル

世
リ ス 

(第3) 
氷 期

I (+2°)

-8～-9°

-27-:色土の研究 II (.;・大政)

絶 対 年 代
(ーデバ) 年

水 期 年 代 区 分 古気伝 
(現 在 に 対止)

洪 約380000

ミ ンデル ・ リ ス 
(第2)

間 茶 期
滅

M
約450020

ミンデル 
(第2)

水 期

-6～8° 3
海水 一5～一6°

約550000

ギニンツ ・ ミ ンデル
・()ゅ

約 280000～1C00000 マシ
(21) 水 期 -6°

一 -
約 600000～2000000 海水 -4-5°

また, その前にもかなょりげさがあるが, 大塚"・ 三ボ, ※・井ルがパなどの料によると, 第28図およ 

ごw1. 24に示すように. 第三紀末の鲜新世岡期は暖かく, 後期は湿の条仲, ﾡ世にはいつては氷 

期と川水期が:政回ﾡり過されているが,回旧期洪fh期(ギ=ンッ・ミンデル水期) には現在よりも相 

当取かか.つた時代があるとされている。

この旧期洪積世中期の酸かい時代は,澗査地域の赤色土の主要な出典時期にほぼ相当する。したがつて 

後久留木変動に よ る追位沈降に引きつづいてe用量積終了直後の嘘化した時代の新しい土地は。・生の技 

を欠いて,上.のﾡかい原ﾡ之まともに受けたことは十分に地定されることである。

以上の検ﾡ県か・ら,消地域の赤色土の生岐は, 旧期洪積世の地增堆積終了 直後の陸化時に,地層中 

に過. 折出した鉄分の形態が,上記の暖かい環境の影響をうけて変ぼう したという 機構を中心とし,さ 

ら に,これに 付帯 し て 赤色風化物の侵触に よ る 移動積が行なわれた とい う 考え方が提出で きるよう に思 

われるのである。

6) 赤色土にともなう黒色土壇の増積時代と生成機情

4)簡主での検討結火によつて示されるように,ﾡ地域内に山現する!色土旅は, 赤色土よ り も明らか 

に後期の生成物であり,主た, その堆積時代は,新期ﾡ世から旧期沖積世に及んでいる。

こ のか、な り 福の広い地質時代にわたって出現する黒色土壌の生麻上の共通の特徴;エ すべて水と 深く関 

係するということである。しかもこの色土壌の現する地典的川積面およびその山現係式にみられる特 

徹は, そのMMはけが:水中にいて沈ﾡをしたこと はもと よ り, 一部にはﾡ色腐協の水iﾡによる2次的な

税も FEする こと を示 してい る。たとえば,伊勢塚の黒色土壊の堆秘形態とその規模 (前掲第別図参照) 

は, その地形上の位置からみても, 「上にうけナるWlの集積によるものとはとうていﾡ訳できないことで 

あるし, また, 伊匆塚をはじめ地域内のすべての黒色土塊で,黒色:上層と下膺との境界線が一線を画し. 

また に 入り 乱れる とい う 現象 も 腐他 母材の水庭裏面におけ る 沈積お よ び腐値の水積以外の要素では群 

ﾡしﾡいことである。さらに,ﾡ色土旅がﾡ込土のﾡ欄を示寸島幅市ﾡノ原の断面(前掲第23図参照)で 

黒色土用の L位にある土岡が, 火山駅などの降下による陸上被覆の形態を示さないで,砂援用をともない 

土府中に円ﾡを多政合んで明らかに整合的な水成積の形態を示すこと は,黒色腐価あるいは母材をなす 

彳機物の堆積が木中 に おいてすでにな されて いたこ と を県書 さするものである。

このような観点, にたつて,さらに!色土収の地史およびこれにともなう地形面上の分布位置 を あわせ
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て, 測先地域内の熱 色土境の生成機構を考祭すれば,新 明浜祐 世から 旧 ルが: 時バニ至 う を での 川内 

のそれぞれの時代に, 散的流の影行のこしいi沼沢場. あるいは内の水ﾡに流入t師主たホil 

物の遺体を沈積し,水中において分羽したが,その後の,包史の変遷.上として地盤の」りホ:ことしたつて順 

次排水 さ れて 腐横 の影態を 変 じ生成さ れた ものと解される。

調査始域の黒色土壊と同様な生成過陞を終たものと判定される烝色土壊の存在;,最近"本の各地で可!

々の規模のものが発見されている。その中には, 東海地方の三方原付近のもののよう に段丘池形の上位に 

みられるものや, 三県回日市市役の同状地の仲部にみられるなどﾡ的低ﾡ高に位するものを 

はじめと し,中国地方山出! 部の盆池地形や,四回西市部の大野児地区のもののよ う に山間部のせまい谷間 

に位述するもの,また,阿武隈山中のように(平原面上にみられるものななど,地形上の位tも, 海払5の 

面でも,地域によつてかなり多様である。しかしながら, これらの黒色上現はいずれも 出現性式,断而形 

態にみられる特徴に水と関係した現象をともなっている。

その中で, 現在比牧的がいところにみられるﾡ色土旅は,地史的御点からすれ, かつてﾡ平原が形成 

された形跡の明り よ うなな地域, あるいは少なく と も老年期地形を呈した地域の凹他形と密後な関係を示し 

ている。これらの地域が占い地形面を形成した時代には, そのに多数の沼訳沢地がイ在していたこと は地 

定されるし, また, その証拠も各地で確認されている。これらの沼沢地では四囲 と異なつた,たとえば上 

記のよ う な腐値あるいはその肉材の堆積が行なわれ. それがその後の地盤上昇にと もなう 河川の縦似触の

復活によ つて決述 し, 排水さ れて地炎 にﾡ呈し た場合 には,

第29図 上鹿川盆色の地形と黒色土壌の分布

Distribution of black soil in relation to
the topography of the Kamishishigawa 
basin, Miyazaki prefecture.

地災的に明りように水設した低のものとほ 

ぼ同 機な経過を た どって. m色土の生成が 

行なわれうること は覇を またないで あろう。

っぎに, このような想定を裏づけるような 

例示を1, 2あげておく。

(i) 宮崎県東日杵和北方村上廃川盆他の 

黒色土壌

こ こ の盆地 は四 阳 を 約 1,500m の山に回 

まれ, 登地の最低位部が海抜商的500m.. 劇 

様部が:約700mで,比高が、約200w を行する山 

間盆地であって,五箇瀬川の支流納ノ瀬UIに 

よって貫流されている。その地形と, 土用縦 

M面の型定図は, 第29図お よ び第 30 図 に示す 

とおりである。

上ﾡ川盆地がかつて水庭であつった証拠は, 

現在なお盆地内に花園岩質の円度を含んだ黄 

褐色の新しい水成堆積の土層が,基盤の花尚 

岩休を切つて,段丘状に積していることと 

盆地の南縁の地快部には,現在河川の洪水而 

よりも かな り 高所に,明ら かに水に よ つて 

形成されたと判定される岩段丘 (流あと) が

30 上•川盆地の水成堆積展と 黑色土壊堆積想定所面図 

Geological profile of the KamishishigaNa basin.

整然と配列することで十分であると考えられる。

ょた ここ の黒色土壌は花園岩質の小円課こと に砂を多量に合み, その一部は上記の水成地積材暦をお 

おってイ在するうら, この後也の湖底推枝悟の以上位を占めて存在したこと は明白である。この照色土壌 

は現在盆地の後の部位にだけ出現して,水成堆積土用の上面を全域にわたって被粗しているわけではな 

い このこと, もともと, 何桜物を多く含んだ土岡がフロブ状のレンズルをした可能性も考えられ, 

期証の全面をおおつていたかどうかを知る材は得られないが, この土俄の堆積を欠く 大部分の货褐色の 

水或切積土第が 相当 侵触された波状の地形を示し, しかも 水流沿いの地区でその傾向が著しい こ となどか 

ら考えると, ②地の商高を占める述ﾡ状の山休造形が, 河川の縦侵性によつて開口形成されて, 湖水の水 

が遺したとさに, 流速の大きかった流路の中心部では© 蝕属が大きく' 辺球部では流速が小さく' した 

がつてぬ触が工とんど行なわれなかつたﾡ果であると考えられる。

そし<, 湖水の形成やまたその開口の原因が, 地質時代;こおける準平原の形成と' その後における地盤 

の上に上る問川の報侵由の聞汚によつていることは間迎いない。

(i) 高知県土佐洲水市伊佐,足岬付近の用色土旅

この土県は, 海高約100～120m, 足岬付近に発述する海岸段丘上の天然林下にみられるものであ 

り, 柱盤; 上花固岩からなっている。その断面形態は,すでに林呼土坂面区集(I)に掲破されているが 

その出現りは, 第31図に示ナとおうりである。

花風'君の基盤を不优合におおう 税府の城下Mは, 人ﾡ大あるいはそれ以上の花ﾡ岩円映用 (逃康隣 

w, 5らなり, をの上位には花岡岩質灰臼色砂増がみられ,それより も上位の土酒は. 地炎まで3〜4m 

レ:さに黑色土用の堆項がみられる。詳細にみると' この無色土壌は,主として色調の遊によって4〜5層 

の土mに区分されるが, これらの各土用は, あるものは円礫の薄やによって明り ように推移し,また淡ﾡ 

色の粘土用をはさみ,明らかに地層的な積形態を示している。

この黒色土県の黒用で, 城も唄味の強い土州は第I岡(前第31区参照) であるが,現在この段丘は 

小姿によって地形の開析が行なわれているために,段丘の尖瑞部では黒味の強い第m密が地衣に露呈して 

いることを迫跡できるので, この品色上壊の生成が古いものであることが容易に判定でさる。また, これ
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第31 足におけ る4色土壇の出理様式
Occurrences of black soil at Ashizuri Capc.

第32図 足扑脚付近の黒色土壊の分布
Distribution of black soil near Ashizuri Cape.

らの黒色土壊の分布は,第32図に示すようにほぼを価いた形状を示してみられ, その他の幅の狭い段丘 

面にはみられない。この現象は,黒色土壌の堆積が,古地形的にみて水の動きの少なかつた小内海あるい 

は潟の部分にのみ行なわれたか,または残存したこと を物証つている。

この黙色土壌のみられる段丘よ り も高位の海払高約 200mの付近には, 赤色の後粘土,空がわずかに残存 

した形態を示して出現すろ。これらの段丘の地史的な対比は,四国地方こ と に太平洋岸の新生代における 

见塊連動の傾向'かに照合すれば,造理連動にと もなう 海退理象の途 上において喲次形成された こ と は明白 

であるから, ここでも赤色土の預時代の方が皿色土収の進積時代よ り も古いということが示される。

m色KMiの生に関する研究は, なお多角的な検討が必要である と思われるが,これまで記述したう 

な地質的な条件下の生族機擀を裏付ける と考えちれる現象は,現在冲積地帯の河後低地や,携水不良の低 

況: 地帯にみちれる 泥炭ならびに 無泥の形成 や,大取の,PW1型土駅 (高山湿原ポドゾル)のように. 泥 

関 と起深 とした叫いWMに x って 特徴づけられてい る 土旅の在がある ・

7)古い水成による黒色土選の母材および化学的性質

a)冊 材

調地殿Wのn色土県の冊材は, 前述のよ う な積り式が示すよ うに, 多Hの材村が合 している可能 

佐が:十分にサえられる。したがって,巨視的にみればこの黒色士壌の毋材は,土填の存在する背後地の黯 

行およびその風化約のじ断を強くうけることが当然ちえられる。また。調査地域においては,この土坂ま 

たはは材の1: な堆積時代と なった証期洪口世の時代は,玄武響の噴出をはじめと して九州南市高,中部の諸 

火山の活動が相当活発であったことが知られているので”“叫これら火山放出物の降下とその流入がなさ 

れたことも当i然サえばならない。

野 外におけ る 各地点.での黒色土城の断面澗査結果では,花 強 む項の流入形跡が, もっとも 普選的で あっ 

た。これはその行後地の地質力、らみて当然の粘果であるが,黒鳥;まさらに, 黒色土除中に含まれる眇分を 

分問して, t砂, 細砂の一-次鉱物の検定を行ない,土岡けの艦別をびみた。

砂分分健の方法と盤別法:

6H40:でKiを分fし, その後10% HCIを5〜10cc加え益沸して戦映を行ない, あと は常法によ 

り#ゆ, 細. 微砂の分離を行ない,水乾燃後, 粗眇はそのまま,細砂はプレパラートに封じて快拠用に 

供した。細砂中の各鉱物は閉徹鏡視野中 に現われた数を数え,4初野の平均数度ダをもって姿示した。非 

品質取化嫁拘(主として長石類)の炎示も同りである。風化ﾡ度は1〜5の5段店に区分した。また, 長 

石属の糖類検定にはX線廻折法を用いた。その結果は第3表に示すとおりである。

この請帰,詞に域35よび調地域のものと, これと同梯な生成過程を経たと判断される足用卿' f山 

(三近県四口市市西方古扇状地)等の黑色土壊の用材は' 伊勢塚 (佐県) および足掃 (商知県) のも 

のゅ花山のほかに火lガラスの入ボが:やや高く, 火山灰の影’身がやや強いと W定されたが' それ以外 

のもの又山ガラスのJ入ボが一般に低く, さらに浮石, 融触性石英や坪五題など大山放山約と関係が深 

いど される放物加の況合がほとんどみられないで, 大部分が花崗岩質砂からなり,これにこ当量の片岩題 

ﾡけの勝活がみられたものが:多かつた。主た, 多くの試料で長石密の砂が丸い形態を示したこと' 昭鉄数 

のm軸品が:H 数合行されたこと, お上 び髙良价の試料から 海綿皆•片 とみられるも のが検出 された こ と 

など2, 3 の兆展は 8 Mが水広供を したこと を物加 る も ので, 野外锻察の點果が正 しいものであること 

が裏づけされた。

b) 化学的性質

上記のょうな多ﾡの叫材が水広地積した過団を示ナこれらの唱色土坂の化"的性1を調べ。従来か、 

ら火山件無色土あるいは,Ando-soil"" と呼ばれている黒色土壊の性質,すなわち,内山知らによれば 

その化的ﾡはﾡ士慣であつて,枯士のﾡﾡ比は2以下,遊問性のアルミナが多く, したがって焼酸吸

赤色土ﾡ程定線
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取スがさく, 炉敵吸収ス係み価が:1,500以上, たか・に2,500以上:と示ナものが:あり, また, -・2二強ﾡ件 

二 換性石灰 ・古土の合が:ナくなく,そのﾡ和使は多くの場合8%以下を示ナ。1授物Giたは干均JS, 

なか・には305に述するものが:ある, などといわれるが。これと ビのようなェ関地性を示ナか・之除した。

i) 実験項目 とその方法

イ. 粘土中 の主要な 無援成分 (SiOal AlaO», FeaOa. TiOa) の分析

ﾡ土の採取: ﾡ乾細土10～20叱に稀アンモニア水 (1 : 3,000)1,000を加え, end overend 型振置 

機で数時間したのち, 恒ﾡ水ﾡhにmmし, サイフォン法によつてﾡ土分 (<2r) を含む懸湯液をあ 

つめ, この妙 用 液中の粒子が相当 少;七こなるまで この操作を視り返した。あつめた吃用液を sharples超 

遠心分隅策中を通してその中の粘土を捕集し,A乾後々 ノウ丸林を用いて物砕して実イに供した。

粘土の埼融と siOa の定応: 締融には Na.COa を川い・ 常法によって珪酸分熱を行ない,灰化均然し 

て恒 を も と めた後, HF-H.SO*処罪を して再び灼熱 し気 を も と めら, Rげのを SiO： の と し た2)。 

況介植化さの用： 破分限後の洲i中で NHICI の存においてメチルレッドを指示英として NH4OH 

つくり. 再沈殿を行なった後,ﾡルッボを用いて灰化・均燃して恒をもとめた"。

Fe.。 と Tio. のﾡ:ﾡ土を HF-H:SO,処理してから HCI に油船し, Fe と Ti をチロン法で止 

色iiした"。

Al:O3のf: 行ﾡ化約の乾場ﾡ土についてのーセンテージから Fe,Os と TiOa の乾燥粘土につい

この和をる し川いた他を Al:O: のーセンテージとした。したがつて, Al:Oa の値の中には混合极化物 

・のごくi量のSi, もしくはP, Zr, Vなどのﾡ化わの合此が合まれているが。 土ﾡ土中ではAlOa 

の；止 に対して は実用 分 折上無 縁 して差し つかえ ないと地定した。

=. pi (HaO) : 風乾細土1量に以ﾡガス不な水25許の1合に加えて改出し, 乾爆歩過した沪液: こつ 

いてガラスtHpHatで調定した。

ハ.pH (KCI) : 風乾細土1量に1N KCI流液2.5寄の制合に加えて出し, pH (HiO) と同ゆに採

Chemical properties of
S 4 & 北 九 州 地 方 の 黑 色

土塚

名

Name

断面 

番 ッ

Profile 
No.

岡位

Hori- 
zon

ﾡ 土 分 析 
Clays(<2/)

モ ル 比
Mol ratios

ﾡ問ﾡ化

Free
Iron 

oxide, 
as Fe2O3

%

pH

Sioa

%

AlsO3

修

FeO3

%

Sioa/ 
Ala03

sioa/
AI3Oa FesOa/

Al2Os
FeO.

H3O 

(1:2.5)

KCI

(1:2.5)

伊ェ 

勢引 viii

A1

Aa 

B

37.8

39.9

39.0

33.5

35.5

35.5

e. 82

8. 33

7. 05

1.91

1.86

1.36

1.64

1.62

1.65

0.17

0.15

0.13

3.19

3. 86

3.40

4. 4

4.4

4.5

か

4.4

*
iv

*

x

Ai

Aa

A
ヘ®

A-B

B-C

35.3

33.9

32.3

36.7

30.6

43.8

35.9

1.01

9.30

1.37

1.60

・s 

1.37

0. 15

0.17

4.89

4.82

4.5

4.7

3.8

3.8

春E 

n ・ 

原三

32.5

35.0

39.3

8. 32

8. 14

7.60

1.68

1.78

1.32

1.45

1.55

1. 18

0. 16

0. 15

0.12

3.15

3.17

3. 59

4.43

4.5

4.5

4.7

4.9

3.9

3.7

3.8

3.8

・

- ・ー
ニ ニ

え

慶

に

V；

Ai

As

A

Bi

29.4

24.3

33.8

30.6

37.3

29.8

8.90

13.30

1.34

1.38

1.16

1.08

0.15

0.29

4. 77

5. 36

4.9

4.6

4.9

4.5

4.0
・9

35.8

39.9

8. 43

7.10

1.60

1.30

1.39

1. 17

0.15

0.11

10. 10

5.31

4.0

4.4

A ・

A'

51.5

38.5

28.0

35.4

12.30

7. 98

3.12

1.84

2.44

1.61

0. 28

0.14

11.00

2. 04

4.4

4.6

3.9

3.8

佐・ 

1

w44

(viii)
Ai

As

26.9

26.1

39.4

37.8

8. 64

10.60

1.16

1.17

1.02

0.99

0.14

o.18

2. 98

3.05

4. 1

4. 2

3.8

3.7

*第IIc 4) 節面番ヅ *キド約山拠北新川洪積層 ***市ﾡの新ル洪税岡,(労より も約 2

土旅の化 学 的 性 質 

black soil in Kyushu.
・-- • --

換 
依L

加水 
依度

係 に
Phosphate

R換容量

Cation

置 換 性
Exch.

• 5灰関 フル
F 愛石灰・ 」 
Rate上f和石/苦

---------- --------------

全空未登炭素炭素率

Exch. 
aci- 
dity

__”

IIy. 
drol. 
aci- 
dity
y

yi/yu
absorptive CXCan-
coeflicient gecap・

PaOsig acity
品た。../ス

soil1Cox :C08

灰 I
Ca 

m.e./ 
1008

苦土

Mg 
m.e./

of 
exch.

Ca 
satu- 

ration 
l_ 2%

Rate of 
exch.

Ca+ Mg 
Satura- 

tion

バ/ 土 
Exch.
Ca/
Mg
烧ル)

Total
Nitro- 

gen

____4

Total 
Car- 
bon

.- 製

C/N 
ratio

32.8 131.8 0.23 2761 65.03 0.36 0.19 0.5 0.8 1 9 0.51 13.49 26

37.8 140.3 0.2, 2813 67. 46 0.29 ○.20 0.4 o.7 1 5 0.61 15. 18 25

29.2 34.6 0. 84 1152 15.28 0.17 0.30 .1 3 0 0 6 0. 05 0.53 10

1.6 46.5 0. 31 2082 27. 04 1.07 0.55 3.9 6 0 1 9 0.25 4. 82 19

15.5 62.5 o. 2。 2340 34.87 0.91 0.37 2.6 3 6 2 5 C.21 5.07 24

20.3 60. 1 0. 34 2529 36. C8 0.49 0. 27 1.3 2 I 1 8 0. 36 7. 28 20

29.0 115.3 o. 29 2811 47.10 0.30 0.14 o.e c 9 2 I i 0. 35 9. 75 28

25. 1 83.2 O.3o 2226 34.39 0.76 0.20 2.2 2 7 3 8 0. 22 5. 09 23

12.1 28. I O.19 1022 19.30 0.41 0. 40 2.1 4 2 0 0.09 0. 75 8

7.6 48.4 1 2433 30.83 1.28 0.44 4.1 5 5 2 ン； O.44 7. 40 17

32.8 0.34 1 1962 19.62 0.42 0. 05 2.1 2 4 8 4 0.11 1.89 17

20.1 80.1 0.25 2661 43. 13 0.34 0. 26 0.7 1 3 1 4 0. 27 6. 75 25

10.0 34.1 0.2, 2210 19.35 0. 17 0.12 0.8 1 5 1 4 0. 18 2. 63 15

12.8 60.9 0.21 2768 33. 04 o. 27 0.12 0.8 1 I 2 2 0.28 7. 63 27

9.8 31.3 0.31 1054 13.91 1.96 0. 36 14.1 16 6 5 0.17 3.01 18

16.2 42.8 0.38 2274 37.83 0.26 0. 22 0.6 1 3 1 2 0.41 9.81 24

10.6 35.4 0. 30 2062 28. 64 0.39 0. 36 1.3 2 6 1 1 0.28 6. c8 22

～ 3 m低位 II松)色で｛がな い
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作定した。

=. 回換/y:ハと同げにして得た沢液之フェノールフグレンを示逃として. 0.1NNaOHIiiz 

で滴定した"、

ホ.加水ﾡﾡy1:風乾細土1 1NCa(CHCO0)2iii2.5谷 ・ や

過した源液を, フニノールフクレ ンを指示弟と して 0. 1N NaOH(で油iした"。

～.ﾡは吸収係救:堺ﾡ2アンモニウムを川いる「本士性調における方 二よった"。

ト. 遊随酸化鉄： MEiA および JAcKsOぷ のハイ ドロサルファイ ト法によりﾡﾡﾡ化鉄と抽出し, 山 

ﾡ中の鉄は皿グロム破カ リ ウムは準液による滴定法で定;止した助切。

チ・換性石灰および首土: Peech 法"によつて得た中性1N NH・ CHJCOOiiによる山iと※発 

乾消し,固型拘を王水で処題してﾡlと耐厳アンそニウムを分解した後,HCIで処理して に変え, そ 

の蒸発漁港の水溶液を済媒抽出用分液 解 斗中で溜媒抽出液により Fe,Al,Ti. Mn などを除去する"。 

ホ相を定容とし,2 つの一定分果をとり,一方でニエリオ・クローム・ブラックTをﾡ示ﾡとしてEDTA 

Ii液で海定してCa・ Mg ク も と め,他方で Patton-Reeder の指示 二 を.. -二 E D T A 滴定 し て

Ca の量をもとめ. 両の込か.ら Mg の量をもとめた"。

リ. 置換書量: Peech 法によ りチの山液から分問した NH. 他川土加を メタ ノ ールでﾡつてﾡ利のﾡ 

溶液を除去した後,心酸性にした NaCI M i 夜で洗つて得られた溶液をケルダール法により水蒸気蒸溜し, 

溜液を H60, 糕準液中にうけ,迫利の感を NaOH で海定し,吸製された NHs の量をもとめ, 

原細土の置換容ムtを気出し た"。

ス. 炭楽: Tiurin 法の改変法川にょつた。

ル・ 空: Kjeldahl 法の改変法"によつた。

ii) 分析結果 と 検"

分析結果は,第4炎に示すとおりである。

第 5 衣 北九州地 方 の " 色土ﾡと 円 - 生

Chemical properties of black soil in other areas

地方

Gross 
division

土壌名

Soil 
name

岡 位

Horizon

pH
般換換度

Exch. 
acidity

y1

ﾡ酸吸収係数 換客量 置 換 性
Exch.Absorptive 

coeflicient of 
Phosphorus

PaOomg 
風靴土I00g 

airdried soil

Cation 
exch. 
ange 

capacity 
m.e./

100g

HsO 

(1:2.5)

KCl

(1:2.5)

石 灰

Ca 
m.e./100g

苦土 

Mg 
m.e./1C08

A 6.1 5.3 0.7 2118 42.5 6.19 0.61
四国 足 押

Ai' 5.0 11.6 2374 28.5 o. 25 0.19
Shikoku Ashizuri

Aa 4.9 ・3 10.7 3080 17.3 0.10 0. 12

5.2 4.0 20.8 2559 43.5 0.14 0.02

東 湖 Ai 5.3 4. 1 25.3 2926 57.4 trace trace

Tokai f 111 
(77木)

A 4.8 4.2 15.5 2567 30.8 trace 0.10

B 5.1 4.3 11.7 1258 10.3 0.20 0.13

試料…黒口 •松井 •木立保取 分析価...松井 ・ そバ: 土城御先部業務也告会出料 (1961) 中l報告

- キが代とみると・生では山〔ﾡIII4) i例」小(iv)〕のA層 (尚色) のみが・3以上を示した 

が, 他;:1.3〜1.9で, そのほとんど全部がは土1tであることを示した。また燐酸吸収係数は, B甲と逃山 

。 A' (ﾡ川土W)を除いて2,000以上の大きな救間を示し, 大山性ﾡけの混入度合とはﾡ別な側保 

が8められなかつた。pH価 (H:O)はすべて4台で強破性と示し. 証t換, 加水両y・位では加水ﾡ度y位 

がこ と に大 き上也を示した ほか,次換性行灰 ・普土gの合量はすくなく, こ と にその飽和は 上記墓山の 

A'を除いてﾡしくﾡく, その不ﾡ和性はポ ド ゾル土壊に近以した内容を示している2 曲。また, 炭索量は 

ﾡ勢塚の土塚が:10%を地したほか, 他は 5 〜105の確田を示し,炭楽車は15～28の範囲を示した。

ま た,JJ 在地域以外の黒色土壊のう ちで,調地域の ものと 同機な生成過程を経た もの と 刊定 された四 

国地方足摺脚の黒色土壌〔IIで 6>tr29頁 参即〕と川海地方山ロ7ii西方古ﾡ状地のﾡ色土〔第N 

* 1) 簡44 項参照後述〕の化"的性置は第 5よに示すとお り で天然林; こおおわれた足摺岬の A 甲のみがミ 

澤林からの我 H 術珮の影容を強く う けているとられるほかは, 利査屯域の黒色土壊とほぼ同様な性賞を 

示している。

調 生地域の黒色 土壊および これと同じ 生成過 用 を経た と判定 される "e 土坂の化学的性が示 したこれ 

らの特微を,前の内山らの提する火山性叫色士の化学的性賞にみられる神県な性ﾡと対照すれ。全 

く初を同じくすることがわかる。

こ こで, 筆 哲らの注 位 を喚起したのは,黒色土墳の生成と 抵材すなわち 火山氏 との関係である。

1 1ﾡに も記述 したように, II 本の黒色士城の 大部分の も のが火山灰の堆積地に 分布 している こと から, 

粘土谊行学的研究 と も 相まって 大I灰が皿色土旅の生成に関して女品的な、選四であるとするサえ方が, わ 

が国の土壊学界の主流をなしている。

ところが,筆者らの研究対条と した霑色土壊では,をの化学的性強が火山性た色土といわれるものと同 

様であつたにもかかわらず,鉱物学的考察の結果火山灰の混入率が必ずしも 支配的でなかつたのである。 

しかも, 土壌によつて火山灰況入の座合にかなり逸が認められたにもかかわらず, その弟に相応した化学 

成 にな る 4 色 土 境 の 化学的性 M 
same formation for northern Kyushu.

による

石灰ﾡ和度

Rate of 
exch. Ca. 
saturation

%

石灰 . 普土 
飽 和 ﾡ

Rate of exch.
Ca 十 Mg 

saturation
%

m: 換 性

石灰/
/苦土

Exch.
Ca/Mg
(モル)

全製楽

Total 
nitrogen

%

全 炭 米

Total 
carbon

炭 索 ﾡ

C/N ratio

W 生

Vegetaion

14.6 16.0 10.0 0. 9o 10.9 12

0.9 1.5 1.3 0. 42 6.2 傷
タブノキ・イスノ キ天 
然生林 (100年以上)

0.2 o.5 0.8 o. 42 11.5 27

0.3 0.4 7.0 0. 70 14.4 21
クロッ人工林

— 0.52 15. 1 29 (30年)

0.3 — 0.31 8.2 26
茶 畑

1.9 2.2 1.5 0.06 0.5 8
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竹E{1のHIi迎が,8められなかつたのである。

火山氏が色土収の生に文配的残因となる とするならi, 火山厌の影区の大 きいわが国では,黑色土

の分布は, さらに普ﾡ的であるはずである。しかし, 者らの既住のによれば, 火山灰を母材とす 

る土版が命に』色土県であるということはなく,日本各地で, 他の土壌胖, その多くは色森土おsよび 

ボ ドゾル化土収にげするきわめて多政の例をgめている。しかも, 従米の考え方からすれば当燃"色土収 

が現われても良いと思われる地形においても,他の上壌群が分布していたのである。

車%らの川いたメリでは火山灰の混入率に相当な幅があってもその性質にほとんど変化がみられなかつ 

たということをささ に述べたが, この災に対して, 试料中の火山灰の世はそれが最: 少の もの であって 

も,O土旅の生成に十分であるということもちえられる。そうなると, 日本全土の黑色土埃の分布は, 

さらにはるかに州大するは下である。なぜならに. ロ本は世界的な大IlI心であるから, 土壌のほとんど 

が多少にかかわらず火山灰の影響をうけているとみるべきであるからである。

D;は, その例示と して,日木で比枚的火山灰の影響のすくないと考えられる地域の褐色今林土および

ポ ド ゾル化土塀の は材盤別を試みた。その熱火は 6 炎に示すと おりである。

これによると, 一見して火I灰の影野がほとんどないと 号えられた土壌でも, HI 当状の火山灰が混入し 

ている ことがわかる。しかも, その混入率は衢査地域の然色土塀のそれと 同等あるいはそれ以上の範囲を 

示している。

第6h, 四回方のボドゾル化土県に、られる大山旅出物はいわめる性のもので, 前記足掃岬に

ける叫色土収のものと題を向じくするものである。筆析ら;,前者は陸上生成. 後者は水の影郡をうけ 

たというが実を？ft視し,注口したいのである。

以上の給果から,日本の無色土境全般の生成機術を論ずろ こ と はなお計である として も,黑色土壊お 

よびそのﾡの土旅の生成に関与する因チとして, 火山氏が必ずしも絶対的なﾡ楽となると は限らないと 

»るべさであるし, しかも, その生成過秘において, 火山性川色土旅がその内部機として排水不良が1 
つの関因として考えられ 主た, この跟告で とりあげた黒色土境が地史的に水,ことに溜水と深い関連

もつという内部的に通な残をもっということは十分注日されなければならないと考える。

さらに,叫色土旅の生成がかな り 古い起源を もっとい う 可能性は,これまで の潴旨によ って % ほほ確実 

と見なされるべきであるが,上記の足州岬の天燃休にﾡれたA用の性nの変化や, 日本各地の森林下で 

みられる叫色土服の炎岡のﾡ色型像などもこの土収の生岐の古さを物iる一面の現われであると考える。

N 北九州地方とその他の地方の代表的な赤色土の対比

1) 古い赤色土とその生成あるいは進積時代

前卒までの協計材果によつて,北九州地方の赤色土が時代に生成された古い土ﾡであり. その主な 

地枝あるいは生成時代はほぼ旧期法鼠世である ことが判明した。

このような古い赤色土の在は, すでに報告されたものとして, 東亜地域ではジャワ高地にある赤色土 

う, 第三紀以後の地被変動によつてﾡ起した化行赤色士であると されるもの"をはじめと して,中国大陸の 

古いポ ドゾル性赤色土がﾡ新山前期, 一部のものがﾡに血来する と されるもの®,オース ト ラ リヤの祖 

から熱ﾡにわったつて存在する赤色土またはラテ ラ イ ト性土ﾡはﾡ新性の準平原地形内で地下水の変位に 

よって生成された化石•土ではないかとされる. もの"), 西欧や北ア メリ カにはﾡ新山の熱ﾡ的条件下で風化
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生成された赤色士が化石土と して残行するとするもの" などがある。 支た, わが内のつもので;え, ごきこ 

者らおよ び木立の調査によ ってﾡ新〜税 世時代の預・ 生成と 刊 定 された 拓潟地方の 赤 色 上があ る場り。 

これらの各地域における赤色土の生成には. いずれも新世代後期の地変功による史の変でが:通して 

関与することを注目されねばならない。 そして, これらの赤色土の述積あるいは生成町代と iされてい 

る地ﾡ時代は,地域によつて多少ずれがある。このことは,東亜あるいは世界全域という広れな兆域を対 

象にした場合に,同系統の地史と これにともなう古気候の変遐に他域性がと もなうこと:.. 当i然地定しう 

る ことであるから, この俄の土畑生成緩構の 号え方について, その交当i性にﾡ冬をはさむﾡとな り得 

ない。

っぎに, この関国を"本の赤色土について焦点.をしぼって,国内各地域の ものを対比してみる ことにす 

る。

新潟地方の赤色土のﾡ積ある いは生成時代をﾡ新浜ﾡ 時代 と したﾡ拠は, こ の地方の積型を示す赤 

色土の出現する地用が:血i沼統上部)および一部矢代田ﾡ当府であつて, それ以前の時代の地間には赤色土 

が流入堆積 した徴侯を認めなかつた ことによつている。そして,A沼統上部の積時代の正ﾡな決定が:ロ 

本の地1で十分になされていないので, 上記のよ うな2つの地ﾡ時代にまたがつた炎現がなされている 

ため に,赤色土の積ある いは生成時代をﾡ新〜渋積 世町代と した にほかな らない。

一方, 新ﾡ地も北九州地もともに赤色土の出現する地用の様相も地形もきめてﾡ似し, また, 办.

第33図 東海地方におけるホ色土の分 布
Distribution map of red soil in the Tokai district.

色 土の川型バで九ると, 新渦地方の も のが岩体風化を行なつている ものと 積型と示す ものと が央なつ 

た地点に出現するのに対して,北九州地方のものは着体風化を行なっているものと堆秘型を示すものが同 

-地出の •所而の中に 朮なって出現するという 相違がみられるが,両域ともにそのほとんどが,積 

型を示している此が:過しており. さらに, 赤色土堆し以後の地悟の分布 と 位述を参照して,両地域の現

:までの地史変迷を対比してると. 両地域と も赤色土地師以後それよ り も大 きな陸地沈降がみられず, 

上として湖池及4にともなう地町が,中期ないしﾡ期洪用として1ないし数岡. 赤色土岡より も紙位証 

にみられる な ど地史的に も 同様のﾡ向を 示している ので, こ の両地域の赤色土の堆様あるいは生成時代は 

ほぼ同一時期と 判断 し てた し つかえない と 考え る。

ロ本の他の赤色土の代炎的な分布地城としては, 東海, 近観および中国,四国地方の開析台地や丘陵地 

帯がある。策者らおよび木立の關克した祐果"'では,これらの地域でも赤色土の断画形ﾡ,出現り式・ ﾡ 

独幌,e1時お代,地の経迫など叩の条件作,新母地方および北九州地力とほ同りであつた。たとえ 

は束海地方の赤色土についてみる と,その分布は第33Mに示すとおりであるが, 分布図にもみられるよう 

に,この地域でも 赤色土の分布はきわめて断片的であり,また, その 用 現は新生代後期ないし決開世の地 

Mと商な関係が8められる。受知県北部の瀬戸, 大山両市の地域では, その主体がﾡ新世後期とみな さ

ている加ア用W"の上位を占めてﾡ型の赤色土がみられるし, 愛知県中部の岡崎市,豊田市一色付近 

では,花山営またはﾡ所世の花山血砂沿を不笠合に被ﾡする俳新積用とされるﾡ甲主たはﾡﾡ土用に, 

愛知娱飯宝郡 赤坂付近では,結品片岩を不整合におおう ﾡ用に, また知多半島では,ﾡ新ﾡ岡 と考え 

られている常層Wの上位用に, 愛知県南部の渥美半為や豊檐市束方の天伯原地域で は源央照 岡"の上 

位用に, さらに, 三I県錦il,四日市市問方の開断ﾡ状地では. ﾡ新世のコ芸 (奄芸)脱群を不型合に 

被泓する洪秋用上に,いずれも特定の解序と密援な関係を示して堆殖型の赤色土がみられる。

これらのﾡ型赤色土は,いずれも海抜高 100m 以下のところに出現して,東海地方の赤色土の大部分 

を占めている。

一方, * 体に赤色風化のみられる ものは,三T県松阪市西方の状花尚営体小丘険に. 三T県名張市西 

力, 受知県西加茂県投山の小尾根のいずれも花尚岩休に, 岐 阜 果大貯用山下村の行英班2:体などに比校 

的小以喚な衛囲をもつて山現するにすざない(4F以I(12,13参照)。 そして, 劈体が赤色風化を示すところ 

は上記松阪市付近のものが海払高が 100m:以下に出現するのを除いて, 他のものは海抜高300〜600mの純 

四に点在 していて, 積型赤色土と は海高の面で離れた位間を占 めている。

このょ う に東海地方で2つの型の赤色土が同一海抜高の範ﾡに出現しないという傾向は新過地方と同様 

である。

っざに, 積型赤色士の山現と商接な関係を示す地用の積時代についてみると, 上記のように, ﾡ新 

世上怖から洪風暦とされる ものまで,地区によって, その時代には幅が認められる。このこと, これま 

でにしばしば記述しているように, 日本の新生代後川からﾡにかけての地層ではその積年代を決定 

づうける ための資料が地層に よ つては十分でないため と,赤色土 とい う 地層 としてはき わめて 表面的な, 岡 

位学的立場からみれば小規幌な現象を, 尺度の大きな果情という地用の堆秋年代で直接対比させよう とす 

るところ にも原因が存在する ものと考える。地層に よ つてﾡ新税層 とい う 衣現を用いている ものは前者 

の例であるし, 第7表に示す瀬戸用群のように, その主休はﾡ新性であることはわかつていても, その上 

部層について は調査者に x って 洪積層の被孤をちえ る人と, 一括 して取り扱う 人があ る よ うに累 酒の細分
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いというM:こなりうることである。

liあ地ルのこれらの地ﾡのうちで止的

よ く 月べられているものとして. 滅 半ん 

と中心と して分する部照町が:ある。こ 

の地增; よす こ し前まで;:ﾡ所上流とされ 

でき たが,般近 では洪位 皑下部 (旧積

R) としてルりれている6"。この

照岡:,古生州を 不や Gにおおってi

半島の」:要な部分を占め,主た, と

浜名却にはさ主れた地域の基銀をなしてい

る。上”>によ る と, a照解を最下用とす 

る こ の地区の洪秋世以後の 可序 と その出現は,

8 温美半島岡辺の第四系の や序

Stratigraphical classification of Quaternary 
in the Atsumi Peninsula.
(超美半島周辺) (土原図)
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ヴ8および3」, 35以にすとおりであろ力, 堆秋里を

示す亦色土;, 混発Wのと上位ぞ占める大旧グパの上に1 ～ 3 "1 のほごをもって出現する。

こ の赤色土風を屈衣階 とする堆積面は開析が進み,現在ずかに残するが, 比似的低位の ところでこ話

31 半島におけ る 洪積 世以後の岡

Schematic profile of geologyin the Atsumi Peninsula, Aichi prefecture.
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のﾡは商師ケ原隣バに不整谷に被され, しかも この両断の堆積面の開折度; こはかな りHlj;・あるこ とか 

ら, a果層を生成した海侵の後に海述による制例期がイ在したとしている。さらに. この地域をなめ 

海地方の各地地におけるﾡ州の対北ﾡ県から, 東海地方では冲品面を含めて洪レ’i此初I!物來それぞれの 

地岡が:形成された4回の海りがあったことを明らかにしている。叫f. 木立の調特でも, これら渋f 

世に•由来する各堆層の堆裁関係は, u半めこ とにその中央都芦ヶ池の周辺から朿方源出湾の北律, ノミ値 

原などの地域で十分に確8する ことがで さた。

さ ら に注 目すべきこと は. こ の地区で 商師 ヶ原速暦 中の小坂井泥潜中の 化 イ iの同iか.ら. 石 師 ケ W残 w 

のﾡ積時代は亜然的な環境下にあったことが: 判定されていることである'4。

このことを上記の天伯ヶ原ﾡ層の述積面と照合してぢ座すれば, この積面(すなわち,か色土甲) は 

亜然都的な環境下に直接さらされたことが:づけられる。

以上のよ う な東海地方, こ と に渥美半島を中心とした洪欣世の地階と地史に関する資料と北九州地方の 

洪積世の地史とを対比してみると,海優の順位とその規模,地備堆俄の時代ともに,涯美累純の上他地紙 

面を形成した海侵時と, 北九州地方の後久留米変助時の海似とがほぼ一致する こ とが判定さふれるのみなら 

ず,堆積型赤色上の存在が丙地域 と も に, その堆故面上を占める と いう 共通の現象をみとめる ことがで s 

る。さらに, 東海地方の上の古気ﾡを証明ナべき資ﾡによつて, この両地域ともにﾡ面が:陸化したi 

後の旧期ﾡ世の時代に亜然卒的ﾡ境の影郷をうけたという こ とが十分に地定される。

このほか,東海地方で注日すべき土旅分布を示す地収として. 上述の三近県鈴鹿市,回ロ市市西方の開 

析出状地がある。

ここの地悟はすでに紀述したように,基盤は弊所世の河芸 (を英)Rで. これを洪積階が不空公に被 

覆している。現在主でのところこのﾡ層は一括して取り扱われているが7,ナくなくとも2面以上の興 

なった堆積面を もち,その開析度合に も かなり 相違がみられる。赤燃" はこ の現象は, 商い位置の開断の 

進んだ堆積面の方が明らかにその形成が古く,それよ りもやや区位の若い地統を示す堆積師は古い堆舐面 

を切って順次推植形成されたとしている。そして, 第36凶および第37Mに示すように, 関折度合の進んだ 

海抜商のやや高い光積面には積型の赤色土がみられ, 開断の過まないやや低位のﾡ面には, 土岡中に 

古生 岡お よ び花謝益ﾡの円ﾡ を 多数含んだ連積土型の黑色土壌が判然 とした区界を示して分布している。

ここの赤色土と黒色土塚の積順位と地ﾡとの関係は, 北九州地方の赤色土と黙色土塚の関係と全く 傾 

向を同じくするものであるから, その正確な積年代の決定は押来の研究にまつとしても,ほほ同一の地

函 ﾡ色土 Black Soil
ロ 赤色+ Red Soil
t 河枣用(新 中三 系)Kowoge. fom ( Nesgene)

第36図 四 日市ﾡ状地の周校式断面図

Geological profile of the Yokkaichi diluvial fan, Mie prefecture.
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Distribution of red soil and black soil in relation 
to the geology in the Yokkaichi fan.

史終過をたどったものと想定きれる。

2)地域を異にする赤色土の粘土分の化学的組成および粘土花物

地史的に同一の生版過可をﾡたものと判定された各地域の代支的なか色土について, その粘土分の化学 

的組成および幡土館物について対比する こ と にす る。

a.粘土の化学的級楸

wmT来7簡i), ( (31参照) と同ﾡの採作および実験法を用いて,ﾡ土分の無限成分 (SiOa, Al,O., 

Feo., Tio,) の分析を行ない,あわせて由:罪,庄:鉄・ﾡ比, 鉄： 舞比などの算定を行なった,’実 

Wお よ び算定結果は, 第 9 表に示す とおり で ある。

この熱果,ﾡﾡ・時士・鉄各成分の断面分布の傾向では, 東海, 新潟地方のものは国®が表層から下格 

にし,ﾡ土は変化に乏しいか主たは下用にﾡ, 鉄分は下層にボする洗脱型とみられる形態を示す 

のに対して, 北九州の ものはかな り 複雑で,I面によつてまちまちな形態を示している。すなわち, 東 

海, 術i母地方のものと同様な形態を示ナものは塩坂の赤色土 (断面2) のみで, 行惟中学(断而 8) がこ 

れにずるが, 商A山(所面3) は勝士が下解にぷ少して鉄分が下用に名地する何向を示し, 赤坂 (断面 

4),山ノ神(W画5),西科川(M画iv) などではﾡ土が下用に湖Fﾡするが鉄分は下用に湖滅するﾡ向が: 

みられ, 麻良山とは逆の形態を示している。さらに, 髙口台(断面 6) と新大間池 (断面7) ではそれぞ 

れ中問の土州に酸とﾡ土 ・ 鉄の逆比例的な分布の特徴がみられる。
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Chemical composition of Clays (<2/) of red soil in Japan.

第59 各地域が色土ﾡ土分の成・ﾡ土・ﾡ・チグン Gitと モル ヒ

增方
土名

西面番み
岡 位

it 之とにしたミニュンテージ そ 
N

ル 比
lol ratiosPercentages on dry basis

Gross 
division Name Profile 

No.
Horizon Sioa Al:O3 Fea0a TiO: siOa/ 

Ala0a
SiOa/ 

A120s 
+Fe2O3

Fe:O3/

番 椎

Kashii
1

Bi
Ba 

Ba-C

42.4
41.3
38.6

29.6
32.5
31.4

9.8
9.6

14.6

0.6
0.7
C.8

2.43
2. 15
2. 08

2.01
1.81
1.61

0.21
0.19
0. 30

塩 坂
Shio- 
zaka

2
A-(B) 

B
B-C

34.7
34.3
30.6

28.7
29.5
28.2

16.1
17.4
23. 1

1.3
0.6
0.4

2.05
1.97
1.8:

1.5!
ゝ.:1
1.21

0. 36
0. 38
0.52

高良山 B1 41.2 31.7 10.7 1.2 2. 20 1.81 0. 22

北
Korasan Ba 41. ! 25.3 18.1 1. 1 2.75 1.89 0.i6

赤 坂

Akasaka

A-B 
B

B-C

39.6
40.4
38.4

35.5
34.6
38.8

8.8
9.4
6.9

0.8 
:.O 
1.4

1.89
1.98
1.69

1.63
1.69
1.52

---- 
O.16 
0.17 
0.11

lノ神
Yamano 

kami
5

A-B 
B

B-C1

35.8
36.0
36.4

27.4
29.8
31. 1

18.4
17.9
16.7

1.6
I.1
1.】

2.21
2.05
1.98

1.55
1.48
1.48

0.43
0.38
0. 34

九 E
高良台

Koradai

Bi
Ba

B C

41.3
35.5
48.2

32.9
32.も
27.6

10.1
15.2
10.7

1.0
O.8
0.5

2. 13 
:.85
2. 96

1.78
1.43
2. 37

0.20
0.30
22

36. I 29. 5 18. 1 1 4 1.49
1.32
1.62
1.21

州

新大間池 
Shin- 

6maike

7 ।
B
83

32.7
37.8
30.7

27.4
29.7
25.3

23.0
15.4
27.7

1.2
1.3
1.2

香催中" 
Kashii- 
Chuga-

ku

・

Ba-C2
S 1

48.4
50.3
42.3
37.0

27.5
30.4
31.4
34.9

10.5
6.3

10.5
11.8

1.1 
!.1 
0.9 
0.7

2. 98 
2.81
2. 28 
1.8つ

2.40
2.48
1.89
1.8

0.24
0.13
0.21
O. 22

旭 B 41.3 36.4 9.4 0.8 1.92 1.65 0.16
Asahi C 38.1 34.0 12.4 o.4 1.90 1.54 0. 23

西金田
Nishi 
muta

Bi 40.9 33.3 11.0 1. I 2. 09 1.72 0. 21
B-C, 41.7 35.5 8.6 1.1 1.99 1.72 0. 16

岡 MF A-B 39.0 33.5 10.0 1.0 1.97 1.66 0.19

東
Okazaki

B-C 
C

38.0
31.9

34.7
33. 2

10. 2
17.3

0.9
2.3

1.86
1.63

1.56L22 0.19
0.17

伊員湖 
芦ケ池 

Ashiga-

A-B
B-C

40.7
41.2

28.8
31.7

10.9
10.6

1. ・
1.1

2.40
2.20

1.93
1.82

0.24
0.21

ike c 38. 3 33.3 10.4 1.0 1.95 1.66 0.20

二川天
A-B 39.6 32.6 10.5 1.1 2. 06 1.71 0.21

Tenpa- B 33.6 34.0 12.5 0.8 1.69 1.36 0.23

海

ku B-C 28.6 34.9 17.2 0.9 1.39 1.06 0.31

八書 Bi 42.3 33.0 9.2 0.8 2.17 1.84 0.18
Hasso Ba 41.3 33.8 9.5 0.7 2. 07 1.76 0.18
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地方

Gross 
division

土名

Name
所面番

Profile 
No.

用 使

Horizon

mfをもとにしたパーセンテージ 
Percentages on dry basis

そ ル
Mol ratios

It

SiO： Al:03 Fea03 TiO: Sios/ 
Al:0s

SiO:/ 
Ala03 

+Fe203
FeaOj/

Al:Oa

ォ 谷

wず
B1 38.5 31.9 12.7 0.9 2. 05 1.63| 25

Suga- 3 Ba 39.4 31.8 12.7 0.9 2. 10 1.67 ' 0.25
tani B-C 33.2 35.5 13.7 1.0 1.59 1.27 0.25

商
.i-公 
Ijimino I

A

B

33.2

30.7

33.4

35.3

15.4

15.4

C.9

0.9

1.69

1.47

1.30

1.15

0. 29

o. 28

愛d川 1
Alago- 
yama

3る

2
A

B

37.5

37.2

33.4

33.9

12.1

12.7

1.0

0.9

・

1.86

1.55

1.50

0.23

0. 24

潟 修久山

本今お
A-B 43.9 30.8 11.5 0.8 1.95 C.24

と イ\#4 
Yuku- Bi 41.8 29.9 12.7 0.7 2. 37 1.87 0. 27
zan Ba 42. 3 29.4 13.3 o.8 2.44 1.99 0.29

・円町
Toka-

・**
A-B 38.5 32. I 12.6 0.4 2.03 1.63 , 0.25

machi B 36.8 34. 1 13.7 0.3 1.83 | 1.46 0. 26

• IIIic 4) 町 -斷 一 番号

** 赤色土壊の研究 I. 林野土坂調帽告S. 3～6頁載参!

*®* 新i消J氏Njili, 愛宕山断面 とほぼ同機な断面
**今* 新沿県十・口町市, 度 (色のい) の赤色土

つさに,J非止で は,東海地方の も の は各断面 ともポ 州がミやや商 く ・ 下,や: こ 他 が小 さくなる 傾向を示 し 

て, そのWの砲四は2.4〜1.4,新潟ルガのものは悠久山の土旅が全的にやや高く2.4を示すが, 他は東 

海地方の もの とほぼ同保な傾向を示し,その純町は2. 1〜1.5を示している。これに対して北九州地方の も 

のは上記の各分の土層中に5ける分布と同ﾡにかなり 複雑であって,香椎中学の断面では Bi, B2 両用 

のMは 3 に近 く,野外観楽の熱果と同はに下層との叫に不運ﾡ係が地定されるのを始めと し,高良山の 

Bュ,高良台のB-CMなど下層の一部が高い慣を示した。しかしながら, 全体的に:2.2〜1.7の補闘のも 

のが多く, 他地域の ものに比べてわずかに高いと感ぜられるにすぎたい。

鉄分の合量事では, 北九州の塩坂土のB-C, 耘大間池上壊の B2, C.などで205をきすほか, 北九 

は川海,新潟 ヶのものに止べて全般的にその命行料が高く,各地域の平均的な・野0.2～ 

0.3 に対して0.4～0.55 と高い傾向をもった土師がみられる。

これらの徴候を総括的にみる と,各地域ともﾡ士あるいは鉄分の移効がみられ, やや注悦の進んだ土塊 

である と 判定される。そして, 東海・ 祈ﾡ地方のものiはわげずかにﾡ士性の高いﾡ,北九州地方のものは鉄 

分の含載の高い型 と考え られる。

このょう に, 各地地によつて竹土の主※分の創成止にわずかに加油がみられること, および北九州の 

赤色土が面によつて, また土留によって粘土の組成比にかな り相違が認8められることの明諾な解明は現 

状では困器 であるが,その原因の1つには,東海, 新潟地方のものは例示の大部分が積型赤色士で, ー 

部にあげられた岩体K化型のものも同一順価中にﾡ坐のものを重ﾡしていないのに対し,北九州の赤色 

土の例示ではこの2つの型のものがローI面にI複しているものが:あげられているために, ﾡ化. 土壌
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生成にあたつて水分の動向とともにﾡ質の移動の形置が・ともに土WのJ"*性の2数するぶとく 

うけたことが:あげずられる。また, 他の1つには, 東海, 所i地方の赤色土は注花i, 不英«£*,

岩などの『性岩お;よびその水ﾡ物之母けと したものを に体とするのに対し,北九ノ:Iの 赤色 上に 花岗自用の 

かに。 雲ル賞. "岩のよ う に苫土悠物に高んだ処狙性が行お:よびそれらのホ肌;をげけとナる 

ものが多いこ となどがぶ えられ, これらの条が側地しあって 上記の和果をもたらした ものと地われる。

b.枯土炎物

上記の各地赤色土の対比を粘土地狗の而からみるために,木立らの研究から,小2独分析ﾡ県を引川す 

る。実験結果は,第38Mに示すとおりである。

53360〕 3 售5E i02 M :0(

第38図 示然分析曲線凶
Differential thermal curve of red soil.

赤色土塀の研究 I (バ・ 大政) 一49-

このﾡ県. 検出された君土純打は,北九州地域の赤色士ではハロイサイト, 加水ハFイサイトを主体と 

し,一部にカオリンなどいずれも1:1格子型崎述をもったものが:みられ, ギブサイト (r-Al:0..3H0) 

のf在は微量であったが,東海追方のものは加水ハFイサイ ト を土休とし,これにハロイサイ トを況在す 

るものが多く, ﾡに少量ないし加当量のギブサイ トの存在がみられた。また, 新潟地方の赤色土では加水 

ハロイサイトを主体とし,一部にカオリンおよびハロイサイ トがみられ, 常に少量ないし相当量のギブサ 

イ ト の存在が認められたが, ことに五十公野の赤色砂土では多量のギブサイ トが検出された。

このょうに各地城の赤色土の枯土放物には地域ごとにそれぞれ多少の神はが認められたが, 大局的にみ 

ると,各地域とも1:1許子型述をもつ枯土数物である加ホハロイサイト, ハロイサイト, カオリンな 

どが休をなすという で大きな共通性が認められ, こ と に東海, 新潟両地域の赤色土はそのﾡ似度合がミ 

高いと判定される.

これらの 1 :1子型ﾡ土放約は, 赤e土. 賞e土・ ボ ドゾルなどのよう に湿潤気候下で溶脱の進んだ 

土旗中に合まれ, ことに温度の通い步合ハ匸イ サイ ト履となるといわれ,結土ﾡ物風化の最終段商に近い 

ものとされている。また,ソ連の赤色土では大部分のものはハ13 イ サイト,加水ハロイサイトを含んで 

いるとﾡ省されている"o。これちの資科を照合すれば, 上記各地域の赤色土はﾡ土放物の面でも広茶の赤 

色 土の性状 を十分に具備しているものと判定される。

また,東海および新過地方の赤色士で日立つて検出されたギブサイ トの存在は, これらの地域の赤色土 

の粘土細成が北九州のものにべてやや勝士性が高いという前項aの記述とよく符号する。しかしながら 

現状では資料不足のためにその存在意義について解忻を進める ことは困般である。ただ,ハ=イサイ ト属 

粘土ﾡ物の1格子を成するといわれるギブサイ トが独立してハハロイサイ ト属法土鉱物と共存するという 

ことは, ﾡ土放のﾡ化過ﾡの研究を進める上に注日されるべき立項となるものと思われる。

v 北九州地方の代表的赤色土の形態的な らびに理化学的性質

1) 形態的性質

調地域内に現われる赤色土のI面形態は, その出羽様に示されるよう に常に複雑であって, 日木 

'の他の土壌群のよ うに整然と した形態を示さない (第II豪 4) 節参照)。 したがって, 以下に記載する層 

位の区分は必ずしも同一母材からの土壌生成作用によるものとは限らない。

また,ここの赤色土は新潟地方の赤色士のように, 赤色化のﾡ度や土性によつて区分することは困で 

ある。ここでは変面侵触の影『の強弱に規ﾡをき, これに前述の岩休風化の有無をはじめ, 出現様式に 

みられる特激を加えて区分し, その代表的なものを例示してその形態的性質について記述する。

a. 安定した形態を示す土

研面1. (第39図, 写真14参照)

所 在 福問市番能町西男

地形波状に開析された小丘陵の斜面上部

傾 斜 15度
方 向 西商西

海抜商 40m
凿 ﾡ 旧期洪積世, 各環煙土層
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第39区 Prof. 1 の撰式図 

Schematic presentation of Profile 1. 
M...商糸綱 Mycclim
L・ gr...細徴状情述

Loose granular structure.
f•N…細堅果状構造

Small nutty structure.
N...堅状げ池 Nutty structure.

林 分 デカッ・クマッ天然生, #j6 6 , 57 

itf 10cn. ﾡ!仲は拠曲して頑 広 - もに不 

, 林味には低辛の=シグ怖生 (FビI15参町)。

土塚面

L. 3cw コシ グ枯葉。ブカーッ業. きわめて担 

に税. ぬ。

F 2cm アカーッ, = シグ腐鬼,屈状を工し,や 

や商にf.乾。

F-H 4〜6cm 黒 小 色,砕片状ないし小位状。=シ

グの細胆が密に分布,流:分的に 1～2c: fの 

灰R色商糸綱境をみる。菌糸臭が強い。乾,下 

層との境にア カマッ小限が線状に分布する。

B, 4～6cn 灰費色,地. 全級的に細位状I

造") が発達するが,ﾡ状に0. 5～ 2cw 大のﾡ果 

状構造のみられる荒分がある。=シダ, ア 

ッが:多く,1糸が:変廷する。乾。

Ba 20cm 番赤神色, 出質,0.5～3c大の発県状 

構造が発達,ブカッ唄が放在,商糸はげ油 

の間岡に散 見,堅, やや乾。

B3-Ci20cm+ 赤問色, 地, カペ状を呈し,はなはだr密。

この断面は, 香ﾡ町周辺の赤色土のうちではﾡも交定した形態を示すものの1つである。このI面iにみ 

られる1つの特改は, A用を欠いて, 土ﾡの最上位は赤味の全然ないB1層からなり,下岡に述むにした 

がつて赤味を増していることである。また, もう1つの特破は, わが国謀林土壌の一般的な傾向 と 同梯 

に,地形にもとづく小原境の影郷をうけて, 大政の類別によ る乾性褐色森林士(Ba型土埃)W とn似し 

た形態を示すことである。

ﾡ 画 2 (第40区,"F!(16参即)

所 在 福岡市る桃町永谷,福岡営林番血坂ﾡ行林533林班

地形丘陵性山地の山施に近い緩い凸形斜面

知 斜 20度

方向南東

海抜商 70m

基 盤 角閃おおよび角閃片.む(三都変成岩類)

林 分 アカマッ天然生林,桃高13m,, BT直径15cw, 林内にはヒサカキが最も多く,ヤマモモ, ナナ 

メノキ, クロギ, シリプカガシ, コナラ, ネジキ, ネズミサシ, ノフジ,ヤマッッジなどがみ 

られ,林床にはやや高茎の=シグが川生する (i17参照)。

土壌断画

L 2cw アカマッ, コシダ,広媒例葉細に積。乾。

赤色土の研究 II (D・大政)

H-A 1cm 町i皿e, ゆ)ないし細位状,糸の小式 

とみる。=シグの細り多。乾。

A-B 1oew. 暗优稀色. 細也优溝造 と堅果状構造が斑 

状に入り交じる。角閃岩の小角礫を含む。中根 

多。やや。

B 30cm,企ホ色, 弱い王果状暦遺,府関"の角 

標 多。やや型密,中 欄 散布,やや乾。

B-Ci 50cw+ 除赤附色,カベ状構造,軽就な割 日 あ 

り。角閃 岩 の風化网極 多。ﾡの"ﾡがﾡ赤ﾡ

色, 緊面, e

こ のl面は式岡 (A-B) に赤がな: く,またやや乾燥 

型の形態を示す点は, 用而1 とよ く以て いるが,それより 

も やや水分京境がよい土択と考えられる。この所面には 

関岩の風化した 角礫が 多数 合 ま れ. 一見不安定な 要素が あ 

るょう に考え ら れるが, 現況では般 も 安定 した 形態 を 示 

し, 土用の分化もかなりﾡ燃と行なわれている。主た,B 

- C,層hのK化弾のル四が派か色を兄するこ ともこの 

断面の特徴の つであつて, この点では新潟地方の菅谷に

ある片状花崗岩上の赤色土11”と同様の形態を示している。

b. やや安定した形態を示す土

断 m 3. (第41図, 真1S参則)

所 在 福岡米久刊米市為良山,商良神社境内

地 形 凸形斜面上部の小棚状部

傾 a 20度

方向西

海抜向 200w

ﾡ 盤 角閃岩(三都変成岩類)

林 分 スダジィ, マモそ, アジ カシなどを主林木と 

し, ヒサカキ, シャシャンボ, タイミンタチ 

ナなどを下木とし,林味にコシダ,ウラジ=, 

ネザサ,ヤマッッ ジな どを散生する常緑性広業 

削 (デ119参照)。

土以断面

L 2cw 主として広第樹落葉。祖。

F o～2en 広葉樹被砕葉,レンズ状に堆依。

B, 15～25c»・汚賞色とず/色が斑ないし帯に

—51

40 Prof.2の供式図 

Schematic presentation of Profile 2. 
L・ gr..細位状げ述

Loose granular structure.
N...堅県状情ﾡ Nutty structure.

ﾡ11図 Prof. 3の模式図 

Schematic presentation of Profile 3. 
L・ gr…細粒状構造

Loose granular structure.
f ・N...細ﾡ果状げ池

Small nutty structure.

分布, 部分的に細位状情述とﾡ栄状げ道が入り交じる。細中根が密に分布,々やゆ, 問。
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赤色土の研究 II (以・大政) -53-

Bs 20cm 赤ﾡ色, 岩の小ﾡ外Bと大挑を合む。, 状に色の派決むらがあろ。 べ 

池, 墜密, 限の分布は少ない。

Ba-C: 8～12cm. 帯橙黄褐色 と 赤褐色の斑,角閃野の塊状課を多数含み課の状囲が多褐色を#け"

C2 剤岩のﾡ用, t理面は赤色にまつているがどは新ﾡ,上附とのはきわめて判然と 

し, 炭物および砂鉄とみられる物ﾡの線状沈ﾡをみる。

この所面は, その林ﾡが断面1, 2よりもはるかに安定したﾡと示すにもかかわらず, り触の影がと 

残した形態を示している。 また, この土壇は前に配述したように (前述調地域の地史項,14項参即) 明 

らかに古い水成遣ﾡ土の形態を残存しているが, 現地形が山地内の小幌地形面に位置するこ となどから号 

慮すれば,かなり古くから前制の影をうけ, 比較的近世までその現象が続いた土塀と 判定される。現に 

同一山陽内の各所に, かつて このﾡの土の請した と みられる 形跡は 印 々 の段窓 で; 谣める こ と がで さ る。

第 42 図 Prof.4 の枚式図

Schematic presentation of Profile 4. 
f・ N…細笈果状価造

Small nutty structure.
N…堅果状構造 Nutty structure.

I 面面i 4.(第42図,ゲデザ20参照)

所 在 福岡県筑後市赤坂 

地 形 やや開折された台地 

傾 斜 5度 

力 向 西北西 

海抜高 50w;
基 銀 積世砂ﾡ層 (久利米他上部の疑 

いあり)

林 分 アカマッ・グロマ ッ天然生林, 樹 

高10w, 胸高i:径12cm, 低木用に 

ク=ギ, ヒサカキ, ハギ, ヤマッ 

ッジ,林床にはネザサが密生,ス 

スキ散生 (写典21 参照)。

土境断所面

L-F 2cm 主としてネザサ枯葉,マッ 

落葉坦に堆積。

(A)-B 7 c,"淡暗褐色,細かい県果状構 

池,ﾡﾡ,岩の小円ﾡを合む。

ササ地下茎,細県多。

B 40cw 帯黄褐色,堅果状備造,ﾡ 

堅密, 岩の小円ﾡ散在。ササ地下茎,

マッ中根散在。

(B)-C1 25～30cmn 帯赤褐色,珪岩,雲は片岩, 

だ堅密。

角関岩, ﾡ面岩などの小円残からなるﾡ層。はなは

(B)-Ca 50～60cmt 裕色, ﾡ密なゆ土層, 根はほとんどない。

(B)-C』50cm+ 黄褐色,堅密な砂土ﾡ。

この断面は, 炎岡にわずかに土届の分化が行なわれているが, その他の主要な土層は地岡と しての様ﾡ 

うそのま主残行する, 牧的若い形態を示している。した 

がって 然密には 不安定な要索 を も った土旅 と はいい切れな 

いが,地形が後いにもかかわらず,ﾡﾡ地に容易に移行す 

ろ要素; よかたり 強く もつているとみなければならない。そ 

の災づけとして四四の同一地形面には値生の被覆を欠いて 

ﾡ出地になつているところがししiばみられる。

商 而 5.(a3B,死山22参照)

所在 福岡衆伯屋郡久山町上久原山ノ神

地 形 谷i沼いの高位段丘

傾 斜 10度

方 向 東市

海商 220m;

ﾡ ﾡ 角営 (三都変成加)

林 分 マダケとアラカシ, シイの合した疎林。林床 

M生を欠く (呼123参照)。

土堺断面

L 2cw 主としてマダケの落葉

F 痕跡

A-B 5cm 暗 橙褐色, 細かいR果状構造,細供多数 

土徴はﾡく緊つている。乾。

B 30cm 汚松黄禍色,ﾡ果状情池, マダケ地下茎 

木根多。土岡はﾡくボ日ボFしている。地質, 

ややぬ。

Schematic presentation of Profile 5.

B-CI120～150c" 赤間色, ﾡ緊面な士, 力状情道,円ﾡの薄/をはさんで下層に推移する。

C 上部は比校的新鮮な角閃岩の巨櫻階,下部は角岩体の恭盤用となる。

この土県は前に記述したように(調査地地の地ル史項14頁お;よび前掲第5図参照),古い水成積物である 

ことは間違いなく,土塚と盤は母材的に必ずしも一致しない。また, 湊谷内のこの土城の分布はきわめ 

て限られており,この断面付近でも比高の小さな陵線の上壊とは一線を画して推移する。地形」:の位置は 

上記のょ う に比教的越いにもかかわらず土照の分化は十分に行なわれていない。現在この土壌は河谷によ 

つて側面から侵触されつつあり,一部には地筋的に滑落しているところもある。

c. 前制の影響が強く残っている土壌

調査地域内のか色土は前述の特興な生上の条をもっているばかりでな く. 地表を被覆する植生が一 

般に貧弱なためもあって,その大部分のものは多少にかかわらず侵触の影響をうけ,現在なお衣面侵触の 

進行しているものがきわめて多い。断面 6 以下にそれらのぼぼほ最的な もの を示す ことにする。

断 面 6. (第44図, ゲ124参照)

所 在 岡県久留米市商良合

地 形 開析丘陵上 (海触面) の小平担面。
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第4凶 Prof.6のﾡ式
Schematic presentation of Profile 6.

Pl...板状I述 Platy-structure.
Fi …割目 Fissure.

第45図 Prof. 7 の模式図
Schematic presentation of Profile 7.

f・ N...細座果状げ油

Small nutty structure.
S...ﾡ Stone.

ﾡ 年 なし

海払高 70w;

# 分 (i生) 上木を欠き,わずか・にネザサ,ハ 

ギが:生,ほとルど浜に述い。

4 a 心朋洪積やたいし久利米修

土面i

A。 なし。

B. 4〜8cw 椎赤縫色,堅密な地上,著しい 

板状I込, 提は込両iに沿つて分布, ぬ化。

(Ba)-Ci 32cm色, ﾡの判燃とした色 

の小さなレンズ根保を多数含む, 昭商な地 

土•カペ状構造,珪岩質の小円像を含む, 

詞,上, 下層との外判然。

(Bo)-C1 25cmI赤裕色,平ﾡな地士, カベ状構 

油, 調。

こ のl画iのく Ba)-C1 岡以下は の地用的な形態 

が若し く 残有:して,許通の土版の用区分とはきを

にする。これらのWとしての解師は, すでに地史 

と 土塀の出現様式 と の関係の項, 例示 (v) として記 

述した (19-20項参照)。このI面は, ル形が平で 

あるに もかかわらずきわめて交定さを欠いたﾡﾡを示 

している。その刊!山としては,土塩に対する地史的な 

前制によつてM生の発述が:割川を受け。さ らに近時の 

W生の破収によつて炎面侵触が:』されたものと解さ 

れる。

断面7. (ﾡ45B,デ山I25参!)

所 缶 w岡県和国前大川町平原

地 形 地塁状小丘の」.而

傾 斜 10 度

方向南

海商5 45m・

苫 鉱 岩

林 分 (M生) 上木を欠さ, シャシャンボ,ヒサ 

カキ, ンョゴ, クロギ, ヤマッッジなどの 

矮生木点在,ネザサ昨状に密生(前呼区

1 参照)。

土比断面

赤色土壊の研究 II (じ・ 大政) -55 -

L-F 0～3c』 ネザサの枯災。

A-B 0～5 cw ﾡi色,硫な位状ないしﾡ果状げ池, ボロボF して乾, 細根やや多数,

(Bi) 0〜15cw i引i色. 躬い限果状購造,5店な地士, レンズ状に聞, 下,やとの界面に古生 

. 小円P『。ササ地下茎木沢多, 。

(B3) 25～30cw 赤問色, 緊密な地土,カべ状述・ 買闪色:I:斑が帯状に分布,下解との界而に小

門時I在。

(B3) 40～50cm施#色, 緊商な増士, 色の浸淡によって 横縮校秘を呈す,カペ状構造。

(B,-C1)0〜20cm,黄納色,上岡と全く同ﾡであるが, その淡色部が:下用との界面凹部に積したほ 

があ る. 下屈との界面に珪む質小円感が線状に堆積。

Ci 50～100cw. ﾡN色に風化した巨円隣刷, 礫川 J は卷色を呈するが,ﾡさのはない。

Ca 海赤褐色にピランした角閃むの基層

このl面第m 4) 簡の例示 (i) の崖断面の一部 •である。したがって, i記e (16項参照) のように 

各 L刷のW区分A一B用を除いては土旅生脈作用によるものでな く地州的なものである。

また,A-B岡および (B1) 甲がミレンズ状の進積之示して欠除するところもあり, 地表面が平滑でな

いということは, こ この地形が此校的談いにもかかわらず,土地が階化後今" Eでの間表面侵建の影響を

才当強くうけたことを約つている。

I i 8.(a46H4,3F1(26参即)

所在 t同lG町びり, ﾡ学げ内

地 形 丘陵上而の開忻された後制而

ﾡ料5

方 向 北

海高 #40w・

後 2 古第三系の砂ど, 真岩の互岡上に旧期 

硫岡(ﾡまじりのﾡ土州) をﾡ。

林 分 (情生) アカマッ・クロマッ の形質不典 

木が峠生, クロギの小径木・ シャシヤン 

ボ版,帳ﾡのネザサ, ススキ・ =シダ 

が:コロ = 一状に生, M生の被を欠い 

て地表が程出すると ころもある (!27 

参照)。

土塀断面

L 0～2cw.ネ ザサ落東在。

A-B 0～3cm暗神色, 細かいﾡ果状情池, 

ササ の細根やや 多数,乾。

BI 20cw. 黄湖ないし汚况樹色,細かい堅果

状構造,部分的に細也溝造,ササ地下茎 

多数,小円ﾡを合みMﾡ, やや乾。

46図 Prof.8の松式区
Schematic presentation of Profile 8.

L・ gr…細粒状構造

Loose granular structure.
N...照果状情造 Nutty structure.
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(Ba)-C1 20cm灰白ないし灰ﾡ色, 適, 緊省, 力べ状げ述, 赤色取化した小円理,航品バ谷の小円ビ 

を各む。

(B)-Ca 50cm赤欄色, やや砂. 緊密,下方に逃層と同ﾡの赤色風化した巨ﾡを合む。

c 節理面および上屈との界面付近が赤褐色に風化した古第三系の眇む,口ﾡの五。

この断面は,地史と土壌の出現機式項の例示 (ii) の一部である。 したがって,ここの各帝 位 は所 而

6,7と 同様に, A-BWを除いては地用的な ものであり, C 府は海触面面下のホ色風化岩になる。

地炎は現在もなおﾡ常地のﾡ相を呈し, 州 (A, 

するにすぎない。

A-B)の発述がきめてっるく, レンズ状に残行

C

I 面 9.(47[4,呼い28参照)

ニー5Sm 所 在 佐賀栗鳥栢市江島 (旧旭付)

地 形 やや開析された段丘面

ﾡ a 5

55 方 向 北北西

海商 40m.

準 盤 I旧期ﾡ世巨円ﾡ層

林分 (情生) 度生のマツ類散生,

(BA,Bu,Bc型土旅) に似した形態を示すことである。

以 tのょ うな調花地域のホ色土が示す形態的な特微は, 新i8地方の赤色土",東海地方の赤色士もと 

もに同りである。

2) 化学的性質

日本のホ色土は, 強成性で版店題に乏しく,相当に流戦の進んだﾡ士賞土収であるといわれている。こ 

のことは,北九州地方赤椎および高良台の一部の土境,東海地方の一部の土壊などについて菅野らの載告 

aoleがミあるのをはじめとして, 近畿地方潮ノ郎,商市九州都井岬の土旅について川島のW省, GHQ土 

派調報"oなど, 多くの資料がある。

こ こでは 既住の資をさらに述試するという より は,,周査地域の赤色土にみられる出現侏式の特徴と 

化WtKとの側係おすよび,前ポと同様に,北九州地力の赤色土と前に帽省した新渦地方の赤色土(冷 

ﾡ地以の赤色土) と の関係を化学的性質の而からも対比する こと を目的とし,両地球の代炎的な土坂に 

ついて分折し検対を加えた。

i) 実験項目 および方法

つ O

3
低のネザサ・ ハ 

ギ, アカマッ の幼稚樹な ど によ つて おおわれて 

いる。

土比断面

イ・ pH (H3O)

P.pH (KC1)

m換ﾡ度 yi 

ニ. 加水ﾡ度 y1 

ホ.[換容量

へ.建換性石灰および苦土

ト.遊就酸化鉄

チ: 燐酸吸収係数

リ. 全筆業

全炭素

A-B

第47図 Prof. の模式図 

Schematic presentation of Profile 9. 
f ・ N..細堅ﾡ状げ造

Small nutty structure.
Gra.S...花尚岩質関 Stone (Granite).

B

0～2c ネザサ,マッ落葉敬生

2〜5cw 暗橙褐色,細係県状油,地質, サ 

サの地下茎,細根多数,乾。

55cw 赤褐色,小円ﾡを多数合み質, ササ地 

下茎,マツ根故在,やや乾。

100cm+ 灰白色, に花山からなる巨大円

分析方法は, 前記 黒色土塩の分析方法と同様な方法によって行なった (郊II第7節b, (i) 34～36 

頁参照)。 '

Wを多数合, はなはだ堅密,映は物理原じして優白色と
呈するものと,賞色, 赤褐色にピランしたものとが入り交じる。根の分布はなくやや泡潤。

この断面は, 第I卒 4) 節の例示vi) の一部である。現在地形的には安定した位置にあるが, 土壌生成 

作用による土層の分化はきわめて不良で,地史的な前ﾡの影術はなお名残をと どめている。

これらの断面記載例に示される よ う に, 調査地域の赤色土の地表もし く は地衣近く の土伸は,ﾡ面侵触. 

の影密が著しくない限り 赤味に乏しいかまたは全くない。また, 多少にかかわらず腐崎によつて汚染され. 

てわずかに帆位の分化が行なわれている。これまでの考察をもと にすれ, 現在の環境によって土城生成 

作用が行なわれて いる 形態的な兆媒は,上配の腐糖によって汚染された A 第もし く はA - B用の分化と,

B層上部の情遣の発達という 2点にとどまつている。そして,牧的交宛したI面のB層上部に赤味の乏 

しいことは, はたして土ﾡ生版作用によるものかどうかは疑念がある。いずれにしても,調査地地の赤色. 

土には形態的にみてボ ド ゾル化の微候は認められないと して差しっかえないと思われる。

さらに, これらの赤色土の形態的なもう1つの特徴は,いずれる, わが国の褐色森林土の乾性な土城へ

(ii) 計 死

イ. 7t換ﾡ座と加水ﾡの止

ロ.」換性石灰器よび値換性石灰.苦土の飽和度

ハ.鼠換性石灰にと陵換性苦土強の比

=. 炭楽ポ

(iii) ﾡ果と協討

分析ﾡ果は第10英に示すとおりである。

この総果,北九州域の山ノ神 (M面i5)および新大間地 (断面7) 2点の土旅が特殊な性買を示した 

が (これについては後に記述する), 北九州地域の他の土壌,および新潟地方の赤色土球を通じて, pH 

(Ho) は 3.7 〜 5.0, 大部分のものが4台を示して強酸性, 直換酸度と加水酸度の両 y 値はともに大き 

く,こと に注同すべきことは証換ﾡ度と加水酸度の数値止が1 に近いか 1以上の値を示したことであ る。 

このこ と は得 峰明 書町1) のすでに指摘した ところであつて,赤色土の 1 つの特異な性質 と考えて よいと 

思われる。成換容次は新海地方の悠久山のものがやや大きな値を示したが,他は全般的に小さく,証換性 

石灰景は一 部の表用 (A, またはA-B) が加生による循環が想定される型を示してやや多く みられた 

が, 下僧土は含量がすくなく,多くの土用でﾡ換性吉土量に近いかまたはそれょ り も小さい値を示した。 

すなわち,砂換性石灰弦と風換性苦土の比が 1以下の値を示すこ とは相当に洗脱の進んでいる こ と を物語 

るものでゆ,これまた赤色土の一っの特異な性質と解してよいと思われる。これを裏づけるように,石灰
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第 10 : が C 土 の 化

Chemical properties of reel

赤色土の研先 II (最・大政) -59 -

地方 土坂名 R 位

Gross 
divi- 
sion

Soil
name

Profile 
No.

Hori- 
zon

Hydrol. 
acidity

(y!)

yョ/(y)

ni換trii
Cation 
excha- 

nge 
capacity

icや,性

ti ﾡ 
Cn

苫上 

Mg
m..C. m..C. m..c.

_______ 1 _/ICO8_ /1008
46.9
34.6
36.4

5(
.6<
.9( 

a
 a
 a

8
 9
 5

1
 

3.1
 

o.i
3.

o.a

o.

2
 3
 6

段

21.

0
 1
6

3
 3
 3

1
7
 6

7.2

3.

4
 4
 2

良山
Kora 
san

O.96 19.5O O.4 0. ・・
18.09 0.19 1.1C

c. 92 10.51 O. 20 0.91

1.01 14.O4 | 0.19 c.10
1.24 14,44 O.21 0. 23
1.22 15. 8 0. 27 0. 37

Bi
B2

B-C

北 赤ホ 坂 A-B 4.5 3.6 27.0 30.6 0. 8a 15. 57 0. 53 0. 46
Aka- 4 B 4.3 3. 5 29.3 28.9 1.0 13. O: O. 33 0. 35
saka B-C 5.0 3.3 26.9 23.9 1.12 9. 98 0.30 1.07

•2-

_

こQW
O
N

九
高良台
K5ra- 6
dai

Bi
B2-CI
Ba-C2

学
Kashi-

Chu- 
gaku

Oma- 
_ike .

中

6
 9
 1

5.
4.
$.

B
B
B
C

0
 0
 9
 1

5
 5
 4
 5

7
 7
 7
 8

3
 3
 3
 3

8

2
 3
 6
 4

4
 5
 4
 6

3
 3

3.3

6
 1
4
 5
 
- 
6
 3
 1
2

4
1
8
8
 

3
3
1
6

2
 2
 

i
 
- 
7
 3
 4
 2

27. 02
12,48

13.4 0.13
7.8 O. 19
8.8 0.1

25.4 O.82
15.8 0.9 ,
20.6

26.1 0. 94
23.1 0.9t
15.3 0. 5
⑼9 0. 92

72.6 1.01
34.7 0. 9o
43.9 1.0
35. 7 0. 7a

:1.22
8. 91

1O.44

12.53
11. 35
13.20
11.48 ■

23
 5.

13.10
14.42
14.87

3.75 2.06
2.15 6. 28
2.43 6. 17
ィ

1.5 0.51
0. 39 0.51
O.47 1.93

1.19 1.04
1. 34 2.05
1.38 4.11
0.85 2.07

0. 82 1.71
O.40 0. 69
0. 24 1.59
1.32 2.75

旭
Asahi

8
 7
 7

3.
シ
3.

6
 8
 8

8
 5
 9

0. 2a 
0.9 
0.8i

20.33
14. Oi
10. 50

C. 75
2.80

O.
0.53
1.32

Nishi-
muta

• 月()
iv B-C1

(II)

新

;ロ

ﾡ 谷
Suga 3 
tani

B!
Ba 

B-C

4
3
4

T公 ** 
r.Iji- I 
mino

A 
B

4

愛石山 " A
Atago 2 電
yama

4
4

5
7
5

5
 5
 6

X
 X

6
 5
 0

6
 6
 z

2
 2
 1

0. 63
0.9
1.0

0. 94
1.O1

10.49
15.9!

21.46
15.72
7. 39

O. 36
0. 26
0. 30

1.37
1.27

0. 65 
0.25
0. 25

• 第IIt4簡i断面番労

0.91
1.O!

0.7
0.9

24. 36
20.90

0. 92

.. h

6. 78
4.59

0.31
0. 22

0.14
0. 25

0.75
0.10

1.46
0. 88

33.15
34.02
30. 38

0.20
0. 24
0. 33

0. 68

1.41

soil in Japan.
的 性: 質 (細 土)

Gi灰ﾡ和

Rate of 
exch. Ca 
satulation

_________ g

・・

Rate of 
exch.

Ca+Ng 
satulation

t換性 
7i映/古土

Exch.
Ca/Mg

(そ心止)

背酸吸収保教

Phosphate 
absorptive 
coefhicient
,0,m,g/月お

泣ﾡﾡ化鉄

Free Iron 
oxide. as

Fe203

当

全空業

Total 
nitrogen

発

全炭索

Total 
carbon 

(Fine soil)

製

炭業車

C/N 
ratio

土Icog

8.4 15. 1 1.2
1

710 2.83 0. 11 3.47 31
5. 1 9.6 639 3. 72 0.07 1.58 22
5.0 10-7 0.9 734 7.61 0.04 0.85 21

2.3 6. 1 0.6 1916 3. 78 0.10 2.12 21
. 1 8.9 0.13

0. 22
783 6. 48 0.07 0.16 9

1.9 10.6 1001 9. 37 0. 02 0. 24 12

1.3 2.0 1.9 631 4.51 0.09 0. 93 10
1.4 3.0 O.91 723 5. 58 0. 05 0. 33 7
1.7 4.O O.73 401 3. 59 0. 06 0. 35 6

3.4 6.3 1. ls 1135 4. 85 0.07 0. 99 14
2.5 ふa 0.91 350 5.16 0.04 0. 35 9
3.0 O.2s 590 3.48 0.03 O. 17 6

28.6 44.3 1.81 811 8. 66 0.11 1.45 13
14.9 58.4 0. 34 923 15. 90 0. 05 0.46
16.3 57.8 0.4 905 16.50 0. 05 0.47

15.6 20. ! 3. 43 625 5. 32 0. 05 0. 60 12
4.4 IO.] 0. ブo 491 5.83 0. 03 0. 22 7
4.5 6.3 O.1o 685 4.9! 0. 02 O.14 7

9.5 17.8 1. 14 747 8. 67 0.04 0. 39 10
11.8 29.8 O.63 616 fl. 83 0. 02 0. 22 11
10.4 43.9 0.31 834 6.63 0. C4 0. 49 12
7.4 25. 4 O.i1 565 7.87 O. 02 0.18 9

3.0 13.9 O.4- 1057 4.91 0.10 16
3.2 8.6 0. 58 827 4.29 O.C5 12
1.5 11.9 0. lc 8!5 4. 64 0.03 8
5.4 16.9 0. 4s 1434 0.07

26.8 11.6 1331 4.08 0.18 4.06 22
3.2 6.9 O.84 1321 6.05 —
6.6 17.2 0.3s 915 18.10 — —

7.1 20. 2 0. 5 792 5.42 0.03 0.16 5
17.6 25.5 2.2 1070 4. 92 0.03 0. 38 13

1.6 4.7 0.6 1347 4.93 0. 23 3. 67 16
1.6 3.2 1.0 329 5.09 0. !3 1.14 9
4.0 7.4 1.2 477 3. 95 0.03 0. 32 11

4.5 6.6 2.2 523 3. 37 0. 04 0.77 19
4.7 10.2 C.9 402 2. 77 0. 02 0.16 8

3.1 9. I 0.51 1274 7. 66 0.18 3. 36 19
1.9 6. I O.1o 1333 8.71 0.09 1-23 14

0.6 2.6 0.3 1748 5. 90 0. 17 3. 05 18
0.7 2.9 0.3 1531 7.06 0. 07 0. 62 9
1.1 5.7 0.2 1539 7. 93 0.06 0.52 9

令**•• 赤色 L:の研究 I (林ず土調査帽告 8) p3～8 にi。 新潟県長i, 愛右山土壌とほぼ同状なI所面形態
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飽和度も一部の炎パを除いてきわめて小さな価を示している。炉安り収係数なはパを除いて;注 ・般に小さ 

く, ﾡ色土とは明らかに対強的な傾向が:みられた。炭素,製応はその形鵬的性と式比例してすく 

な く,ど料で も 協別地城差がざめられなかった。 ﾡﾡﾡ化鉄量は 4 ～18% と 土塚にょ つてまた土甲にょ 

ってかなり差が認められたが, 全般的;こ北九州地域の土壇にその鍵が多い演向がうかがわれ, また第2R 

主たは逃層に高化する傾向は両地域に共通してみられた。野らは赤色土ﾡ土中のほとんどの鉄分はﾡ 

教性の形態をとっているであろう と世；もしているが,新名がびみた各地域における赤色土細士小の金鉄量 

に対するﾡ離ﾡ化鉄量の車をホめた分断ﾡ果"を示すと, 第11炎のとおりである。この結県から, 日本 

の赤色土では鉄分の相当量のものがﾡﾡ性の形態をなしていることがうかがわれ, しかもその 比 率に比較 

的地域性がないこ とも注目 される。

こ の ほか,管野 ら によ る 東海地方の 赤色 土の 分 折結果 は ・ m換性ﾡ基別の各量 と その飽和展がやや髙 い 

傾向があるほかは,筆者らによる上記の分析ﾡ果もほほ同聞の性を示しているし, また,松による新 

潟県頸城地方の赤色土の钳告">も ・ 筆 者らおよび木立の収 り扱つた新測地方のが色土と明らかに→川の 

土壇である内容を示している。

第 11 交 各地域の赤色土中に含まれる全鉄城と遊触酸化鉄也*

Total Iron and Free Iron oxide in red soil.

地 方

Gross 
division

土協名

Soil 
name

用 位

Horizon

細土中の全 
鉄

Total Iron 
in fine soil, 
as Fe2O3

製

超離酸化鉄

Free Iron 
oxide, as 

『Sパ

拓

衢 考

Note

ﾡﾡ酸化鉄 
全 鉄

FreeFeaO 
TotalFe03

2

アケ池
A 4.69 3.32 70.8 愛知県渥美半島

東 海
Ashiga- 

ike
B 

c

6.90
7. 79

5.49
6.17

79.6
79.3

基盤, 型照用 (洪税世)

Bi 5.49 4.25 77.4 愛知県犬山市

Tokai Hasso Ba 5. 33 3.29 6l.7 準節. 瀬戸階 群上位階 (洪積)

妥女 B1 4. 76 3.42 71.7 三県四日市il
Uneme Bs 6.76 4.86 71.9 準盤, 洪積世占扇状地

双第. A-B 10. 10 6. 23 6t., 三県名張市

gamori B-C 11.50 5. 97 5L.9 基盤,花崗岩,岩体風化

北九州
North- 名 x B 10. 30 5.50 53.4 福岡市名ん

ern
Kyushu

Najima C 13. 50 4.36 32.3 基盤,古第三系頁岩 海触面

新 渦 
Niigata

悠久山
A-B 9. 34 5.90 63.2 新潟県艮岡市

Yukyu- B1 11.70 7. 06 60.3 盤, 魚沼統上部 (ﾡ新洪積世)
zan Ba 11.30 7. 93 70.3

A-B 11.00 8. 54 77.7 高知県番災M
品&。 繁 ﾡ

Shigeto B 19. 09 15.30 80. 1 基盤,古生煦粘板岩

C 26.60 24.70 92.7

* 新名 •您鳥: 未発中問資料による

以 L:の上 う に,胆 旅を異こする 赤色土および赤色土環の化学的性質には きわめて高い相似性がみられる 

とい う こと は. その生成条件が同じであつたということと共に, 類別上 も全く 同一昨の土で あることを 

物胞つている。

北ル州方の小色土のうちで特県な化学的性ﾡ之示した山ノ神(I面5) および新大川池 (断面7) の 

土損法pH価が:やや高く, m換性石灰. ことに哲土の含量が多く, そのぬ和度が高いなどの岡向が者しい 

が,両土旅とも配換性行ﾡと苦土の比, 土岡中のこれら成分の合量分布のﾡ向,岡換容量などの面では法, 

他の 赤色 土 と 同り :何向を示している。これら の性質 をもたらした 原四は, こ の両 土壌の 存在する 地形上 

の位置およびA, 四囲の地仃などの条件をもとに号察すれば,この士壊は母材,すなわち鉄•苦土花沏 

にねし出忠代性おかである角閃空用の影套を強く うけた結果であると判断される。そして, その位mが四 

囲を角閃？; 演で 囲携された溪谷段丘を占める山ノ 神土境がと くに鉄 ・古土量にむ傾向が:著しく,睛面基 

盤のみが角閃 岩頸がら な り ,四囲が古第三系の艦ﾡ沿からなる杯大間池の土にその傾向が:羽いこと 

は,この考察ををづけるものと考えられる。

その生成過ﾡにいて. 激しいﾡ化と沈脱作用をうけたといわれる赤色土にも, このような足材の影警 

がなみられるということは, 赤色土の細区分の段階においてm要な因子となると考える。

3) 理学的性質

調E地の色土は, その形態的性質の記被に示されるようにほぼ全土E+を通じて型硬ち密であって, 

通気通水性が:きわめてるいのが普通である。しかも これらの性状は土性にかかわらない傾向が認められ 

る。たとえ, 教的少量の降雨によつても土旅の炎面近くは逃やかに飽水し, 傾斜地では水の表面流下 

が客易に起こ り . また丘上の平埋ないしは試凹部などでは法一時的に逃水することなどはこの性状の現われ 

と 解す ることができる。このよう な性状 をもたら す原因は ﾡ 々考え られるが, 根本的に は こ の土旅の生成 

過醒にいて. 母材ある いは土堺自が水成積を したための地階的な性状がは な はだし く 残存 してい る 

ためと考えられる。そして, このような性状が残存する原因には,前記の悪な化学的性質, 赤色士の占 

める地形にもとく環度に加えて, こ れら に対応 し た 賞弱な価生な どが相互的に深 く関与していることは 

論をまたない。

っさに, 上記のような性状を示す赤色士について, 各府位ごとに土塊の薄を作製し", 理学的性質の 

細流を形値的に例示し, あわせて杵通の森林下の土壊および耕土の細部形態と対比すれば,写真29〜35に 

示すとおりである。

これらの例示によつて明らかなように, 赤色土は各府位を通じて池の土壊よ り も孔隙なが少ないばかり 

でなく。細孔 隙にも乏しく団枝化の程度の弱いことがよく現わされている。また, 野外形態で板状構造を 

示す もの,堅 県状情道 を示すもの ともども に細部においてもその特徹がそのまま表現されている こ と は, 

狭い初野内の現ﾡが野外形態を代変しう ること を示すこと を物つている。さらに呼真31に示される赤色 

爪化した砂が丸い形状を示すことは,赤色上母材または土境自体が地質時代に運破されたとする論拠を裏 

書さする一画からの現祭として注目されねばならない。

V 北九州地方の赤色土の環境

1)気候条件

調地域の気咲は, その地理的位置や海抜髙などによって差異がある。しかしながら,赤色土の分布す
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第12 北九州赤色土地域気’女囚子統括式

Climatic data of the Northern Kyushu (mean).

岡 
Fukuoka

n 
Saga

大 _ 
Oita

分

月 
Month

通 度 
Tempe- 

rature 
_C

水 
Precipi- 

tation
mm

Huml-
dity 

%

出 ど 水
Tempe- Precipi- 

rature tation 
° C 』』

4 「二
Humi-

d

出 「ニ 
Tempe-

rature
C

6 
Precipi- 

tation
ツル

Iuml- 
dity

1 4.8 64 71 4.5 48 75 .9 37 69
2 5.2 80 73 5.3 69 7? 5.2 74 70
3 8.3 94 72 8.6 1!! 72 7.8 98 72
4 13.2 116 76 13.7 152 74 12.6 116 76
5 17.6 116 78 18.3 173 76 17. 1 137 79
6 21.6 245 81 22.2 289 79 21.0 229 82
7 26.2 227 81 26.4 294 63 25.5 249 84
8 26.8 152 82 27.0 192 81 26. i 17! 83
9 22.5 241 83 23.0 235 81 22.7 234 82

10 16.5 97 79 17.1 90 77 17.0 125 78
11 11.7 86 77 11.8 73 77 12.0 64 76
12 7.3 79 74 7.0 66 77 7.5 49 71

平 均 (合 計) 
Mean (Total) 15.1 1596 77 15.4 1793 77 15.0 1581 77

R・F 106 116 105

N-S-Q 539 594 538

気象観測紙は理科年表 (1958)による

る位置は大路海払商200m・ 以下の低位にあり, しかも海岸然からあま り問れていないから地域内の平地 

にある都市の欠衆ﾡ測料がほぼあてはまるものと思われる。いま, 池域内の福岡,佐賀,大分3都市の 

気条料" ともとに, 歯を也域の気候因子の平均的な  做向 を示す と,第12に示すとおりであ る。

これによ る と,年平均久潤15°C,年「水量1,580～1,800m.m, 関係躍度77. 雨;よ係数 106〜 116, N 

-S係数538〜594の数位価は, わが国 としては歯温な 旭域であり,また, 降水ﾡはI池帯よりもかなりナく 

ないが, 低地帯と してはほ中店のﾡを示す(型気候条である。また,「田分配のﾡ向は年総の約70 
ダが: 5 ～10月の高温な 6 ヵ月の期に集"し, 残糸のな流な期川は止散的なﾡする と いうかななり 極然な条

件をもつている。第12炎に示した欠伏条件を,前述した JENsY の吹米における賞色土の欠ﾡ条件, 年 

平均久温14〜21°C, 雨量係数55～87, N一S係数234～379と対叫してみると, 温度条件を除レ、ては, い 

ずれもより 保湿の条件を具えている こ とがわかる。したがって,このような環境下では地質時代に生成さ 

れた赤色土は,すくなく とも退位の向に進むことが当然考えられる。

ところが, 現実には地域内の赤色土の保存は,前制による消誠の条件を除いては制合によいとなけれ 

ばならない。この理由を考える場合に,わが国の気候条件の年を通じた一般的な傾向が,亜然の気慌条 

件に比べて冷涼な期間と痛温な期間とが大きな気温の紋差をもって両然とわかれていることに注目しなけ

れならない。調地城では, 平均気温が 15°Cを旭える期間が:5〜10月の6力月に及んでいる。こ 

の期間における気候因子を通年の場合と同様に解折し, あわせて東海地方,北陸地方の気候因 f•について 

る解析を加えてみると第13炎に示すようになる。

第13炎 日本各地炊の用係改とN-S係数

Rain factor and N—S Quotient of each region in Japan.

y, 沿 t 係 N_s 係
e ガ 地 イ Mean temperature Rain factor N-S Quotient

Gross 
division

1温翅lリ「 ［水| 治吸期

of city 5. II Non-
Year freezing 

period

5～10月
Warm 

period

年
Year

Non- 
freezing 

period

5～10月
Warm 

period

年 IIII Non- ,5～10月
Year freezing Warm 

period period

北九州
岡 15. ・ 21.9 106 49 539 | I 289

North. 佐 tt 15.4 22.3 116 57 594 • 300
crn

Kyushn
人 分 15.0

15.2
21.6
21.9

105
106～116

53 
49～57

523 i
538～594

369
89～369

ilt 14.6 21.7 116 55 621 295

束 i海
名田 1.2 21.7 107 47 542 252
浜 松公 15.0 21.6 125 59 544 323

Tokai 岐 14.3 21.7 125 55 611 281
商 9.9

(14.5)**
13. 6 *

18. 1
I8. 1

～2!. 7*

176
107

_～176*

124 60
47～60

952
5-12 

～952

692 347
252 

～347
金 沢 13.3 20.6 187 53 904 272

北 1 港 高 III 13.0 20.6 17e 51 1022 288

Hoku- 高5 12.7 20.4 239 46 | 1254 254
riku 新 12.8 20.4 136 39 655 192

29 20.5 136～239 39~53 8n
～1254 192～289

III 形 10.7
11.1

13.2 19.0 117 81 37 617 426 192
束北 fill 台 12.1 18.5 HO 98 47 584 507 299
Tohoku 盛 円 9.3 13.1 17.5 130 78 40 571 377 220

10.4 12.8 18.3 110～13G 78～98 37～47 571～617 377～507192～220

配 

ido
札 教 7.4 13.0 15.9 151 59 37 762 310 ； 215

• 山Iを含む "舟山を除く

こ れこ よると,間 t地域の商i品期6力月の 平均温I22° C, 円係る49～57, N-S係数288～369, 

東海方の平i度21.7°C, 雨量係数17～59, N-S係歌252～329, 北陸地方の平均限宴20.5° C, 円量 

係数39～51, N-S係数192～288はいずいも JENw" の世赤色土の気候条件を k分に満足している。

また, 残糸の命旅な6月の」.記3地域の気候条件之みると, 第14炎に示すように,北九州, 東ね地 

方は降水量が:438～607mmで比段的乾燥した条件を示ナのに対 し て. 北陸地方は「ﾡ水量952～2, 076mn mで 

著しく 湿った条件を示している。しかしながら,ここで北随地方の冷流期問における降水量の大部分が雪 

であること に注逝しなければならない。この積下おsよび融"時期の土堺水分の消長に関する検討はすで 

にio,で評細にわたつて行なつてあるから こ こでは神しく 述べないが, 冬期間の土県水分70～80% く 

らいでその割に湿尚ではない。したがつて, 冷旅期間の土旅条件は3地地を通じて,降水量の差ほど著し 

い弟はないものと考えられる。また, 北陸地方では/安時に一時的に土壊水分が増加し,的水状態になる 

ことは当然サえられるが, この地方の融時期である 4～5 月は気候的に乾悚時期にあたってお り ・ また 

赤色土の存する地形および地形上の位置はとる に水分の流去しやすい条件下にあるのみならず, 乾燥し
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郊14炎 各地放における冷涼期(11～4月) の平均温度と「水

Mean temperature and precipitation of the cool 
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すいところに当iたつていっため品 

調なな時期は予地外にﾡく ・リきっづ 

いて高温:な!止般秘戦した』の影 

力をうけるので,これまた他の心域 

と は岩 しいゑた を生 じないと刊 さ

れる。事北『お地ノの 色土の現地

地 方

Gross 
division

地 名

Name of city

平均温座
!!〜・ 月

Mean 
temperature

2C

「名 小 量

Precipitation

________m

北 九 州
Northern 
Kyushu

a 岡 8.4 519 期の結県では, 土間iの形態に

佐 賀

大 分

8.5
8.3

519
438

も M生の面iからも乾総地の※ﾡは強 

く8められたが:, 多iの災ﾡは何ら
津 7.4 480

東 海 名古屋 6.8 485 認められなかつた。

Tokai 浜 松 e.4 607 以上の ような 土旅生ル作川に強 く

使 丘 6.9 586 関与すると サえられる吸営の期川が:

金 訳 5.9 1397 年のち よ う ど半分の期を占めると

北 陸 

Hokuriku
高 III
商 田

5.4
5.0

1251
2076

いうことは, その期川のさとして

5.2 952 は 赤色土を生 岐する条 件 として 不i尚

足であるとしても, 古い版になる

赤色土の保存に対しては有恋であることは容易に奈で さよう。

2) 土壌分布と地形上の位置および母材との関係

岡花地域の赤色土の分布がきわめてM片的であって, その占める位/が局所環境を強澗するよう な地点 

に は必ず しも 出現 しないで むしろ新しい地質時代に形成 さ れたﾡ触面 と ・ こ れに関連 した段丘面にほばぼ唄 

られることはすでに記述したとおりである。これらの古い地形而はその後の地館の上昇と ともに開折せら 

れ, また場所によつては地盤の上に際してﾡ動して, その多く は寸断され,また傾いて丘陵の緩い背而 

や斜面を形成するものもしばしばみられる。したがつて, この古い地形面上にみられる赤色土は地形而の 

消滅や傾動に とも なって,あるものは丘唆の平ﾡに近い仲面を占め, またある ものは丘陵の斜面,さらに 

深谷中の高位段丘面などに出現しているが,丘唆中の谷斜面の侵触面にはして出現しない。このよ う な 

•低山地域の丘陵の背部,斜面, 高位段丘面のﾡ境は,山IG地形の斜面などと迎つてその地域の気ﾡ変化が 

そのまま表現される傾向が強い。ことに, 水分環境の面ではその傾向が著しく,降雨によ って供給された 

水分は長 く 土壇に とどまる ことなく 流去 し,寡雨時には土壊は驚 し く 乾燃する。調花地域の赤色土は上記 

の地形面上の環ﾡを反映して ・ 日 本の森林土壌と しては純 ・ の程度に乾燥した形態 を示している。

調査地域の赤色土の母材は,前に記述したよう に,岩体風化面や土階中に含まれる円理の風化形態から 

判定し う る岩種は多様であるが, 岩肌のよ う に照基性岩から花崗む類のよう な酸性岩類に至る ものま

で赤色風化を行なつている。主た,唯積型を示す赤色土では土層中に合まれる細位部分は風化が者しく て 

その年材を適確に判定する ことはほとんど不可能である。したがつて, 土層中に多数央在する円礫によっ 

て供給された母材料の大略の傾向をつかむほかはないが, 検出された岩証はﾡ岩賞岩石を除いては岩休風 

化の場合 と ほぼ同株で あって, 赤色土生成にあたって 母材の選択性は乏しいものと判定される。

3) 植生からみた特徴

調査地域はその気ﾡ条件から森林帯と しては暖帯に属し,海岸低地と海抜潤の而い地域を除く 天然値生

色土ﾡのﾡ究 I (島・政) 65 -

の極脈 相 はタブノキ, クスノキ, シイ 項を主林木とする常緑性広葉樹林がみられるはずであるが,この地 

域士古くから 文 化が:開:ナ,森は し ばし ば人為の影鬻 を う けて さたために, 極盛 相の銀成 を も った林分は 

・とんビみられず, 大部分の赤林はアカマッ, クロマッを主体とし, これに常経広菜ﾡを混入した2次 

林的な制成をもった 林分となっており,また, 一部には常緑性広葉樹の就林里をなしたものや,マダヶを 

多く入して竹となつているところもみられる。

こiれらの関係を既往の行®29;8)と"ﾡ»の調査軸果をもとにしてとりまとめてみると次のとおりである。

極安定和

第1用 タブノト, スダジィ,ップラジィ, クスノキ,ウラジロガシ, ムタノキ, シリブカガシ, クロ 

ガネモチ, ヤマそモ, イスノキ, アラカシ, シロダモ。

第2用*アオガシ,カゴノや,  ナナメノキ, サカキ, ヒサカキ, ネズミモチ, タイミンタチバナ,ヤブ 

ムラサキ, ウシコロシ, ゴンズイ。

第3*  4 的*  アオキ, ヤプ=ウジ, フニイチ=・ ホソバカナワラビ,イノデ,ヤブソテッ,ナツエピネ。

また, 安定したマッ林分として海抜高300mi以下のところに注, クFマッ・ カマッークスノキーネザ 

サーウラジロ昨集がみられる。その細は,

第1用 クロッ, アカーッ, コナラ,ヤマハゼ, クスノキ, タブノキ

第2用 ネズミモチ, ヒサカキ, ヤブムラサや,ウシ=ロシ, アラカシ

第3州 ネザサ, ムラサキシキプ, ゴンズイ, タブノキ, クスノキ

第4用 ウラジ=

i海払商高5300～400mでは, アカマッーシイーウラジロﾡ災がある. その組成は,

第1層 アカッ, クロマッ, ヤプッバキ

第2層 スダジイ, アラカシ, ヤマハゼ, アカガシ

第3m ンズギ, ヒサカキ, クロギ, タブノキ, モッ=ク, アオガシ, ボロボロノキ

第4用 ウラジロ, コシダ

以上の林分が こ の地方では 各選移段階における ほぼ代衣的な も のと考えられる。

これに対して, 赤色土のところは前にも記述したように一般に林相がわるく, また,細成種にも2次林 

的な要非が強くらふれるのが常である。その多くは, 生不良の天然生アカマッ, クロマッにわずかの広 

葉初母,たとえは クP や,ヒサカキ, シャシヤンボ・ ネジキ, =ナラ, リョウブ,ヤマハゼ, スノキ,ハ 

ギなどを述え, 味は低至のネザサ, コシダおよびウラジロなどでおおわれているが, 広菜樹類の混入が 

ほとんどみられないで,形質不良のアカマッ,クロマッを上木とし,林束にネザサあるいはヨシダの被 

した爪純な担成をもつた#分もしばしばみられる。また, はな注だしい場合には暗生は散生的で, 地表は 

斑状に 挑出 して 禿務地に存行 している こともすくなくない(i36～38参照)。

このよ う に赤色土をおおう生の生市状態が貸羽である ことは, 土爆の曜化学的性質がわるいことによ

*第 1 層 (商 木 /) W7高5 6 w以上

第2層 (亜高木ﾡ) ﾡ商6〜2m
第3層 (流 木 層) 商高5さ2m〜80cm
第4層 (i 本 ﾡ) 商高さ80～3cm
第5刷 (ﾡ 哲 R) 商さ 3 cm以下

(吉岡邦二:日 本松林の生態学的研究,p. 16に よる。)
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ることは諭をまたないが, そのために一性生を破すると回似が運く, そのIに火面触にょつて土 

の流亡が行なわれ,生産性が:ますます低下する悪術原が, 一層これを助長する ものとサえられう

また,赤色土の上に成立する林分の紐成iにみられる1つの特欲は四ﾡの林分に牧して, シャシヤン 

ボ,ネジキ, =ナラ, リョウブ, ヤマッッジ, コシグなど乾煤地に成立する組成的が増加 し, "プノキ, 

クスノキ, アオガシなど,シイ類を除く本米の欠候的交定印の混入が:#しくすくないことである (F!39 

～40参照)。 このことは,前に記述したように, 赤色土の環境が:ロ本の森土県の環境として士ﾡﾡした 

型に属するこ ととともに, 赤色土の強植性で理基に乏しい痛恋な性質の影堂を強く う けているたら と予え 

られる。

しかしながら, 以上のよ う な生にみられる特欲は, 赤色土の性置によつて絶対的に支配された土地的 

極盛相 と 判所す ること, および赤色土のとこ ろが同一地域内の局所環境 としてもつとも 乾総す る位mを占 

める と 考える こと はと も に早計である。なぜならば, 調地域の赤色土のと こ ろでも 小規役で;よ あ るが, 

こ の地方木来の安定した林分紐成に近い常緑性広葉樹  を主体 と した林分が, 福岡 市住節町 久谷,i回 叩久 

山町中久阪, 久刊米市高良山の一部などにみる ことができること (141,42および前判119参即),お 

よび赤色土と同短な乾性の組成画を多く混入する林分が,同…地域内の地形的に乾爆しやすいところにあ 

る赤色土以外の土の上にもしばしばみられるからである。

WI赤色土の分類

これ主での検討結果によつて, 日本各地にみられる赤色土はいずれも地時代に生成された古い赤色土 

であり, それが現在の環境,ことに5 〜10月の温吸時期の気候条件によつて比似的よ く 保行されている と 

いう,同一の生成条件下にある土城であるといえる。また, これら各地にわかれて山現する赤色土は, 形 

態的にも,表期は赤珠が乏しく下用に赤味を増すが,溶脱暦とみられる用の形成をみないなどの共通点を 

もち, さらに, その化学的性質 も 強酸性で血基類に乏しく,その他の話性質 ことに粘土分の紀成,ﾡ士ﾡ 

物の証題, 鉄分合量およびﾡﾡﾡ化鉄の創合など, 主変な性質はほほ同一の傾向を示している。したがつ 

て, 日木の赤色土は, そのﾡ別上の立場からみると同一群の土坂として取り扱つて迷しつかえない。

このような赤色土と森林 (樹種,株型, 成長過程など)との関係を明確にするための細区分方式として, 

安定した形態を示すものについては,日本の褐色森林土およびポドゾル土壌に対する大政の分用方式"'を, 

不安定な 形態を示す ものは これに侵触度合 と加味す る 区分方式"9を採用す る のが最 も 適切で あると思われ 

る。

ﾡ色森株士, ボドゾル土壌ﾡに対する大政の分頼はそのﾡ礎を土壌水分におき, 土域の水湿状態の相違 

に応じて現われる腐値の形態,土塀の構造,土壊中の施基および鉄,アルミナの移動, ﾡ状態などに 

つて行なつたもので,MARDUT 氏の分類方式の Category m (Family groups-----local environment 

groups)加に相当するものであるが,思.りらの調査結果では赤色土でも褐色森林土の場合と同様に土壊水 

分の消長がその呼面形態によ く 現されている こ と を認めた。

また,不安定な形憊をもった养色土の分類規準は, その侵触の程度によって,Er-A (強度一表用の全層 

および赤味の少ない上位土層を欠いて,赤味の強い土此の露呈する もの),Er-a (羽度一炎用を欠くもの> 

とする。

このようにして赤色土の土壌型を類別するとつぎのようである。

1.安定した形態をもった赤色土

a) ぬを性赤色土 (領斜地則) Ra

b) ゆ性赤色 ヒ (缄纤地 •台地型) RB

c) 関乾性赤色土 Re

2. 不交定な形態をもった赤色土

a) 強に侵触をうけたみ色土 R-Er-8

b) 羽収に侵ﾡをうけた赤色土 R-Er-a

1. 安定した形態をもつた赤色土

a)RA型土・ に性亦色土 (傾斜地型)

この他の土境はやや開析の進んだ丘陵の行部によ く現われろ。そ 

の断面形盤は,第48図およびi43に示すように, Ao用. ことに 

下用の発述が必ずみられるが, A層の発述はきわめてわるいか, ま 

たは欠さ,BM上部には細位状情池が支配的に発述し, Ao 岡下部 

ま たはﾡﾡ土岡 と の境には しばしば菌糸網層の形成 をみ る のが特微 

である。

土岡の色調を除いては BA 型土比かと 形態を同 じ くする傾向を示

第 •18 図 RA 型土壌の校式断血図 

Schematic presentation of 
Ra-soiL

L・gr...細位状情述

Loose granular structure.

すが,一•般に細 他 状構造の発達する装明が少なく. 土壌はその割合に膨軟な感じがしない。北九州地方で 

は第V流, 町面i1 (49H, 第39N,前F山14参照) は Ra 堂土境のほぼ標瑞的な ものである。

b) Rh 型土爆 乾性赤色土 (報新地 ・ 台地型)

この丽の土墳は Ra 型士除よ りも地形の安定した報い斜面に主と して現われる。断面の特徴 は, 第49区 

お こ び真44に示すように, A。 府の積がややル く,しかもF-H または黒味の強い H 層が形成 される。

Ae)

Bっ

第 49 区 RB型土壌の模式断面図 

Schematic presentation of RB-soil. 
L・gr...細ﾡ状柄道 Loose granular

structure. f・N…細堅果状構造
Small nutty structure.

第50図 Rc型土ﾡの検式断面図
Schematic presentation of Rc-soil.
N...ﾡ果県状情造 Nutty structure.
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Aの発述はわる く ・ ・般二 10c』以下であるが, 角也状または細かいや果状博造がみられム。Bパ上:; 

には厘果状構造が 支配的である。 A。岡の発述は一般に Bnﾡ土場 よりもしくない。第 V 曲,断曲 2 

(50頁t, a540図, 16参照) は北九州地方のR・ﾡ土坂のほ手げ的なものである。

c) Rc 型土壌 羽統性か色土

この確の土塩は盆地あるいは平野に面した段品面上や,前方の開ﾡした山位両などの平か・級い傾斜を 

もった交定した地形のところによく現われる。 その断面形態は, 第50区および以5に示ナように,Rヘ, 

RB型土旅と迎って,A。悟は格別に発達すろことはなく,比核的淡色の腐画は土%中のかなりのi先さまで

過している のが:常で. WHiのあ治 し 四に吸果状情池が:女配的にみられ る のが待改で ある。

土密の色を除いた形態的性賞はBcﾡ土比と全く同様であり, また, その出現する形上のﾡ坂もよ 

く似ている。

北九州旭域の赤色土は一般; こは他の影港が強く みられ,Rc 型土旅の頃ほ式的なものられなか.つたが: 

第VR, 断面4 (52貞,第42図,FI(20参判)はほこの型に帽当する土収である。また,ナでに帽省し 

た新8地方の普谷土塚 (色土旅のW究1, 5～6, 晰面 3 参照)このHの土ﾡの出的なものであ 

る。

現在までの閲宣祐果では,安定した赤色土の水分珮境に もとうく 分知は以上のと お り であって,納色 

林土の明合のよう；こ,Bd 型土係 (適潤性褐色あ林土>以下 Be 型土壌 (羽田性部色森土),Br型土坂 

(性ﾡ色森体士)" などに相当するが色土は全く 出現しなかった。それは,前にも記述したように, 赤 

色土が残する地形 上の位mが低山の仲部や,山開の知い凸形斜面・ 平野 または盆他に而 し た開折段を而 

のよう に北枚的戦しやナい原境にあるこ と と ・ 古い生広になる赤色土は,凹形の那在湿な原城のと 

ころには, 土坂生成以後に地形が開断された過ﾡにおいて,侵独のために残し得なかったためにほか・な 

らない。

2. 不安定な形態を もった赤色土

日本のか色土は生成されてから今介日に至るまで,いくつかの過ﾡで侵触の影町をうけている。そして, 

物触の起源は赤色 土の生岐あ る いは師後の降化時の水によつて始ま り ・ 植生被股までの乾陸時代に 

もかなり激しく行なわれたものと想定され, さらに現在までの地ﾡ年代的な長い期ﾡ々の程度に前制さ 

れてきているものと判定されるので, 現在の原境下で土ﾡ生広作用が始まるときの様Iは, 赤色土の現わ 

れる小地域ごとに必ずしも一般ではなかったものとちえねばならない。したがって,この土壌の埸合,厳 

帝な意味での侵触の変合を決少る尺を決めることは不可能である。ここでは,主と してM生の依りと, 

それにともなう 表面侵触 の影う によって生じ た断面彫意の変貌 を ・四間 の 北牧的保 さ れた 土 と 対 比し 

て判定する方式をと ることにする。

a) R-Er-み型土版 強度に侵触された赤色土

この曜の土坂元竣の仲部,A形斜面の上部など,RA 型土墳の現われる よ う な地形のと ころによく 

られる。地衣はほとんど探出している場合が多く' 第51凶に示すように, A。用のﾡﾡも, 糊依の土脱へ 

の後透も 多く の場:i•みられない。土ﾡは駄変用から緊優も命で恨系の侵入ははなはだ岡所である。と きに 

は土ﾡの最上位部に阪状油が:みられる こ と がある。

また,多くの進旅製赤色土が激しい英面り触をうけた場合, 土用中に合まれていた門喋が役触され残つ 

て, 地が石原状を呈することもしばしばある。

第 51 図 R-Er-s型上の

換K断而肉

Schematic presentation of
R-Er-a soil.

Pl...版状げﾡ Platy-structure.

第 52 図 R-Er-a 型土壌 

のザ式町面

Schematic presentation of

R-Er-α soil.

Vパ・ IIi6 (54H, が44 図,引負 21 参照)は北九州地方で多逃み、られるR-Er一。型土のもっと 

も宿誠的なものである。生た, F1い46.47に示す土旅 (受知県大山i今井, 八竹国方•林内)は他地域でみ 

られるこのHの土:の代天的ななものであるが。中でもF1(7は地炎が布脈になつた土旅断面の例である。

b)R-Er-wW土 羽に似触をうけた土坂

このMの土壌は,「木各地の赤色土地域でもつと も答. 過的な出現をしている。R-Er- 型土と違って 

弥明ではあつても地変は術に前生によつて被置されている。土除断面の特徴は,第52図に示すように.夕 

く の場合L解のが色次をおおい, FおよびH府の発述はみられない。 土岡中に路歯の設通はわかなが 

ウr8められ北,多くの合5c内外の北牧的照いA府たは, A-B府を形成する。この府およびB府上 

前には普通密につまった堅果状構造がみられる。安定した土旅型のもの り も土暦は堅硬も密で,理学的 

性置は ・段とる。第V, Mii5 (531. 第 43 図, N22参照)はこの商の土旅の例であり, また, 新 

潟他カ五 ト公野の赤色土 (赤色土壇の研究I, 3～4頁, M面1参照)は同ﾡに R-Er-" 型土坂に相当 

する。

赤色土と森林植生との関係

1)天然植生

日本の赤色土上にられる森林でもっとも女配的なものは, アカーッ, グロマッなどのッ知である。 

この関係は, カマッ, クロマッ分布の北唄を越える北海通の赤色土を除いてはそのほとんどを占めてい 

る。しかしながら,赤色土上にみられるマッ林は,ほぼ森林帯の異なる増城ごとに主林木を形成するマツ 

町がアカマッ・ アカマツ •クロマツの 2 群に大別せられ,また, デカーッ,クローッの提生地書でもク= 

マツの混合割合に 変化がみられ る。うなわも,森帯上温都地放に属する東北方ェび北誌地方の北部 

にあたる新地方(海砂地を除く) では, 主林木はアカマッによって占められ,クロマツのQを欠く 

が, 森林ﾡ上吸地地に属する北除地方中部の高山地方以両, 東海地方,近裁.沖国地方ではアカマッに
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必ず少量のクロマッの入がxられ,四回商部, 北九州地方ではグロツの混入的行が・ゐ6く,10～50%に 

述する。

また,主林木以外の林分細成顿では,マツ類の変化よりもやや細かい変化がみられる。

いまこれらの関係を, 古N"oの著書をもとにして, 黑島の現地雨先結果を加え,各地方ごと に赤色土に 

みられるマツ群落をあげて四囲の代表的なマツ群落との対応関係をとりまとめてみると, 第15炎のとおり 

である。

この衣にみられるように,新潟,山形地方などの沿ﾡ地域での随伴する指M物に注マルバマンサク, 

=ナラ, ヤマッッジ, アク シパなどがみられるほか, 多少にかかわらずミズナラ,ブナ,クリなどの沿 

性落葉広第樹 志 の混入がみられ名。また, この地方のマツ林としての基群集との関係をみる と,スギ,サ 

サ (チマキザサ) などの安定した指京的他約の成立がきわめて乏しいことが口だつている。

これに対し, ﾡ地城の海. 近裁・中団, 四国および北九州地方などでは,シヤシヤンボ, ソョゴ, ヒ 

サカキ,サカキ, クPギ, シィ畑 アラカシ, ネズミモチなどの常緑 性広免関加の泥人と, t策ﾡではネ 

ズミサシ, またシダ類では, コシダ, ウラジロなどの吸地性情物の入が:女配的になることと, ネザサの 

成立が:日だつている。さらに, これらのほ地域では,林分のﾡﾡによる土旅侵触の影や, 地形によ る水 

分琼境の差などによつて, 赤色土上の基本的な昨落は硅* の程度にその組成純に変化がみられる。まず. 

水分環境の差が強く影暢している紐成種としては. 極端な乾燃地にはコシ グが:優占 し (前139参即り 

やや水分環境: 二恵まれたところではウ ラジロの繁茂がみられ (以48参則), ネザサではこの両環境で ﾡ 

髙に著しい差が溜められる。これらの林分の破壊程度が著しく,土塚似触が進んで,地炎に土旅中の円 

が浮出残存す る ように なると,地式にハナゴケが占有しているのをしばしばみることがでさる ( 以49お 

よび前責46参照)。

第15衣 各地域の赤色土の上にみられるマツ林の

Pine community on the red soils and ecological

小色主 上; 二入られろこのよ うな林分の後退現象と考えられる極発なものは,東海地方と近ﾡ ・中回地方 

•の海戸内海泄;;,心域によ く みられる。

一方,赤色上のところでも上記の現象とは逆に,安定樹に向かいつつあると考•えられるものも皆無では 

ない。1前915炎に示L た山饑地方松江市北方; こみられる ・ カマッ・クF マッーモ ミーシラカ シーシシ 

ガシラ胖/; まその一•例である。この分は両積的にはきわめて小さいけれども, 旧跡付帯地と して保護さ 

れてさた関係もあつて, め2用にそミ, シラカシ,サカキなど安定枳にみられる樹種の混入が目だち,林 

味にはヤブ=ウジ, ヤッッジ, シシガシラ, モミ確ﾡなどが多数みられ,明らかに他の赤色土上の林相 

とは;;; 砂をN: こし. この地域の安定相と考えられる, そミーシラカシーヒサカキ川集に移行する傾向を示 

している。

このiか・こもすでに述したように, 北九州地方において も,林型には人為の影がみられるが, 細成 

fに;はま. シィノキ, アラカシ,ナナメ ノキ,タプノキ, ヤマモそ, タイミンタチバナ, 林床にはウラジ= 

・ テ イカカズラ. ヤプ= ッジ・ マンリョ ウなど暖地性広葉財を主体と した安定相に近いとみられるものが 

・ 留木商費山中こみられ, また, iu問市i香町谷の一部にも老iのマッが出在し,他の大部分の細 

成所が上記のものと同様な林分が,いずれも小規摸ながら赤色土上をおおって存住するのが認められる ( 

iii19,41,42参!)。

弥色土上にみられるマッ林の生は, しばしば記述しているように四ﾡの他の土壌にみられるマッ林の 

生にべて一般にわるく, また, その形賞も劣るのが常である。しかしながら,赤色土上のみに限って 

みると, マツ •川の生育およびその形質 は地域によ つて かな り 県があ り ・ また土旅型川でも興が認めら 

れる。

地域屋の假括的な傾向 として は,東北地力, 新潟,北陸および山陰地方など裏 日本地域の ものは. 東 

請落 と それと同位的な関係にある ・落 

equivalent community on other soils.

地 方 
Gross 

division
地 区 
Region

赤色土の上にみられる基杵集 
Sociations on the red soil

マツの形質 
および成長

Growth and 
f。 form pine

真 北
Tohoku Ui彩

アカ マツーマルパマンサクーヤマッッジ*

アカマツーコナラーアクシパ**

の下

〃

北 路 
Hoku- 
riku

新潟

石 川

アカマツ (スギ) ーヒサカキ・ヤマッッジ 
アカマツーヤマウルシーヤマッッジ・ アクシバ 
アカマ ツー とサカキ ・ヤマッッジ

中•中の下 
中

東 海 
Tokai

静 円

愛 知

アカマッーシヤシヤンボ・ ヒサカキーコシダ
アカマツーネズミサシーシャシャンボ
アカマツ ・ クロマツーネズミサシーコナラーハナゴケ

不 R 
// 
〃

沖戸内
Setouchi

兵 A

四 山

アカマッ ・ クローマ ツ ーネ ズミサ シー コシダ
クロマツーネズミ サシーヒサカキ
クロマッ ・ アカツーネズ ミ サシーネザサ ・ ヒサカキ

不良 ・ 秋生
ノ /
// バ

111陰 
Sanin

動 取

島 ﾡ

アカマッーソョゴーヒサカキーウラジロ

アカッ ・ クロマッーモ ミー シラカシー シシ ガシラ

中・ やや疎生

中

北九州
North- 

ern
Kyushu

福 岡
クロマッ・アカマツーヒサカキーコシダ 
アカマッーヒサカキーコシグ・ ウラジロ
クロマツ ・ アカマツーソヨゴ・ ヒサカ キーシャシヤンボーネザサ

中～下 
不良 

//

同位的関係にある基酢案 
Equivalent sociations on the other soils

-------------------------------------------------------------------------------

備 考
Note

アカマッ・ スギー=ナラーササーヤマッッジ

アカマッ ・ スギーササ

"2次株, 東田川M価山I

**移行林,山形市周辺の丘陵

アカッ・ スギーササーヒサカキ ・ ヤマッッジ

アカマ ツー ササー ヒサカキ ・ ヤマッッジ

温暖帯の単行林型,五十公野 ・書 
谷村,折潟県中部の丘陵
金沢市卯辰山公网

アカマッ ・ クロマツーシヤシヤンボーウラジロ*

クロマツ ・アカ マッーネジキーヒサカキ◆*

♦久能山北方の丘陵

** 岡崎市周辺の小丘陵,取帯

クロマッ・アカマツーヒサカキーネザサ

カマッ・ クロマッーネズミ サシーネザサ ・ ヒサカキ

M者なﾡ悪林型, 第!層を欠くも 
のがある

以取i市, 回旧城山

松江

クロマッ・ アカマッークスノキーネザサーウラジロ* *香椎町周辺の丘陵地
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第16炎 各地域 力 マツ大然生林の収ﾡ 

(早足ﾡ問: 日本主烈ﾡ団林分収度ﾡ,1951年より報)

The yield tables (lower quality) of natural Pine forest in each region.

地

ガ

年 納

年

中 央 * 1 町歩 あ た う

胸高前種

寸

高

1111

本 数

本

材税

五

1----------------
連 年

___7>

1 平 当ェ

20 バ 1.7 107 20.] 5.3
30 1.80 3.5 4,519 308 21.3 10.3
40 3.20 5. 1 2, 339 521 19.5 13.0

北 陸 50 4.40 6.3 1,585 7!6 16. 7 14.3
6o 5.50 7.3 1,219 883 15.7 14.7

地位3等地 70 6.65 8.1 1,014 1,040 11.0 14.9
80 7.25 8.8 881 1, 150 10.6 14.4
90

1c0
7. 95
8. 55

9.4
9.8

79!
724

1,256
1,346

9.0 14.0
13.5

20 0.80 1.1 ,413 41 11.1 2.0
30 2.05 2.8 3, 062 152 1.6 5. !
40 3. 20 4.5 1,968 298 14.4 7.4

近 総 5o 4.20 6.0 1,514 442 13.6 8.8
6o 5.00 7.2 1,271 578 11.7 9.6

地位3°地 70 5. 70 8.2 1,117 695 10.5 9.9
80 6. 30 9.1 1,019 800 9.4 10.0
90

1c0
6. 85
7.20

9.8
10.5

944
891

894
976

8.2 9.9
9.8

20 .. 15 0.4 5,012 46 19.1 2.3
30 2. 65 1.4 2,291 164 19. 2 5.5
40 3. 95 2.8 1,585 314 17.0 7.9

中 国 50 5. 05 4.2 1,259 463 14.3 9. 3
60 5. 95 5.4 1,081 598 12. 3 10.0

地位3等地 70 6. 75 6.6 968 718 10.2 10.3
80 7.30 7.6 891 823 9.0 10.3
90

100
7. 85
8.20

8.5
9.3

836
794

917
998

7.4 10.2
10.0

10 1.0 1.4 4,000 16 12.4 1.6
20 2.2 3.4 3,348 139 25. 1 7.0
30 3.4 5. 2 2,79 390 24.4 13.0

北九州 40 4.5 6.5 2,112 634 18.4 15.8
50 5.5 7.5 1,627 e17 11. 9 16. 3
60 6.2 8.3 1,350 936 8. 5 15.6

地位下等地 70 6.8 8.8 1,161 1,021 5. 3 11.6
8o 7.3 9.2 1,022 1,O74 4.4 13.4
90

1C0
7.7
8.0

9.2
9.8

930
865

1,118
1,!48

3.0 12.5
11.5

海,近裁・ 山rおよび北九州地方のものに比べて生, 形ともにまさつている。たとえ, ム80～" 

などは贝 H 木地城の赤色土で;ま そう まれでない林市であるのに対し, 東海地方以西の瀬戸内海地方や北九 

州地方ではこのよ うなはきわめてまれで, 1I53～55や, 前の3F山36～38にみられるような武弱な

ものがそのほとんどである。

このmt々 サえられるが,1海地方以西の証地域では飛日木ル炊に比べて,古来林分のﾡﾡ頻度が 

高く, ために土状の荒境度が進んでいる ものが 多いためと,価生被 加 の回復にあたって,比散的高なし 

か を 統場Mの高い気条件が,W 日本地域の よう に冬 期の野 に よ つて土ﾡが終的置調に 限たれる気 

伏条件より も迫ﾡな条として作用するためではないかと労えられる。

このよ うに林分の生育に地域差があるという裏付けとして,それぞれの地域にける収硬量の低いマ" 

分の収商賞" を対止させてみると, 第16交に示ナとうりで, やはり •赤色土の 四合 と 同極の匆向が 認め”

れる。

っざに, 類別された土填型と他生との関係をみる と,土旅が不安定な形態を示すものほど, その程度に 

ほぼ 比例して林根がわるくなる。すなわち,熱成した形態を示すRA〜R(型土増に止べてR一Er型土境 

は一級にがっるく中でも, R-Erータ型土旅はを域とも共通して林帽がもつとも劣るのが裕である。

熱成した形館を示ナRA. Rw, R型土旅間では, 褐色森林土の場のとほぼ同様に,Rc型土旅の林ﾡ 

がもっともよく,RA 型土旅の林相がもつとも劣る傾向が認められる (1(56～58お;よび前掃呼115,17, 

21参照)。こそしてこの傾向は主林木に限らず林内細成種の生活型においても同様である。また, 林内に

する細版商, ことに林床物と土ﾡ型の関係では, 東海地方以西のﾡ池域でその閲係が日だちR-Er- 

型土旅とナゴケ,RA『型土堺とコシダ, RH型土壌でウラジロ・コシダ, Rc型土壌でネザサ・ウラジ 

Pなどがそれぞれ深い関を示している。

また, 赤色土上のマッ林では,一般にマツﾡの更新が良好である。これは赤色土のと ころは比較的乾燥 

した琮境にあろ こと と,土壌が落せているために,一般に土地に対する要求度の商い高室草本題の繁茂が 

みられないで, 地表に光線がよく当たるためであると思われる。 責59, 60は北九州地方, 写真61は東海

方 の伐 隣地におけ るッ の更新状況,写 1(62i林内におけるマッ の更新状況を示す一例で あるが, これ 

らは赤色土に対する森林施業計画をたてるときのJﾡな指標ともなるものとﾡわれる。

②)人工遠林

赤色土に対する重要関種の池朴実施はその例が各地と も にきわめて乏 しい。

スギは, 造牀地としての規模をもつものは全く見当たらなかったが,植栽した形跡は,北九州地方で福 

岡市西ll, 山 後地方で鳥取市城山付近,四国地方爲知県若美郡天坪村,東海地方三県四日市市ﾡ女付 

近などわずかの地点で認められた。その生ﾡは政63〜65にみられるよう に 営わめて不良で,林冠は閉ﾡ 

するに至らず,一部には天然生でッに移行しているものもみられ, 成林は全く おぼつかない。わが国主 

要造林樹師のうちで,土地に対する要求度がもっと も馮い とされるスギがこのよう な成ﾡを示すこと は, 

赤色土のわるい理化学的性質とをの水分屈境とからみれば,当然の結果である と判所され,将来とも 赤色 

土上にスギを版立させることはまず見込みがないと思われる。

ヒノキは, 愛知県大山T市今井付近の入合国有, 兵庫県三木市付近の蓮華寺山国有林など にかな り の規 

模で橫裁されているが,野166, パ7に示すように広長はさわめて不良で, 前兼後約30年を経過しても平均 

胸商直I径5cw,桃高3〜4 "で林冠が閉ﾡするに至らない。スギと同様に企業的には成り たたない と考え
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られる。

マ ツ で は, 東海地方の一部に ク F ッ の南裁独がみ ら 

れるが, そのほとんどが形質 広長ともに天然生マッ株よ 

りも先り,用材林と しての価値の乏しいものが多い。

ただ1 例だけではあるが,東海地方三I県四日市市西 

の開断同状地上の赤色土 (赤型) のところで形質,成長 

と も に比牧的す くれたクロッ 人工林が:認められた。 i 

68はその林l,ドI69はその土旅断面である。ここの赤色 

土は地炎が:安定しており, 断面写貞 と 絞式図 (第53M) が 

示す よう：こ,区信が比較的よ く 送透し,1〜3 cw,大の堅 

果状磚造の発達した,断面があまり緊密でないRc型土 

旅 (弱乾性赤色 土)であった。

3) 赤色土にみられる特殊造林と土壌改良

赤色土の秀断地およびそれに近い形態を示す土塩 (R- 

Er-〜R-Er-«型土壌) のところには, 体H改良および 

土壌の優他防止を 目的として, しばしばニセアカシャ,ャ 

マハンノキ, ヤシ ャブシ, ヒメヤシヤブシなどのマメ科お 

よび非マメ科の根ﾡ物を主体と した植我が行なわれている.

第53図 クロマッ優以人工林のか色土

(Rc 型土壌) の模式斯面図 

Schematic presentation of
Rc soil.

N...ﾡ県状け池 Nulty structure.

これらの情物は,普通ﾡ料木ともいわれ,

ﾡ地でもよく生育するとろえられているばかりでなく, その成立によつて地炎のﾡを級和し, あわせて

その高祭などに合まれる有機無設行効成分や土ﾡ中のﾡ瘤ならびにそのﾡ死休などに合まれる行機休ﾡ 

な どの納さ に よ つて 土ﾡが改負 さ れ, 同時に天然に混生す るl生の旅炎回Nな どが期 されている。#通 

これら肥料木の植栽にあたって明 許通林地の値穴よりもやや関の大さなMを, uu版工などで

は水平清り穴の形式をとり, 多少の施記および埋薬などを行なつている。

が色土には桜ぶれ上各切田の前は,深版化した花向省畑の秀術地などのiに止枚して一般に 

わるく, 短年月にﾡ救木の資弱あるいは描死する現条がみられ, 災が:十分に被mされていない例が多 

い。 A70は, 東海地方のクロマッが微生した天術地型色土に肥料木をJMしたか, 衰弱 して消滅 した 

ﾡ生状況であ り,デム71はその土娘断面である。このよう な形態を示す赤色土の用学的性質 は こ と に照圏 

も命で, 価 穴から 四囲土增への透水性が きわめてわる く ・ 降開後などには岡大内はかなり 良期にわたって 

飽水状態となり,ﾡ物ﾡはその機能を発師し問ないで枯するものと利断される。このような経過は,ﾡ 

系の枯死がﾡべ内の下部から始ま り ・ 衰躬木あるいは枯死木の多く に,地表面直下の根株から 2 収を山 

した形跡がる8められることで明らかである。

つぎに・,ゲム"・ で3け受知外大!I今井の八合国行林の R-Er-a 叩土ﾡに, ﾡ極的な土旅改良を日I 

として, 深きおよび幅約50S"・長さ約150cm. の短形協べをﾡり, 前大内に多量の業け間染を入し # 

過の場合と同量のぬ肥を行なつて, 肥料木を救して6年日の天然4～ツの生可状没と, ua大内の土ム 

面である。

この『更?・ "と上パH, "の者しい相泣は, 肥料木の消長も対離的であるが,土塀断面の彩態 

の大きな迷異である。すなわち, 真71ではその形態的性賞が緊商で, 完全に原土壊の状憊に もどってい
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るのに対し.1(72ではほさ的 30c"まで物起のあとが残って軟らかく,しかも多強に加えられた粗朶の 

分船行に起するとじおれるWMゆ物置によつて土色に変化がみられ, 根系が下方までよ く 分布している。

また.リI7〜76.., 受知県戸市水町付近のﾡ枯土K赤色土に,水平方向に清ﾡ式値べ方式をとり、 

拠ぶよ うのfiT1 セ魔約を入して. ク ロマッおよびヒ メ ヤシヤブシを漫値して20年を経過した林相と, 

その損系分布および土地ﾡ面である。ここにみられる一つの特色は,クロマツの成林によって肥料木の大 

部分;よ消滅し, 味にはコンダ,ウラジロが金面的に被ﾡして, 地表の採出したところが全然みられない 

こと,土ﾡ面で;A。WことにF-H用の発述がみられ,凶血が土用中に浴澄し始めていること, 植満 

外の土場断面でﾡ在なお拠P 曲であるのに対し, 通溝内断面では約 30em深さ主で戦らかく孔ば 

に富んでいる ことがあげられるが. さらに注日すべさことは,以76にみられるﾡ系分布の形態である。

ナなェっち,I求後20年を経迫するﾡ載木の唄系が現在なお;前湖内のみを横走してﾡ清外にはほとんど分布 

していないという現ﾡである。この現象は,一面からみると植生によって土壌の性質が改変される速度が 

门 然的にはかな り 長期 間 を要する もので ある こ と を物請つている。

つぎに,い77は, u岡県久留米市高代台の発諾地型み色土に,前例と同様な沖担式ﾡ大方式をと り' 

u防内に久留米市よ り排山された布収1W状を多量に提入して, 血載したそ リシマアカシヤの4年後の生 

育状況 と 地表の桜山で あ る。モリシマアカシヤは, 樹商6〜8m, 胸商面径8〜12cm で証座な生育を示

し,また,地炎は清内にこのみススキ, およびブデカ 

ッ がと 入して良好な生を示してい る。M清内の土壌 

1所i面itはt, 第54R：こ示すとおりで,地炎から 10～15cm. 

の範囲は孔隔に宮んで軟らかく,土色にも変化がみら 

れ回回の門然土岡 と は明らかに注きを異に している。 

帆系は前例 と 同用に この土所のみに集中 して横走する 

傾向がみられた。

以上のよ う な数地点の例示は, 禿林地型に修行 した 

赤色土に浦生被頂を計る調合には,植間的な土壌改R 
の手段が必要で あって,肥料木な ど獅悪地に耐え う る 

情の導入を E体とし. それによって土壌の改善およ 

びM生の成共回復を期付するというサえ方は不 卜分で 

あることを物請るものと考える。そして, このような 

疥悪な土坂の植樹的な改良手段と しては, できるだけ 

規摸の大きな耕起 (前大り) によって, 植穴に対す 

る四囲の土壌条件:からくる排水不良の影芯を除去する

ょうにし, これに, 岬起によつて間られた孔隊に富む 

理学的性質の保持とめ物栄養源の補給をあわせて付加 

する意味で,多量の有機K物血のﾡ入がめ要である。

このこ とは, 而具台赤色土における開拓農地におい

第54図 土壇改良処理を したR -Er-A 型土 
の模式断面図

Schematic presentation of R-Er
-8 soil (The upper part has 
been plowed and treated with 
organic debris).

R...根系 Root S...巨円ﾡ Shingle

て, 都市からの有機質隆換の多量の添加によつて, 土境の性質が著しく 改善 され,ことに, pH価が高ま 

り, 置換性石灰量が著 し く 地大 したという書野らの報告"や,静岡県三方ヶ原の賞赤色土の開ﾡ地土壌に
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おいても同りな処理法によつて厳性のﾡ正および置換性石灰量の地大がられ, 土:は逆やか・に然畑化す 

ることをのべた塩入らのW告"があり, さらに, 熱畑化の迫団において, 多充: 二加えられた“ 壊質が 行灰 

の共存においてKM化が:商ち り,口質の腐植が形成 される こと と追究 した弘法の加はコ:どに上つても 

十分に理解でさる。

摘 要

本W告は, 北九州に分布す る赤色土とこれにともなう n色土択の生成限I を検し, さらに才色土を分 

那し, かつ・ その林業的価値を治じた ものである。もとょり. この両田の土の分命,北九にWられ 

たものでなく,広く本ル金士におよんでいる。したが:って, 北九州のこれらの土ﾡの生ルを陥けするとき 

他地方の同極の土塀に前及したことはいうまでもない. しかし,訓究の主体はあく まで北九州のそれにお 

かれている。

本研究の要旨を摘録すれば次の とおり である。

1 ) 北九州地域の赤色土は,その分布がさわめて際片的であるのみならず,形上のfm. »:川a 

し, 近協地間で も出型する治拠がにかなり の迷災が:あるなな と, 局所訳を強調ナる よ う 位Wとは4 し 

も関述していなかつた。生た, 赤色風化は,古御三紀のﾡ営とはじめ, 花国制(酸性雪)から角閃む 

類 (塩逃性岩) に及んでいて, 特定の母材との関川性を示さなかつた。したが:つて,局»所気院,ゅ材村 

の環境因子との関係は稀のように見うけられた。

2 その所面形圏と川環げには. 土収生用による土Wの分化とは解されないしのがあり.むしろ 

地質時代: こ生成されたものと解釈する ことによって交企な認りがついた。すなわも,ﾡ色土注川ﾡ時代に 

氏化生版されたものおょ びそれが移功積したも のであつて,預岡はﾡ岩体上流の風化面に不条合G 

していた。

3)上記の血耐上び不登合面の形成をた地的に解析したﾡ県. 彼久留求を期時(W調和間) の海 

没時に形成された海触面とそのと さの積用 (旧期洪積世巨円礫帽)であること を明らかに した。

") 田期状W府以後の新期積府お;よび回期中び船には赤色土のイ在はほとんどみ。られなかった。例外 

的に これのぷ8られる場合は明らかに2 次的な積であるこ とがgめられた。

5) 上記の気よび後久和米変動以前の川ﾡ層である久留来W中に赤色風化牝入が:認められなかっ 

たことから, 北九州地放の亦色土のﾡあるいは生成時期は,回旧Mが積と定した。

6) 古い赤色士の存在はﾡ外国のﾡ料に照して妥当性のあることをgめ, また,赤色土生成に必要であ 

ろとされる取号の気候条件は, 古気候に関する資科によって,旧j称世中期(ギュンッ・ミンデル間ホ 

期)の吸球期が時期的に神号し, 子mのないことを確かめた。

7 北力州方の売色士と,日本の赤色土の他の代込的な分わ心しであるJ海方, よびささに方い 

パと飛空ミ たが息方の赤色土を, その生成時期, 給土の化条命商成. 納土盛物な ど のmから検討 

し六制受・ Tのナう・ これら各地域の赤色土が同一『の土係であることが明らかになつた。

"さい売e士のな府と,現在の欠候条件との関係を検討し,北九川ル方をはじめ, J海, 新潟地方と 

もに, 平均気が2 Cを超えるi江販期6力月間の置熱ﾡ的な久院4, その保存のために有意である 

と分えた。

9) 日本の赤e土を, A川不にけナる災川的なM度の権の回を行な;たに. 安定した形態を示すもの 

と・(と性の行ラによつてイ公定な形態を示すものに2大別し・ 安定した形態を示すものは,地形にもとづ 

く ホ分京の- tる 形態変化を 注加 として. Ra型(乾性赤色土 ・ 何斜地型). R ・型 (乾性赤色土 ・ 設 

附地 •价地型),Rc"(弱ゆ性赤色土)の3型に,不交定な形態を示すものは, 雑触の度合によって,R 

-Er-8戦 (抽に:にり触をうけた土),R-Er-"型 (弱度に侵触をうけた土)の2型にそれぞれ細区分をし 

た。

10)公色士とM生との側氏を調べ。つきの項を明らかにした。

i) 然げ生との関保

北海油を除く おばな地域では7 カマッ林が支配的であるが。 その創ﾡ田にはﾡの相達 と ほ平行 

してたが8らiれ,遺地域では,流策広ﾡ削則の記入が。ﾡ地域では,主林木にクロマッの提入と 

硫件広年関lilのスが:回立も. また。林床にはコ シダ,ウラジロ, ネザサが:げ的に出現する。各地 

娘ともホ色土の分は,四四の他の土収のところにべて朴ﾡがわるく,細成も爪純なものが多い。ま 

た分の生『に辻地炊効 らられ, 北ﾡ,山校S地方などり日木追域にべて, K%, 瀬戸内,北九州 

地域は一般:二林用が劣る。

ii) ッmの 天然L部士似的R4fで, 各地域とも交定 した土原では この方式: こ よ る林分の更新が可 

施である。

iii)人工造林

スギ, ヒノキの赤ホ色土への導入は企業的価iが:さわめて乏しい。Re 型土堺の比教的曜密でない土境 

でマッ加の人 エ油 が可能で あ る ・

iv) R-Er型土血。ことにR一Erータ型土旅に対するM生被頂に法, 機械的な 作弟によ る 理学的性質 

の改x製 ととも に.多RのイI物置の況入によつて土収の性ﾡを改良するこ とが,絶符的必要条件であ 

る。

11)北九州地の赤色土にと もなつて出羽するﾡ色土ﾡの分布は, 赤色土 と 同様: こ特定の酒序 と 密接な 

関係を示すが,地史的に検討を加えた祐果, 色土よりも後期の地史的積面,すなわち, 新期状積用段 

丘面と I旧期中血層の積面にﾡられている こ と を知つた。

12) 上mのようた熱色土壌の分布形式を考点しで,古地形の解折;こよって,この土壊は水辺也物の遺体 

と 2 次的に流入 した必加が水中: こ堆秘 し, 古い水底の比較的溜水釜件下で分解変化を開始 し,地史の変遷 

によって,「化排水されて現在の形館をとつたものと考えた。

13) 色土県の細砂分の一次放物検定の結県, 一蘭の ものを除いては,大山灰入がすくなく, 大部分 

は花尚営ﾡのﾡ化によつて占められ, それに一部他母材 (玄母片岩類,ﾡ面営など) 風化約を視入して 

いることが判明した.

このことは, この土壌の生成を火山灰 と 直接関係あ るものとする 従e※の考え方以外に水中積 という考 

え方を可能なら しめる ものである。

14) このuのn色土収の化詳的性ﾡを調べ・ 従米拠 されてい る 火山性黒色土の性質 と 対 した結果, 

( と ん ど ﾡの性質を示す こ と を明 らかにした。
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Red soils and their accompanying black soils in Kyushu 
(Studies of red soils in Japan).

Tadashi KURoTORI and Masataka Ohmasa

(Resume)

Red soils of Japan have been considered in this country as the soils formed under 
present-day climatic conditions and are classified as the zonal soils developed in the southern 
part of the country. The writers and KIpxciil,however, found that red soils of ths kind 
werewidelydistributed in this country as is shown in Fig. 2. Even in Hokkaido, the 
northern extreme island ofJapan's four main islands, there existred so1lswhose_profleS 
have the same features as those of the red soils of the southern Part which are conceived

to be the typical red soils climatically developed.
consideringth,edistributionofthesesoils and the results, ofthePrecedingstudy" which 

proved that some of these soils were formed in the geological age,the"riters keenlyfelt 
the necessity of studying the formationof the red sポ ,n lhc

of this country.
Therefore this papaer deals with the study of red soils distobuted 

southern extreme island of Japan's four main islands, the resu ts , 
those of the study of red soils existing in T6kai and Kinki districts

, 、 . ... nart of Kyushu, arc supposed to be the typicalThese districts, especially the northern P"T- ヤ

area where red soils will develop. .
, adopted in this Study, and as a result of the

Geological and pedologicalmethodS aIE "
ゝ. , 。ハ temperate regions O1 Japan are recognized as the

investigation, red soils of the warm ane ・ーピー

soils formed in the old diluvial age. , .
The mode ot formation and the characteristic features of the sパ1 profiles developed in 

North Kyushu are silnilar to those thatoccurin other distreシ・ and consequently these
.. qroup of the System of SOil Classification.soils are considered t。 belong to the Sare 即ロ叩

Studies were also made on black soils which were distributedl with red soils, in North 

KyOshQ, South Shikoku. Kinki and Tokai districts (f
, ,,, .. ..ス」 っ。a kind of "Andor-Soil of American Scientists orThese blacksoils are considered as a

"the Volcanic black soil". of some Japanese scientists.
, c ivrAnce, however, attracted the writers attentionThe peculiarity of the modeof oecuIIeロ' ,, 、 . ,

. , " 11 gcological and P^dological methods being adopted 
and further studies were carried on ・ー ぺ

warmer region

in Kyushu, the 

compared with

as above. , .
, , . こス。are derived from the organiC matter accumulated atThe results show that these SO1s

, . 田e ceological age. Comparing the physical and chemicalthe bottom of the waters in tne おーピピゲ ,
。, , of the typical" volcaniC black soil ,the writers also findnatures of these soils with those ビ*・ "

the coincidence of the characteristics of both Sパポ・...,... 、

c , , riven in the following chapter.Some details of the study will ピS ピ

I. Red soils

A. The distribution of red soils . ,
As is shown in Fig. 3, the red soils " Nerh &ush ロ do not cover the whole land but 

are scattered like dots.
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There are no definite characteristics concerning the place of occurrence of these soils 
such as the relief and the direction of the slopel except the altitude where these soils can 
be grouped in two; (cf. Fig.6, 7) one group below 100m and the other between 200 m and 
220 m.

The majority of these red soils are sharply differentiated from the surrounding soils 
and some of them are covered with the products transported in the geologicalage.

All these facts indicate the scarcity of the relationship between the formation of these 
soils and the present-day climatic conditions.

The same facts were observed by the writers both in Tokai and Kinki districts and, 
further in the temperate regions, in Niigata prefecture. The results of the investigation 
carried on in Niigata were reported in the preceding paper55).

B. The parent materials and the formation of red soils
Even if there is no interrelation between the present.day climate, whether it is local 

or orographical, and the formation of red soils,there remains still an idea that the parent 
materials would affect the development of these soils.

According to the writers'investigation,itis evident thatProfile 1 and Profile 8 
developed on sandstone and sandy shale of palaeogene, Profile vii on granite, Profile 2, Profile 
3,Profile 5 and Profile 7 on amphibolite and Profile 4, Profile 6, Profile 9 and Profile iv on 
the stratum of dilvium (gravels and clay of granite and mica-schist origin), thus ranges 
the parent material from acid to alkaline.

Moreover, it can be observed that the red soil and the soil of other types develop on 
the same rock within the same climatic area.

These facts manifest that there is no intimate relation between theparentmaterial 
and the formation of red soils.

C. The features of the profiles of red soils

The uppermost horizon ofthe red soil of Japan is said t。 be more or less dccolorized 
owing to the leaching action, but the writers observed very few examples of soils of this 
kind. In many cases, such as are illustrated in Fig. 16 (Profile 7), Fig. 18 (Profile 8). 
Fig. 21 (Profile 6) and Fig. 23, light colored upper-most layers are sharply differentiated 
from the layers below, and there remained the evidence of sedimentation of soils (or 
weathered products of rocks) of different origin on the weathered portion of basal rocks.

Thus the features of the profiles of these soils can be more comprehensively explained 
byintroducingtheconceptionofthesedimentationof sojl forming materials in the geological 
age than by adopting the assumption of soil development under the influence of the 
climatic conditions today.

D. Genetic study of the formation of red soils
The distribution of these red soils and the features of the profiles prompted the further 

study of the writers.
The results of the study is that,

a ) Neither red soils nor redlyweathered products were detected in the formations made 
in the epoch preceding the Gokurume crustal movement, some details of this movement 
being described in the following.

b) So far as the present investigation is concerned, the red soil of Kyロsha is conceived lo 
be derived solely from the sediments (shingle bed of the older diluvium) deposited uncon-

formably on the abrasion surfaces and the uppermost part of the abraded rocks below.
The abrasion surfaces here mentioned were formed by the transgression of the 

period of the Gokurume crustal movement. Toriyama pointed out that this movement 
wasthe largest one to occur in North Kyushu in the old diluvial age.

c ) Numerous faults were made at the age of middle tertiary in North Kyushu, and the 
landwas CUI int。 small blocks, the complex movement of each block being realized. 
Each block thus formed moved in its way at the time of the Gokurume crustal movement 
and considerable differences were realized among the movements of land blocks.

Consequently, the level of terraces formed in each geological epoch since the 
Gokurume crustal movement is not even, and the abrasion surface above mentioned 

appears separately at the level of 40〜70m and 200～220mhigh. These places are 
identical with the places of occurrence of red soils.

d) Among the several transgressions that occurred in North Kyロsh since the Gokurume 
crustal movement, the largest was caused by the very movement of this time, and from 
that time,as a whole, regressions continued up to the present. Find 2t9,3 terraces 
were made as a result of transgressions following the largest onel but no Ted soils are 
observed on such terraces, except very few cases in which red soils contaminate the 
materials transported from other soils or weathered products, manifesting the secondary 

sediments of red soils.
Allthose facts stated above led the writers to the conclusion that red soils of this 

district were formed during the period ofland clevation following the transgression 
caused by the Gokurume crustal movement, and that some of these soils were afterwards 
erroded. transported, and sedimented on other planes, remaining as red soils up to 

the present.

E. The formation of red soils and palaeoclimate
The warm and humid climate is considered by the majority of soil scientists as the 

necessaryfactorin the formation of red SOlls・
From such viewpoint, the writers can point out the warm climate of the middle epoch 

of the older diluvium (Guntz.Mindel interglacial epoch) as being approximately identical 

with the period of formation of these red soils.
However, as the details ofthe climatic conditions of the tertiary or the diluvial age 

have not yet been studicd thoroughly, and the time of formation of the Kurume-form 
which precedes the Gokurume crustal movement is not indisputable, further study is required 

on the climate ofte period of red soil formation within this area.

F. Comparative study of red soils developed in Kyushn and other districts
a) Mode of occurrence
Red soils distributed in Tokai district (cf. Fig. 33) develop on the surface of the upper 

Seto form (Pleiocene or the older diluvium) and Atsumi form (the older diluvium). In 
Niigata prefecture (cf.Fig.2)they develop on the surface of the upper Uonuma form 
(plciocene or diluvium) and are covered, in some places, with the Yashiroda bed (the 
middle diluvium). The last fact indicates that the red soil of Nigata was formed before 
the middle epoch of diluvium. The e*act age of the Uonuma form is still under discussion, 
because the study of recent geologyis not greatly advanced in this country.
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Be that as it may, the mode of occurrence of red soils in every district of this country 
is the same as that of the soils described above.

In KyQshQ, sediments on the abrasion surfaces are strongly weathered and redly colored 
together with rocks below, and they appear both at the altitude of40～70 m and 200～220 
whereas, in Tokai district and Niigata prefecture, weathered rocks are recognized onlyon 
the level of 400～600. high and weathered sediments are confined to the altitude lower 
than 200m.

b) Soil characteristics

Comparing the chemical compositions of clay fractions of red soils taken from three 
different districts cited above (Table 9), the writers find that the soils of North Kyushu 
contain more iron and less aluminium than the soils ofTokai and Niigata, SiOa/AlaOs ratios 
ofthe soils of North Kyushu being somewhat higherthan those of the other two districts.

Kinds of clay minerals contained in these soils are alike as shown in Fig. 38. Hydrated 
halloysites and Halloysites predominate and some Kaolines exist in all red soils of the 
three districts. A considerable amount of Gibbsites is detected in the samples taken from 
Tokai and Niigata, which corresponds to the rather high amount of aluminium in the clay 
fraction of these soils taken from these districts.

As for the chemical properties of these soils (cf. Table 10). no significant differences 
are observed among them. All soils are acid in reaction (pH value about I), unsaturated 
with bases and thus have the small amount of exchangeable bases especially calcium. The 
ratios of exchangeable calcium to exchangeable magnesium is below 1, which indicates the 
advancement of leaching. y1 value of the exchange acidity is about the same as that of 
the hydrolytic acidity, a fact that indicates a substantial difference between red soils and 
brown forest soils or black soils of this country.

The amount of free iron in the soil varies according t。 the samples taken from different 
districts, but, in sofar as each profile is concerned wherever it exists, the increase of the 
amount of free iron can be observed with increasing depth. Considering the facts indicated 
above and the mode of occurrence previously stated, red soils of the warm and temperate 
regions can be classified in one group.

G. Present-day climate and conservation of red soils
Many factors may be conceived as the agents of conservation ofthe red soils formed 

in geologic time, and among them present-day climate is the one which must be taken into 
account.

Climatie factors which influence the soil formation were examined in each district where 
red soils occurred-in North KyushQ, Tokai, Hokuriku, Oou and other districts (cf. Fig. 2).

T3ble 12, Table 13 and Table 14 show the Rain Factors and the N-S coeficient of 
each district. From the values indicated in these tables one may comprehend that the 
climate during 6 months, from May to Octoberl of each district is warm and humid. That 
is, the mean temperature of 6 months is higher than 20°c and the precipitations of the 
same period more than 1000r. RF values are 39～57 and N.S/Q coefficient are 288～369.

One may agree with the Opinion that these climatic conditions are significantincon- 
ser"ing red soils, although the conditions are not 8ufficient t0 form them.

H. Subdivision of the red soil of Japan

Red soils of Japan recognized by the writers as soils belonging to the same group of 

the system of soil classification can be subdivided int。 5 units according to the features of 

the profile.
1) Stable red soil

This type of soil can be divided into 3 units in accordance with features of the 
profile originated by orographic and hydrologic conditions.
a) RA-soil (dry red soil, slope type) (Fig. 48)

Characteristics o the profile
A。layer with thick F layer well develops underlain frequently by a gray layer 

of fungous mycelium. A horizon is scarcely detected or sometimes not at all by the 
naked eye. Fungous myceliums develops down to a considerable depth and, in 
consequence, " loose granular structure " of OHMAsA"%) develops predominatingly.

Occtrrenice
RA-soil occurs on the hilltop or on the upper part of hill-side slope facing 

south-west.
b) RB-soil (dry red soil, gentle slope type) (Fig. 49)

Characteristics of the profile
A。 layer with black H layer well develops. A horizon is poor in humus, its 

structure being of well-defined granular or small nutty type. Nutty structure appears 

in the upper part of B horizon.
Occirrence

This kind of soil develops on the wide hilltop or on the upper part of the gently 

sloping hill-side.
c) Rc-soil (weakly dried red soil) (Fig. 50)

Characteristics of the profile
Ao layer does not develop extensively. A horizon is gray or light brown in 

color, its struclure being of granular 01 small nutty type. Nutty structure predominates 
in B horizon, s。 that the soil profile is, as a whole, friable.

Rc-soil occurs at the skirt of a gentle slope of a hill or on the shallow depression 
among the range of hills. Occasionally it develops on the edge of a plateau.

Rc-soil is the most productive of all kinds of the red soils distributed in this 

country.
2) Truncated red soil

Red soils of Japan are heavy and veryinfertile, so that these soils are inadequate 
to plant growth. Moreover, as the places where these soils occur are usally located 
quite near to the villages and towns, the trees and shrubs grown on these soils have 
been frequently exploited. In consequence, the upper horizons ofthe profile arc more 
or less washed away by the surface erosion.

The writers divided this type of soil into tw。 groups.
a) R-Er-a soil (weakly eroded red soil) (Fig. 52)

The Characteristics ote profle
This type of soil is lackins in A horizon. the result being that the B horizon 

becomesthe surface layer. Small nutty structure develops inthe upper part of B 
horizon, and onlyin this portion, humus can penetrate to some extent. The profile 
is, as a whole, compact and sticky when wet. R-Er_a soil is covered with ground
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vegetation but not always with trees.
b) R-Er-8 soil (strongly eroded red soil) (Fig. 51)

The Characteristic o/ the profile

The differentiation of horizons cannot be detected in the profile. One may 
accordingly define it as an immature soil. This kind of soil is compact and red brown 
in color, the whole surface being covered sometimes with rounded gravel. This 
gravel was once contained in the soil as a layer, but the soil portion on the gravel 
was carried away and now it appears on the surface of the soil-body, presenting an 
aspect of gravel field.

As can be supposed from the above description, this type of soil is very infertile 
and almost bare of vegetation. Without reclamation, no vegetation can flourish on it.

II. The black soils which occur with the red soils

A. The formation of the black soils

The distribution of the black soils accompanying the red soils of North KyushQ is 
shown in Fig. 3. These black soils are recognized by the writers as formed in the 
geologicaltime. They develop exclusively on certain planes made in the period of younger 
diluvium or of older alluvium.

For instance, as is shown in Fig. 8, al the southern foot of Seburi mountain range,the 
occurrence of black soils is restricted on the plane of younger diluvium, which is situated 
at lower altitude than the place of occurrence of red soils. The same mode of occurrence 
is seen at the district of Yame-hills (cf. Fig. 3) where black soils develop on the planes 
formed in the period later than the period of red soil of rmation. At the Futsukaichi rift 

valley, thus named by Toriyama, black soils are distributed on planes younger than the 
abrasion surfaces formed during the period of the Gokurume crustal movement (cf. Fig. 
14, Fig. 26 and Fig. 27).

Here, in some places, black soils are covered with the sediments of older alluvium.
Almost all of the places where black soils develop were formed in the period of younger 

diluvium, whereas some of the planes in Futsukaichi valley arc of older alluvium origin. 
Accordingly, the writers came to the conclusion that the black soil of North Kyushu was 
formed in a younger stage of geologic formation than the red soil of the same district.

Same mode of occurrences are found in South Shikoku, and the profile features of the 
black soils of those districts reveal the fact that these soils were formed by the sedimenta. 
tion of organic materials in the waters and not by thepenetration of organic matter into 
the soil forming material from above.

As an example of the profiles manifesting the sedimentation of organic materials Fig. 
23 and Fig. 24 are cited. Fig. 23 illustrates the sedimentation of soils (or parent materials) 
in layers on the surface of granite which is strongly weathered and redly colored. Uncon- 
fomity is seen between the soil mass and the underlying weathered rock. The black soil 
aPPears. in this profile as the second layer and is covered with the dark soil layer of 
different origin. Pebbles can be seen in every layer of the profile, a layer of debris of 
granite origin being recognized betweenthe uppermost surface layer and the layer of black 
soil below indicating that both of the soils sedimented on the weathered granite was 
transported.

Fig. 24shows the profile of the black soil found at Isezuka,Saga prefecture (cf. Fig.

3) . its thickness being 2 meters. This black soil profile is composed of two layers. Pebbles 
can be detected in every part of the profile and a layer of pebbles is recognized along the 
borderline between the two layers. The existence of this pebble layer indicates the fact 
that the black soil portions on both sides of the layer are of different origin, the upper 
portion being transported from another place. The under layer of the black soil with 
pebbles pass unconformably and distinctly into the underlying stratum of the red soil or the 
red weathered product of rock. The fact indicates that the formation of this black soil 

layer is indifferent to the formation of underlying stratum.
Black soils in North Kyushu other than those illustrated by Fig. 23 and Fig. 24 also 

containpebbles andhave, in some cases, distinct boundaries between layers, manifesting the 
fact that all of them were formed from the organic material deposited in the water and 
not from the uplifted mineral sediments impregnated with the organic matter.

Moreover, the places where the profiles shown in Fig. 23 and Fig. 24 develop are 
situated at the edges of terraces close to the plane formed in the alluvial epoch, and the 
latter profile (Fig. 24) occurs on the elevation which is higher by 2 meter or more than 

the Surrounding area.
These topographic conditions indicate no evidence of recent sedimentation but reveal 

the fact that these soils were formed in the geological age.
The palaeographical studies made by the writers prove that the topographical position 

where such black soil develops is the watersides.
As the result of the detailed investigations, the writers came to the conclusion that the 

soils of this kind were formed in geologic time by the accumulation of organic matter 
derived mainly from the vegetation grown on the waterside and partly from the organic 
materials brought by rivers or streams.

These organic materials might decompose at first in the water under relatively anaerobic 
conditions and become uplifted, drained. thus presenting the features of the black soil of 
today.

B. Minerals found in the profiles of black soils
The fine Sand fraction of the samples taken from the profiles of the black soils was 

used for the detection of minerals, and the coarse sand and gravel fractions for the 
identification of mother rocks. The purpose of this examination is to ascertain the inorganic 
parent materials of the soil.

Results are shown in Table 3 which indicates that the minerals contained in the profiles 
of the black soils seem to be derived from the rocks (granites, mica-schist, trachytes etc.) 
transported from the hinterland.

Some of the Japanese soil scientists conceive that the necessary condition of the formation 
of special humus soil such as "Ando-soil" is the existence of volcanic ash, but, so far as 
this studyis concerned, all soil samples except tw。 contain a very small amount of volcanic 
ash (cf. Tabic 3).

Although the same amount of volcanic ash as that of the black soils mentioned above 
exist in the podzolic soils and the brown forest soils developed in the localities quite near 
t。 the place of occurrence of the black soils (cf. Table 6), yet no tendency of the 
formation of black humus can be observed in the profiles of these soils.

These facts led the writers t。 the conception that the black soils can develop only under
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the special conditions which we Suggested in the preceding chapter.

c. Chemical characteristics of the black soil

The chemical chracteristics of the black soil dealt with by the writers in this study are 
shown in Table 4 and Table 5. Comparing the figures indicated in these tables with those 

of "And。 soil M or "the volcanic black soil"', the same characteristics can be observed 

which are,

1) Soils of this type are acid in reaction, pH value being 4.1～4.9.

2) They are poor in exchangeable calcium and magnesium. Degree of saturation with 

bases is very low and calcium and magnesium saturation degree varies between 0.8% 

and 5.5%

3) Almost all of these soils have the high power of absoring phosphoric acid, their 
absorptive coefficient being more than 2000.

4) Carbon content of these soils is relatively high, showing the value 59%～156 on the 
average 8%.

5) SiOa/AlaOsratios of clay fractions of these soils vary between 1.2 and 1.9.

Phot.1 新大l川池ﾡのが色土り取i (例示 i)
Profile of red soil near Shin-oma pond 
(Example i).

Phot. 5 西ボ駅前のか色土切収げ所面 (例示iv)
Profile of red soil near Nishimuta station in the 
south part of Fukuoka prefecture (Example iv).

Phot. 8 月柄市田代町民ノ原のi断 

(例示 vii)
Profile of the precipice near Tashiro 
town, Saga prefecture (Example vii).

Phot.12 三五県名張市付近の花向岩の赤色ﾡ化

Red weathered granite near Nahari city, 

Mie prefecture.



—Plate 2 —

Phot.13 岐丘県5山市商方の石斑岩の 

@A化

Red weathered quarz-prophyry in the 
southern part of Takayama city, Gifu

Phot.18 久田米市 高 R山,Iimi3
Profile of red soil (Profile 3) atKara mountain 
near Kurumc city, Fukuoka prefecture.
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Phot. 68 が色士にられた生育i良好なグロマッ人 

工株 (三T県四日市)

Well-grown artificial stand of pine (Pinis 
Thwnbergii) on red sっil (Rc-soil) at Yokka- 
ichi, Mic prefecture.

Phot. 69同上 土端所面(Re里土城) 

The profile of red soil (Rc-soil) 
under pine stand (Photo 68).

prefecture.

Phot.46 R-Er-A 平土炉, その 1
Profile of R-Er-A soil,(1). AtHasso 
national forest, Aichi prefecture.

Phot.47 R-Er-A 型上堀,その 2
Profile of R-Er-A soil, (2). Many pebbles are 
on the surface.

Phot.71 Phot. 70 に示 した価生の と こ 

ろの土所面i
Profile of R-Er-A soil (Phot. 70).

Phot.73 土壊改良処理を行なったとこ

ろ(Phot.72)でられた天然 
アカマッの成長回復

Well-grown stand of pine (Pinwsde- 
Siora) after soil improvement (After 
6years) (Phot. 72).
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Phot. 9 岡上述上加の出!没型色土墳

Buried type of black soil which 
develops on the precipice shown 
in Phot。 8,

Phot. 7 尉ﾡ市江めの赤色土切EIii 
(例示 vi)

Profile of red soil at Ejima, Tosu city, 
Saga prefecture (Example vi).
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Phot.10 佐賀県伊勢塚の出色土城山 

現り式 (例示 viii)
Profile of black soil atIsezuka, 
at the foot of Scburi mountain, 
Saga prefecture (Example viii).

Phot. 11 八女丘陵中の黙色土壌出現 

様式 (例示ix)
Profile of black soil under bamboo 
stand at the Yame hills, Fukuoka 
prefecture (Example ix).
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Phot. 14 福岡市 百 根町浜男. Iillil 
Profile of red soil (Profile 1) at Hamao, 
Kashii, Fukuoka city.

Phot. 15 円上:林I
Stand of pine (Pints densiftora SIEB. 
et Zucc.) on red soil (Prof. 1).

Phot. 19 l上林相
Natural stand of Shii (Castanopsis cttspidata) 
on red soil (Prof. 3) See color photo No.18.

Phot. 17 上:林札!

Stand of pine (Pinus densitora Sieb. ct 
Zucc., and Pinus Thwnbergii PARL) 
on red soil (Prof. 2).

Phot. 20 筑後市亦坂,I商4
Profile of red soil (Profile 4) at Akasaka, 
Chikug。 city, Fukuoka prefecture.

Phot.21 同上林相
Poor stand of pine (Pinns densiflo- 
Ta) on red soil (Prof. 41).

Phot.16 福岡市 香椎町永谷,I面i2
Profile of red soil (Profile 2) at Nagatani, Kashii, 
Fukuoka city.
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Phot. 22 福岡県久山町上久原山ノ 神, I所面 5 Phot. 23 上:林H!
Stand of bambo。 (Plyllostacls reticu/- 
ata) on red soil (Prof. 5).

Phot・26 tlal7liイi推町行中学, I面8

Profile of red soil (Profile 8) near Kashii 
middle school, Kashii, Fukuoka city. A 
part of the profile shown in Photo 3.

Phot. 27 同上林相

Profile of red soil (Profile 5) at Yamanokami, 
Hisayama town, Fukuoka Prefecture.

Poor stand of pine (Pintts densi7ora) 
on reci soil (Prof. 8).

Phot. 24 d不d尺,Illl 6

Profile of red soil (Profile 6) at Koradai, 
Kurume city, Fukuoka Prefecture.

Phot. 25 福岡県伯屋郡大川町新大間池脇, 

I面7 (Phot. 1の上部)

Profile of red soil (Profile 7) at Shin omaike, 
Okawa town, Fukuoka Prefecture. The upper 
part of the profile shown in Photo 1.

Phot. 28 D価市江版,ITlli 9
Profile of red soil (Profile 9) at Ejima, 
Tosu city, Saga prefecture.

Phot. 30 同上 その 2. 昭県状情造 *20 
Micro-structure of red soil, 2. Nutty 
structure. Deep red spots are visible.

塗。よ3〔d2役2ー ご
Phot.29 赤色土の細部道, その 1.板状げ造 *20

Micro-structure of red soil, 1. Platy structure
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Phot. 31 同上 その3. 力べ状I *20 
Micro-structure of red soil,3. Massive 
structure. Rounded pebbles and sand, 
which was weathered deep, and red can 
be seen.

Phot. 32 同上 その 4. 粒子間曲のつまつた 
砂上X20

Micro.structure of red soil, 4.
Massive structure of sandy soil.

Phot. 34 同上 特別な構造のみられない B層 *20 
B horizon of the same soil. Structure is weakly 
formed.

Phot. 35 ﾡ土の構造, 耕転によ る人工団粒 *20
Micro-structure of cultivated soil. Artificially formed 
structure.

Phot. 33 普通の森土旅の細部町逆・ その 1. 円f状 
造を示 すAR *20

Micro-structure of normal forest soils, 1. Crumb 
structure of A horizon.

Phot. 37 同上 単純な林内植物が成 
Poorly composed vegetation in pine 
stand (Photo 36).

Phot. 39 赤色土上の乾性な林床他生,その1. コシダ
Ground cover vegetation on red soil, dry type, 1. 
Dicranopteris dichotoma.

Phot. 38 同上 その 2. 株林 
Thinly stocked pine stand, a common 
forest cover on red soil, 2.

Phot. 40 同上 その2. ネザサ, 
シャシヤンボ

Ground cover vegetation on red soil, 
drytype, 2. Pleioblatus yoShidaka and 
Vacciniwmt bractearim, ete..

Phot. 36 北九州地方における赤色土上のマッ林相 1
Natural stand of pine (Pinus densi7ora & Pinus
Thunbergii) on the red soil in northern Kyushロ 1.
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Phot. 41 赤色土上にみられる安定林相
An example of stable stand on red soil in Kyushu.

Phot.42 同上 林内
Interior of the same forest (shown 
in Photo 41).

Profile of Rc-soil. This type is characterised
by its well-developed nutty structure. Well-grown natural stand of pine (Pi-

Hoku-iiS densilora) red
riku district, 1.(Toyama prefecture)

Phot. 43 Ra 型土

Profile of RA-soil. F and myccllium layer 
are developed.

Phot. 44 RB型土版
Profile of RB-soil. H layer is developed.

Phot.48 が色土をす るッラジロ 
Closed stand of Urajir。 (Gleichenia japontica) 
red soil.

Phot.用3e
北F地方の赤色土上にみられる 
縦代なマッ天然林相 2 (新潟県 
北部)

Well-grown natural stand of pine (小 
densiflora)on red soil at Hokuriku disl
2.(Northern part of Niigata prefectu

Phot. 49 R-Er 型土坂にみられるハナゴ
Closed stand of Hanagoke (C/adonia 
rangeferina) on R-Er soil.

チ
番
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Well-grown natural stand of pine (Pinus 
densi/tora)on red soil at Hokuriku district,

Phot. 54 同上 2 (三四口市地区)
Pine forest similar to the stand in photo 
53 (Yokkaichi region, Mie prefecture).

Phot. 57 RB 型土壊のマッ林相
Stand of pine (Pinis densiftora) on Rb- 

soil.

3.(Middle part of Niigata prefecture).

Phot. 55 同上 3 (愛知県超地区)
Pine forest similar to the stand in photo 53 and 
phot。 54 (Atsumi region in Aichi prefecture).

Phot. 53 東海地方以西の赤色土上に多くみられるマッ天然林加1 (愛知県制戸地区)
Natural stand of pine (Pints denisiftord and Pinus Thunbergii), a common forest
cover on red soil at south-western part of Japan, 1. (Seto region in Aichi prefecture).

Phot. 60 同上 (賀川流域)
Natural regeneration of pine (Pinus 一 
densiflora) on red soil at northern りる 
Kyusha (at the basin of the river 諾 
Onga).

Phot. 59北九•州地域の赤色土における伐採跡地のマツの 
更新状没 (甘振山地南 施)

Natural regeneration of pine (Pinus densiflora) on 
red soil at northern Kyushu (south foot of Seburi 
mountain).

Rc地土版のマッ林相 
pine (Pinus densiflora) on

Phot. 58
Stand of 
Rc-soil.

Phot. 56 RA 型土境のマツ林相
Stand of pine (Pits densiftora) on RA- 
soil.
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Regeneration of pine (Pinus denisiflora) on red soil 
(Northern part of Niigata prefecture).

Phot. 61 東海地方の色土における伐採跡地の 
マッ の更新状況 (愛知県豊橋 地区) Phot. 66 赤色上上の ヒ ノ キの生1

(愛知県八田国有林)

Phot. 63 赤色土 にみられた スギの生育状況 1 (北九州地方)
Growth of Sugi (Crywomeria jabonica) on red.
soil at northern KyushtJ

Phot. 65赤色土にみられたスギの生育 
状況 3 (四ﾡ地方)

Growth of Sugi(Cryrtomeria japoni- 
ca)on red soil at Kochi prefecture.
(Shikoku island)

Phot-64 赤色土にみられたスギの生育状況2, マッ林に移行しつつある(山陰地方)
Growth of Sugi (Cryptomeria jabo- nica) on red soil at Sanin district.
It is shifting to pine (Pinis denisi・ flora) stand.

Growth of Hinoki (Chamaecyparis 
obtisa) on red soil 1. At Hasso 
national forest in Aichi prefecture.

Phot. 70 R-Fr-A 型 上壊;こ肥料木をぬ.校 して林相改良を 
状みて 失敗 し た状況 (受知県流美地区)

Unsuccessful vegetation improvement test on red 
soil. Soil improving trees were planted (At Atsumi 
region, Aichi prefecture). See color Photo No. 71.

Phot. 67 色土上のヒ ノキの生育 2 (兵ﾡ 
i寺山団布林)

Growth of Hinoki (Chamecyparis obtusa) 
on red soil 2. At Rengejiyama national 
forest in Hyog。 prefecture.

Phot. 72 R-Er-8 型土塀に土壌改良試 
験をほどこ した土坂断面 (愛
知県八合国有林)

Profile of red soil (R-Er-s soil) 
under soil improving treatment test 
(At Hasso national forest, Aichi 
prefecture). See color photo No. 73.

ここ

Natural regeneration of pine (Pinis den・ 
silora) on red soil at Tokai district 
(Toyohashi, Aichi prefecture).
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Soil profile of R-Er-A soil undertaken soil improving 
treatment 20 years ago. H layer and A horizon are 
well developed. Seto region, Aichi prefecture.

Growth of artificial stand of pine 
(Pinus Thunbergii) on red soil(R- 
Er-A soil) in Photo 74 (20 years).

Phot. 76 同上 土旅断面中の根系の分布 
Distribution of pine root system in the soil (Photo 
75).

Phot. 77 R-Er-A 型土ﾡに土壌改良処理を加えて値ﾡされたアカシヤモリシマの生育状況 
(4 年後)(福岡県高良台地区)

Giowth of a root nodule bearing tree (Acacia mollishima) on R-Er-A soil, which was 
planted after soil improving treatments (After 4 years). (At Koradai, Fukuoka prefecture)
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